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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　──思い出した切っ掛けは、とんでもなくどうでもいいことだった。

　期末試験を目前に控ひかえ、従育科の奉ほう仕し活動も休みになって暇ひまが増えた放課後を、日ひ野の秋あき晴はるは他ほかの男子と一いつ緒しよに教室に残って過ごしていた。

　空あいた午後を試験勉強に充あてるのはとても正しい使い方だけど、二時間もやればどうしても集中力が途と切ぎれてしまう。特に轟とどろきという、事あるごとに他ほかの人にちょっかいを出してくる馬鹿がいるから、そこそこにしか捗はかどらない。

　自然と視線は机つくえに開いた参考書から逸それて、窓の外へ向いてしまっていた。まあ、毎日とはいわないまでもそれなりに復習はしているし、焦あせるほど成績も悪くないから、少しくらい怠なまけても大丈夫のはず。

　そう思ってぼーっとしていた秋晴の視界に、不意に変なモノが飛び込んできた。

　白一色の癖くせにやたら派は手でな服を着て、もう十二月だっていうのに胸板を晒さらすように前をはだけた大だい吉きちの姿は、もうそれだけで『嫌いやなモノを見たなぁ』って気分になる。おまけにそんなナルシストが、上育科の制服を着た女生徒三人に囲まれるようにして歩いているのは、世の中が間違っていると断言するのに十分な理由だと思う。

　ともあれ、食堂の方から歩いて来た大吉達は何やら会話に花を咲かせていて、おまけにその声が近付いて来るにつれて聞き取れるようになってきた。さっき三さん家けが『換気と眠気覚ましに』と窓を開けたままだからだけど、まさか空気だけでなくとことんやる気を失わせる雑音まで流れ込んでくるとは。

　予想外の事態に窓を開けた三家は勿もち論ろん、ただでさえ集中力に乏しい轟も、普段は我関せずの姿勢を貫く大だい地ちさえ顔を顰しかめて、

「なあ、どうしてオレらが真ま面じ目めに勉強している一方、ナルシーな大吉は女の子とイチャイチャ桃もも色いろハートフルタイムを過ごしとるんや？　おかしいやろ、これは！」

「そもそも慎しん吾ご君は真面目に勉強してなかったけど……ちょっとうんざりするのは僕も同じかなぁ」

「…………喧やかましいな」

　口々に現状に対する不満を言い出して、勉強ムードは完かん璧ぺきに霧む散さんする。

　もう今日はここまでにしても良さそうな空気になるけど、日が暮れる前に『止やめたい』とか『飽あきた』というようなことを言ったヤツには凶きよう悪あくな罰ゲームを施ほどこすというルールがあるので、秋晴から中止を訴える訳にはいかない。ここで迂う闊かつなことを言ったら、ただでさえ鬱うつ憤ぷんの溜たまっている轟が嬉き々きとして無茶を言い出すのは火を見るよりも明らかだし。

　仕方なく秋晴が窓を閉めようとした時、やけに通りの良い大吉の声が耳に届いた。

「──テストが終わればすぐにクリスマス、そして大おお晦日みそかに正月だね。特に大晦日は祖父の誕たん生じよう日びでもあるから、風かざ祭まつり家けでは盛大なパーティーを開く予定なのだよ！」

「まあ、風かざ祭まつり様さまのお爺じいさまのお誕たん生じよう日び！」

「それはおめでとうございます。……あの、もし宜よろしければ、私もパーティーに……」

「ふっ……無論、祖父を祝ってくれるという人達の参加は快く受け付けているよ。その際には僕もより美しく華か麗れいな姿を見せる予定だから、楽しみにしてくれて構わないよ」

　もう少し早く窓を閉じれば聞こえなかったはずの会話は、テスト前にするようなものではなかったけど──その浮かれた内容に、秋あき晴はるは腕うでを伸ばしかけた状態のままで固まってしまう。

　……今の会話のおかげで、大変まずいことに気が付いた。思い出したという方が正しいのかも知れないけど、大事なのは言い方じゃなくてその内容だ。

　ぐるぐると混乱しかけた頭をどうにか使って、間違いないかと確認するが……非常に残念なことに、やっぱりそうだった。

「…………うーわー……」

「なんや、あっきー？　本命の入試やのに受験票ど忘れしてもうた間抜けな浪ろう人にん生せいみたいな声出して」

「そんな大事な場面でポカするヤツなら浪人して当然だろ。……いやまあ、忘れてたって意味ではニアピンだけど」

　轟とどろきの頭の悪い発言にキチンと突っ込みを入れ、改めて窓を閉めてから秋晴は席に戻り……深いため息を吐ついて、乱らん暴ぼうに頭を掻かく。

　そしてどうしたもんかと考え始める前に、皆が口々に話しかけてきた。

「……日ひ野の、何かあったのか？」

「少し顔色悪くなってるよ。悩み事？」

「あれやな、きっと恋の病か将来ハゲそうで今から心配にぅぶおっ?!」

　心配してくれている二人はともかくとして、馬鹿には辞書を顔面に投げつけて黙だまらせておく。的外れな上に男にとって繊せん細さいすぎるポイントを刺し激げきするようなヤツは、とりあえず悶もん絶ぜつしていればいい。

　でも大だい地ちと三さん家けには話した方が良いかもしれないと、秋晴は二人の顔を見る。どちらかというと中性的というか女っぽい顔をしている奴やつ等らだけど、モテそうだし参考になる意見が来るかもしれないので。

　事態はそこそこに切迫しているし、恥を忍んで秋晴は二人へと話し掛けた。

「ちょっと問題が起きたから相談があるんだけど、いいか？」

「うん？　僕に答えられることなら、いいよ」

「……内容にも依よる」

「や、さっきまですっかり忘れてたんだけど……俺おれ、従い姉と妹こに誕生日プレゼントあげる約束してたんだよ」

　今使っている携帯電話は従姉妹の棗なつめから貰もらった物で、そのお返しという意味も含めて、今年の誕たん生じよう日びは贈おくり物をすることになっていた。

　……そう、なっていた。九月頃にメールで伝えたから、棗なつめもそのことを知っている。

　再びため息を吐つきたくなった秋あき晴はるに、眉まゆを顰ひそめた大だい地ちが訝いぶかしげに訊きいてきた。

「従い姉と妹こに贈り物をするのは悪いことではないと思う。何が問題なんだ？」

「…………肝かん心じんの誕生日が、先月末なんだ」

「………………ええと…………それは……」

「……………………忘れていたのか？」

　イエス、と答える代わりに、秋晴は項垂うなだれるように頷うなずいた。

　二人が声に出さずに『うわぁ……』って感じで引いているのが、見てなくても分かる。これが一日か二日前に誕生日だった、っていうならまだしも、既すでに十二月も二週目に突入しているんだからどうしようもない。

　……いや、先月の初めは確かに覚えていたはずなんだけど、合宿だの試験だの、おまけにあちこちに出掛けて忙いそがしかったから、つい……

　そりゃあ毎日のようにメールをくれていた棗も、ここ最近は微び妙みように味気ない内容ばかりだったはずだよ。というか一昨日おとといに『友達の家に子こ猫ねこが産まれたんだって！』ってメールがあったのは、遠回しな誕生日ネタだったんだろーか……？

　何にせよ、忘れていたのは事実で、過ぎてしまった日は戻らない。となれば、現実的に対たい処しよしていくしかない訳だ。

「遅れた詫わびも兼ねて、早急に誕生日プレゼントを選んで贈ろうと思うんだが……」

「うん、それがいいね」

「急いだ方が良い。信用に関わる」

「問題は、何を贈るかってことなんだけど……お前等、なんか適切なアイテムって分かるか？　女子高校生が喜びそうな物で」

　尋たずねてみると、二人は微妙に困ったように顔を見合わせる。こいつらなら女の子にプレゼントの一つや二つ貰もらったり贈ったりした経験がありそうだと思ったけど、この反応からするとどうやら無いっぽい。

　かといって自分だけじゃどうにも思い付かないので、それでもと秋晴は縋すがる気持ちで、

「や、実体験じゃなくていいから。喜ぶかも、くらいの物でも参考になるし」

「ううん…………お花、とか？」

「…………、……………………、…………気持ちが籠こもっているものなら、何でも……」

「これ穿はいて欲しいっちゅう下着を選んであげればええと思うで」

　ギリギリ参考になりそうなのは三さん家けの案だけで、後はどうにもならない。特に轟とどろきはわざわざ復活してまで言うようなことじゃないのに、どうして無む駄だに立ち上がるのか。

　とはいえ、わざわざ変態に構っていられるような余よ裕ゆうも無い。三家には悪いが、花を贈るっていうのはあまりにも柄がらじゃないから、出来ればやりたくないし。

　今日か明日あしたには買い物に出掛けて、配送の手続きまでいきたいところだけど……肝かん心じんの品物が決まらないんじゃ、どうしたものやらだ。

　やっぱりこういうのは、男子の意見を訊きくより──




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「悪い、ちょっといいか？」

　翌日の朝、いつも通り少し早めに登校した秋あき晴はるは、教室に着いたばかりの彩さい京きよう朋とも美みを捉つかまえて、教室の隅すみまで引っ張っていく。

　当然のように教室内がざわついて、眉まゆを顰ひそめてひそひそと話す声がし始めるけど、そんなことに構っていられない。誤解されるのには慣れているし、朋美なら自分に関わる悪い噂うわさを上う手まいこと丸め込むのは得意だから、ここは遠えん慮りよなくいかせて貰もらう。

「……何ですか、秋晴くん？　朝の挨あい拶さつもまだだというのに、こんな強引に」

「済まないとは思うが……そもそもお前、携帯どうした？　昨日きのう、何度電話しても繋つながらなかったけど」

「ごめんなさい、勉強の邪じや魔まになるので試験前は電源を入れないようにしているんです」

　聞き耳を立てている連中に聞こえる程度の声でそう言った後、優等生笑顔のまま朋美はすっと顔を近付けてきて、

「……ちょっと最近、お義と父うさんからの電話がうるさくて。一いつ緒しよにクリスマスを過ごしたいって駄だ々だをこねてるのよ」

　ぼそりと小声で真相を教えてくれた。まあ確かに、他ほかのお嬢じよう様さま達が知ったら変な影響が出そうな内容だ。そんなに印象に残ってない朋美の父親だけど、たぶん上流階級や一流企業の連中にとっては一いつ挙きよ手しゆ一投足が気になるくらい大きな存在のはずだから。

　なので秋晴も相手に合わせて声を潜ひそめ、

「……家族でクリスマスって、悪い話じゃないだろ？　お前こそ合わせてやれよ」

「……あなたね、年末年始にどれだけたくさんのパーティーが開かれると思ってるの？　会社のことを考えれば、家族でこぢんまりとご飯食べるようなイベントしてる場合じゃないのよ。お義父さんもそれは分かっているはずなのに、我わが儘ままばかり……」

　……これって普通、朋美と義父の立場が逆の場合に発生するいざこざだよなぁ。家族想おもいの父親に『それも仕事なんだから』って娘むすめが言うのは、なんかおかしいような。

　そしてもう一つ、気になるのは、

「……その件に関して、美み佳か子こさんは？」

「……お母さんはノータッチ。というか、わたしが上手く説得すると思って投げちゃってるのよ、あの態度は」

　どんな態度かは分からないが、それでも秋あき晴はるには分かることがある。

　それはつまり──結局最後は、美み佳か子こさんの思い通りに事が運んで終了なんだろうな、ということだ。ラスボスの風格漂ただようあの人には、腹黒な朋とも美みも世界に名だたるグループのトップも敵かなわないので。

　しかしおかげでというかなんというか、今け朝さまで話が出来なかったのが秋晴としてはちょっと痛い。

「お前に相談というか頼みがあるんだけど、いいか？」

　朝のホームルームまでそう時間もないし、なるべく手早く済ませようと本題に入ると、朋美は微び妙みように首を傾かしげて、

「そう言われても、内容に依よります。試験勉強で分からないところでもありましたか？」

「いや、ちょっと買い物に付き合って貰もらいたいんだよ」

「……あの、試験前ですよ？」

「それは十分理解した上で頼む。俺おれだけじゃどうにも手に負えないんだよ」

　言葉遣づかいは丁てい寧ねいなままに視線で『何考えてるのよ、正気なの？』とザクザク語る朋美に、秋晴は胃の辺りが重くなるのを耐えながら訴える。

　ただ、時期を考こう慮りよすればバッサリ断られても仕方ない。迷めい惑わくを掛けるのは間違いないし、あまりしつこく頼むのは止やめておこうと思っていると、

「……買い物って、何か緊きん急きゆうの用でもあるんですか？」

　仕方ないと諦あきらめたような声こわ音ねで、悪くない言葉が返ってきた。

　これは内容次第では付いてきてくれるかもしれないと、秋晴は表情を明るくして、

「や、棗なつめの誕たん生じよう日びプレゼントを買いに行きたいんだ」

「…………秋晴くんの、従い姉と妹この？」

「そうそう。あの棗の」

「…………ちなみに、誕生日っていつなんですか？」

「それが実は、もう過ぎてて。だからなるべく急ごうと…………その……」

　話している内に朋美の目がかなり厳しく細められて、仕し舞まいには殆ほとんど睨にらみつけるようになり、秋晴は声を萎しぼませてしまう。

　……あれ、おかしい……？　従姉妹の誕生日プレゼントを買いに行くっていう用事なら、世話焼きな朋美なら融ゆう通ずうを利かせてくれるかもと仄ほのかに期待していたのに、想像していたのと反応が違いすぎるような……

　エアコンの効いた教室内なのに外の空気よりも薄うすら寒く感じるという不思議現象が起こる中、朋美は人当たりの良い笑顔を作ってこう言った。

「つまり秋晴くんはわたしに、棗さんへのプレゼント選びを手伝って欲しいというんですね？」

「あ、ああ。そういうことに──」

「可愛かわいい可愛い従い姉と妹こさんへの贈おくり物を、それも誕たん生じよう日びを忘れるだなんて大ポカをやってしまっておいて、挙げ句に他人の手を借りるだなんて……素す敵てきな発想ですね？」

「……………………いやその……なんっつーか………………ごめんなさい」

「あら、どうして謝るんですか？」

　お前が出している不ふ穏おんな空気に押されてだよ、という本音は言えず、秋あき晴はるは黙だまって目を逸そらした。本当にどうしてこの幼おさな馴な染じみは、こんな怖い笑顔が出来るんだろーか。これで優等生とか生徒からも教師からも信頼が厚いとか、絶対間違ってる。

　他ほかに適当な相談相手はいないとはいえこの人選はミスだったのかと今いま更さらのように後悔をしていると、朋とも美みは困ったように小さく息を吐はいて、

「あのですね、秋晴くん？　試験前というのは措おいておくにしても、女の子に贈る物は自分で選ぶべきだと思いませんか？」

「そうは言っても、あいつが欲しい物なんて分からないし、何をあげれば喜ぶのかなんてもっと不明だしさ」

「棗なつめさんなら、秋晴くんからのプレゼントなら何でも喜びそうですけど？」

　朋美の言うことはどれも尤もつともで、ますます居たたまれない気持ちになる。

　……やっぱり、これは自分一人で解決すべき問題なのかもしれない。プレゼントだからって要いらない物を贈られても困るだろうし、女の欲しがる流は行やり物も分からないから──なんてところで考え込んだのがそもそもの失敗だった気がしてきた。

　もうすごすごと退散しようと秋晴が密かに決めるのと、ほぼ同時に。

　全く予期していなかった第三者が、横から加わってきた。

「おはようございますわ。そんな隅すみの方で何をこそこそと話してますの？」

「あら……おはようございます、セルニアさん。今日は随ずい分ぶんと遅い登校ですね」

「少し髪かみのセットに手間取ってしまいましたの。おかげで朝の紅茶を楽しむ時間が殆ほとんどありませんでしたわ」

　そう言いながら、いつもながらに見事なドリルを形成している髪を撫なでて、セルニアは余よ裕ゆうたっぷりに微笑ほほえんで見せた。

　ただ、今の発言はそこはかとなく嘘うそっぽい。試験前に勉強していたのを隠かくす為ための方ほう便べんじゃないだろうかと秋晴は推測し、一人納なつ得とくする。この手の見み栄えというか、努力はなるべく表に出さず当然のように振る舞うっていうのは、上育科生にはよくあることだ。特にセルニアはその傾向が強いし、ライバル視している朋美相手に手の内を晒さらす真ま似ねはしないはず。

　……そしてこいつが朝から勉強していたというのなら、昨日きのうから贈り物で悩んでいる自分は本格的に駄だ目めだ。過程も含めて、学生としても人としても最底クラスにランクインしているのは間違いない。

　それを自覚しつつ秋あき晴はるは、何かと諍いさかいを起こす朋とも美みとセルニアが試験前に口喧げん嘩かを始めたら厄やつ介かいだと思い、事の次第を説明して会話を切り上げようと試みる。

「ちょっと朋美に相談があったんだよ。まあ、試験前にはちっとも相応ふさわしくない話だったから、もう終わるところだったけど」

「相談？　相談ならば朋美さんよりも相応しい相手がいるのではなくて？」

　ここで『誰かいるか？』なんて言えば、きっとホームルームが始まるまで騒さわがれるのは確定なので、馬鹿な突っ込みは止やめておくことにする。真ま面じ目めに試験勉強しているクラスメイトにも迷めい惑わくになるし。

　ちょっと遊び足りない感はあるものの、秋晴は素直に、

「従い姉と妹この誕たん生じよう日びプレゼントを買いに行きたいから、それに付き合ってくれって話だったんだよ。試験前だから、そんな──」

「従姉妹の……確か棗なつめさん、でしたわね」

　こちらの言い分を最後まで話す前に、どうしたことか一人頷うなずいた貴族令れい嬢じようは自信に満ち溢あふれた笑顔を見せて、こんなことを言ってきた。




「いいですわ。そのショッピングには私が付き合って差し上げますわよ」




　……全くの予想外かつ順序をすっ飛ばしたその結論に、秋晴は一いつ瞬しゆん、言うべき言葉を失ってしまう。

　とりあえず、何度か瞬まばたきをした後で、改めてセルニアの蒼あおい瞳ひとみをまじまじと覗のぞき込み、

「…………いやあの、気持ちは嬉うれしいんだけど……行くのって、今日なんだが……」

「随ずい分ぶんと急ですわね。けれど、それで構いませんわよ」

「構わないって……構うだろ？　試験勉強は？」

　ここ数日、打倒朋美を果たすべくセルニアが勉強しまくっているのを知っているので、ついそこを訊きいてしまう。有り難い申し出だが、何の為ためにこいつに相談しなかったと思ってるんだ。

　そんな秋晴の心配を他よ所そに、セルニアは小さく鼻を鳴らして、

「フン、それこそ問題有りませんわよ。日頃からキチンと勉強はしていますもの、午後の数時間を割さいた所で結果は変わりませんわ」

「……それってつまり、またセルニアさんはトップを取れないってことですか？」

「違いますわよっ！　秋晴の用に付き合っても、堂々たる成績を収めることに変わりないということですわっ！」

　わざわざ余計なことを言ってくれる朋美に怒ど鳴なりはするものの、セルニアは怒りを持続させずに口元を緩ゆるめ、改めて秋晴へと話しかけて来る。

「見ず知らずの相手に贈おくる物、というのであれば少し迷うところですけれど、棗さんには私も会ったことがありますもの。似合いそうなプレゼントもいくつか心当たりがありますわ」

「それは……俺おれとしてはかなり助かるが……」

「何ですの？　この私の格別の厚意に、そんな煮え切らない態度を」

　確かに本人が言う通り、願ってもない申し出だ。やっぱり気は引けるけど、そもそも自分一人で決められなかったから朋とも美みに相談しようとした訳だし。

　となれば、取る選択なんて一つしか無い。

　腕うで組ぐみをし返答を迫るようにこちらを見ているセルニアに、秋あき晴はるは有り難く同行を願おうと口を開き、

「──いえ、セルニアさんが来る必要なんてありませんよ？」

　すぐ隣となりで幼おさな馴な染じみが言い出したとんでもないセリフに、発言無しのまま口を閉ざした。

　……いや本当に、何を言い出すんだろうか、この腹黒さんは。にこやかな優等生笑顔で勝手に返事されても、超絶困る展開になるだけなのに。

　現にセルニアの顔からは『ちょっとイイコトをしてあげようかな』みたいな寛かん容ようムードが消えて、みるみる険しい表情に。

「……必要ない、ですって？　どうして朋美さんにそんなことを言われなければなりませんのよ……！」

　ご尤もつとも、と秋晴も思うその意見に対し、果たして朋美はどう返すのかと見守っていると、

「だって相談を受けたのは、わたしですから。プレゼント選びのサポートはちゃんとわたしがします」

「え？　いやでも、お前……」

「あら、わたしは一言も断りなんて入れてませんよ？」

　澄すました顔でそんなことを言うけど、あれはどう考えても拒否か却きやつ下かの二択になる流れだったはずだ。決定的な言葉が出るのも時間の問題だったろうに、それがよもやのオッケーが出るなんて……あそこからこの展開を読み取れるヤツがいたら病院行きをお薦すすめすべきだろ。

　ただ、一つ可能性として考えられるのは──セルニアが食いついて来たことだ。

　朋美のヤツ、ライバル云うん々ぬん以前にあのドリルを弄いじくり回すのが大好物みたいだから、セルニアを翻ほん弄ろうする為ためだけに貴重な勉強時間を削けずることにしたのかもしれない。……そうだとしたら、どれだけ性た質ち悪いんだろうなぁ、この幼馴染みは。

　呆あきれればいいのか、それとも現実逃とう避ひに他人のフリでもすればいいのだろーかと秋晴がどうしようもない選択で迷っている間にも、二人の会話は続いていた。

「直じき々じきに頼まれたわたしが行くんですから、セルニアさんはどうぞ試験勉強を頑がん張ばって下さいね。この間も『今度こそ一位を取る』と意気込んでいたことですし、少しでも実現する可能性を増やした方が良いですよ？」

「……また随ずい分ぶんと上からの発言をしてくれますわね……！　朋美さんこそ、いつも通り冬眠中の蛇へびのように穴あな蔵ぐらに籠こもって勉強なさった方がよろしいのではなくて？」

「いえいえ、わたしは日頃の積み重ねがありますから。一日や二日遊んでしまっても、何のハンデにもなりませんし」

「ハンデ、ですって……!?　貴女あなたっ、体育祭では私の後こう塵じんを拝したのをもう忘れましたの?!」

「それを言うならセルニアさんこそ、中等部の時から一度も試験でわたしより上位に立ったことが無いのを忘れているんですか？　だとするなら、次の試験の結果も出てしまったようなものですけど」

「ッ…………！」

　どうやら心しん底そこ頭にきたようで、セルニアは顔を赤くして強烈に朋とも美みを睨にらみ付ける。その眼光を涼しげに微笑ほほえみながら受ける幼おさな馴な染じみの神経が、残念ながら秋あき晴はるには分からない。あれって軽く胃が荒れるくらいダメージあるはずなのに。

　朝っぱらからギスギスした空気を生み出す二人についていけず、早くチャイムが鳴って強制終了になってくれないかと祈いのっていると、

「……それで、秋晴？」

「わたしとセルニアさん、どちらと一いつ緒しよに買い物に行くんですか？」

　二人はほぼ同時にこちらを向いて、そんなことを言う。お前等一秒前までいがみ合っていたはずなのに、なんだその呼吸の合いっぷりは。

　しかも両者共に『自分を選ばなければどうなるか分かっているんだろうな？』と言わんばかりの目をしていて、秋晴としてはどちらも選びにくい。というか試験前の大事な時期に、どうして自ら面めん倒どうな役回りを引き受けたがるのか。じゃあお任せして、っていう風になるのが普通だろうに。

　やはりこれは……お互いのライバル心が、不利益と分かっていても自分の役目にしたがらせているのかもだ。有り難いけど、そこはかとなく迷めい惑わくでもある。譲ゆずり合いの精神っていうのは、今まさに発揮されるべきだと思う。

　しかし現実には二人の視線と無言の槍やりが体中に突き刺ささっているので、秋晴はどちらの目もまともに見られないまま、

「や、あの、なんっつーか……俺おれとしては、この場でアドバイスくれるだけでも良いような気がしてきたんだけど……」

「あら、そんなの駄だ目めですよ。女心が分からない上にセンスも乏とぼしい秋晴くんだけに行かせるだなんて、折せつ角かくのアドバイスも無む駄だになるだけですから」

「あり得ない選択肢しですわね。そろそろ身の丈たけというものを理解した方がよろしくてよ？」

「…………」

　なんでこんなボロクソに言われてるんだろう。おかしい、ベターな選択だと思ったのに。そして女心は分からなくてもそれなりに繊細な心の持ち主ではあるんだから、もう少し発言には注意してくれないものだろーか？

　そんなささやかな願いは叶かないそうにないし、時間切れまで待つのは無理っぽい。朋とも美みの笑顔とセルニアの目を見ればそんなの誰でも分かる。そんなことよりこの状況をどうにか出来る魔ま法ほうのようなセリフを教えて欲しいっていうのに。

　焦あせりこそしないけど、その分胃が締しめ付けられるようなプレッシャーと痛烈な居たたまれ無さを感じて、一秒でも早く切り上げたい秋あき晴はるは殆ほとんどまともに思考出来ないまま──




「なら……いっそ、二人とも来るってことでどうだ？」




　……それが恐らく一番言ってはいけない提案だと気付いたのは、言ってしまった後だった。

　ちょっとでも考えれば分かるだろうに、何を言い出してるんだ自分は。あの二人が『それは素す敵てきな提案！』と言う訳なんかあるはずがないし……それに万が一オッケーが出たところで、そうなった時は今日の放課後に朋美とセルニアの三人で……

　嫌いやすぎる想像に、秋晴は『今の待った、気の迷いだった』と取り下げようとして、

「……まあ……別にわたしは、それでも構いませんよ？　結果的に比べられるセルニアさんが、少し不ふ憫びんにも思えますけど」

「あら、それを言うのは私の方ですわ。朋美さんの審しん美び眼がんが疑われる結果になるだけなのは明白ですもの」

「ふふ……セルニアさんったら、冗じよう談だんが下へ手たですね？　笑わせるのではなくて笑われてしまいますよ？」

「その調子で最後まで笑っていられるといいですわね……！」

　無かったことにする前に、二人はとっても盛り上がってしまっていた。

　…………これは、駄だ目めだ。ここで『やっぱ無しで』と言ったところで、たぶん結論は覆くつがえらない。なのに精神がズタボロになるまで、上品な罵ば詈り雑ぞう言ごんという矛む盾じゆんした攻こう撃げきを受けることになるに違いない。

　二人とも笑顔なのにちっとも笑えない状況の中、秋晴は己の迂う闊かつさを後悔しまくって、頬ほおを引きつらせ……

　今日の午後は絶対に荒れるという神しん託たくクラスの予想に、今すぐ頭痛と目め眩まいを理由に早退したくなった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　憂ゆう鬱うつなまま午前の授業と昼食が終わり、いよいよ放課後になってしまった。

　帰りのホームルームが始まる前に『一度着替えて、二時に正門前に集合で』という段取りを組まれたので、秋あき晴はるは大人おとなしくそれに従う。しかし反論するどころか意見を求められさえしなかったっていうのは、発ほつ起き人としての立場は既すでに無いってことだ。

　世の中が自分を置き去りにして回っている感覚にため息を吐つきながら、だぼっとしたカーゴパンツに黒のトレーナー、その上からファー付きのモッズコートを羽は織おるという格好に着替え、待ち合わせ場所の正門で二人と合流し……

　第一声を放ったのは朋とも美みでもセルニアでもなく、秋晴の方だった。

「……お前等、どっかのパーティーにでも行くのか？」

　そんなことを言いたくなるのも仕方ないはずだ。二人して服装がただの私服とは思えない。

　朋美は薄うすいピンクのワンピースに黒いタイツ、それに白いピーコート──というところまでは普通だけど、珍めずらしくネックレスを付けているし、足下もピンヒールのブーツだ。

　そしてセルニアは、この寒いのに胸元が開いた柄がら物もののシャツにミニのタイトスカート。上着のロングコートは暖かそうだけど、あれ絶対ミンクのヤツだ。値段を聞いたら『それどこの課長の給料？』って言いたくなるような額に違いない。

　二人とも、どうしてこんな気合い入った服を着ているんだ。ひょっとして買い物に行く先は、セレブしか入れない特殊な店だったりするんだろーか？

　秋晴が疑問と不安に眉まゆを顰ひそめていると、朋美がいつもの優等生笑顔で、

「別に普段と変わらないですよ？　セルニアさんはちょっと派は手でかもしれませんが」

「あら、これでも朋美さんに合わせて控えめにしたつもりですわ」

「……いや、どっちも明らかに派手で、一いつ緒しよにいる俺おれが浮きそうなんだが」

　実際、こうしていても場違い感がひしひしと伝わってくる。これが白はく麗れい陵りようの風景から普通の繁はん華か街がいに変わったら、二人のお嬢じよう様さまが目立ちまくりで、地味で安物の服を着ている自分が荷物持ちか何かだと思われそうだ。

　とはいえ、今から着替え直すような時間は無いだろうし、そもそもこの我がの強い二人が、少しばかり頼んだからって自分のコーディネートを崩くずすような譲じよう歩ほをしてくれるとも思えない。

　だから秋晴は諦あきらめの吐と息いきを吐いて、こう言うしかなかった。

「……まあいいや。早めに行って、早めに帰ろう」

　朋美に頼んで車はもう回して貰もらってあるし、ちょっと誕たん生じよう日びプレゼントを買うだけなら一時間くらいで済むはずだ。その間を耐えればいいだけで、後は移動中に二人がケンカを始めないよう注意をすれば……いやまあ、そこが一番の問題な気もするけど。

「それで、どこに行くんだ？　須す野の原はらでいいのか？」

「いえ、尾お野の倉くらの街にしましょう。あそこなら百貨店とショッピングモールがあるので、選ぶ物に困りませんから」

「そうですわね。私もそれで構いませんわ」

「了りよう解かい。それじゃ、行くとするか」

　出来れば近い須す野の原はらが良かったが、そんなことは勿もち論ろん口に出さずに秋あき晴はるは歩き始める。波なみ風かぜは立てたくないし、こちとら頼んで付いて来て貰もらっている立場だ。二人がそう言うなら文句なんてつけようがない。

　問題は、移動に掛かる小こ一時間の間で、いつものように二人がやり合わないかっていう心配くらいだが……これには一応、予防策も用意してある。

　秋晴は歩きながら、持っていた手て提さげのバッグを軽く持ち上げ、

「試験前だし、移動中くらい真ま面じ目めに勉強しようと思うんだけど、いいよな？　英単語帳とか簡単な問題集とか持ってきたから、要いるのがあったら貸すぞ」

「まあ……秋晴くんにしては用意周しゆう到とうですね」

「意外ですわね……折せつ角かくですから、何か借りることにしますわ」

「なら……わたしは車酔よいしそうなので、持参した英語テキストのＣＤを聞くことにします」

　──よし、成功。これで少なくとも、移動中は揉もめることなく過ごせそうだ。

　シンプルだけど勉強も出来て一いつ石せき二に鳥ちようの計画が上う手まくいったことに、秋晴は朋とも美み達には気付かれないよう拳こぶしを握にぎって喜びを噛かみ締め……

「ああでも、秋晴くんは前の期末試験で赤点を取ってしまいましたから、わたしが教えて上げましょうか？」

「…………え？」

　朋美からの突然の申し出に、崩くずれた半笑いという微び妙みようすぎる表情で振り返る。

　するとそこには、にこやかな笑顔があって…………でもなんだろう、少し不ふ機き嫌げんそうに感じられるのは。小学生の時、二人プレイのゲームを三人で交代しながらやっていたら、なかなか順番が来なくて長く見ているだけだった友人がこれに近い顔をしていた気がする。

　何か朋美の気分を害するようなことなんて……してないと思うけど、良く分からない。

　あと、前回の期末試験で赤点があったのは事実だが、

「や、でもあれは記入ミスのせいであって、別に実力不足ってことじゃ……」

「理由はどうあれ、赤点の事実は変わりませんよ。成績に反映されるんですから、今度の試験で挽ばん回かいしておいた方が得策でしょう？」

「…………そりゃあ、まあ……そうなんだけども……」

　これってたぶん、有り難い申し出だと思う。朋美は成績が良いだけじゃなくて、人に教えるのも上手いタイプだろうから。

　……なのに秋晴が尻しり込ごみしてしまうのは、この幼おさな馴な染じみの性格を熟じゆく知ちしているからだ。どうしても、何か裏があるんじゃないかと勘かん繰ぐってしまう。

「指導するというのであれば、私が本場の英語を教えて──」

「あら、セルニアさんがですか？　この前の期末テストでも、直ちよつ近きんの小テストでも、確かわたしより点数が低かったはずですが？」

「ッ、あれは単純なスペルミスが原因でっ……第一、発音なら間違いなく私の方が上じよう手ずですわよっ!?」

「リスニングの試験はあってもスピーキングの試験はありませんから、それはまた別の機会でいいと思いますよ。それに、セルニアさんは苦手の数学の公式を一つでも多く覚えた方がいいんじゃないですか？」

「…………くっ……！」

　挑ちよう発はつ的てきなその言葉に、セルニアは悔くやしげに唇くちびるを噛かみ締めるものの言い返せない。そして秋あき晴はるは口を挟はさめない。どうして自分の意見は端はなから求められていないのか、とても不思議だ。

　そして少しでも移動中の空気を悪くさせない為ための案だったのに、スタート前からこれって。前世で何か悪いことでもしたのだろーか？

　幼おさな馴な染じみがやたらとピリピリしている理由も含めて分からないことばかりだが……たった一つだけ、明確になったことがある。

　移動の間、秋晴の気が休まる暇ひまは一秒たりとも無いという、残念な未来が待ち受けていることだけが。
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　人が機き嫌げん良くなるのにも不機嫌になるのにもそれなりに理由はあるが、どちらかといえば機嫌を損そこねる理由の方が世の中には多く存在するように彩さい京きよう朋とも美みは考えた。

　何な故ぜなら……自分が今、とても不機嫌だから。

　理由なんてたくさんある。

　そもそもこうして誘さそわれたのが従い姉と妹こに買う誕たん生じよう日びプレゼント選びの為だとか、一いつ緒しよにセルニアが来ることになったとか、そのセルニアが綺き麗れいな服装をしていることだとか……そして、それら全部を引っくるめて、秋晴がこちらの心情に全く気付かないことだとか。

　今も車の中で試験範囲らしいノートを見直している幼馴染みをちらりと見て、朋美はふくれてしまいそうになるのをどうにか堪こらえる。

　一緒に買い物をするのはともかくとして、それが年頃の女の子へのプレゼントっていうのは、一体何を考えているのか。きっと何も考えていないのだろう。『同じ年の同性が喜ぶ物が分かりそうだ』という部分にしか目がいってないに違いない。

　……その相手がただの従姉妹ならともかくとして……ああも直球で好きだとアピールしている子だっていうのが、一番の問題だ。

　秋晴の反応から察するに、『嫌きらいでは無いし、好かれていて悪い気もしない』くらいで気持ちの整理は済んでいるのだろう。だから告白のアイテムを選ぶ訳じゃ無いはずだ。

　それは分かっていても……こう、綺麗に分ぶん別べつしてポイと捨てられない蟠わだかまりは、どうしたってある。

　だからこうして、表面上は隠かくしながらも不ふ機き嫌げんな状態で。

　自分とは違って機嫌が悪いのをまるで隠そうとしていないセルニアが数学の参考書を荒く捲めくるのを見ながら、朋とも美みはこっそりため息を吐つく。

　……朝、自分から買い物に付き合うと彼女が言い出した時も思ったことだが、以前と少しだけ秋あき晴はるとの距離感が違っている気がする。

　意識しているのは元からだったけれど……もしかすると、自覚したのかもしれない。

　口にすればセルニア本人は否定するだろうが──喧けん嘩かばかりしている秋晴を、好きになっていることを。

　あのセルニアの性格を考えれば、ただ成り行きに任せるなんてことはない。今日のように話題に入って来て、というような形じゃなくて、自分から積極的にアクションを起こすはずだ。

　そうしていないということは……まだ、自覚が不十分なのか。

　それとも──自覚はしたものの、どうするかを決めかねているのか。

　どちらにしても、時間の問題ということになる。

　……つまり、自分に残された時間もあと僅わずか、ということだ。

　秋晴のことは好きだけれど、だからといって付き合いたいかと訊きかれると即答出来ない。でもセルニアや、他ほかの誰かと秋晴が付き合うのは嫌いやだという気持ちはある。

　我ながらどっちつかずで中ちゆう途と半はん端ぱだなぁ、と思う。そんな自分に苛いらつきもするし、少しだけど焦あせりもある。

　とはいえ、気が逸はやってどうにかなる問題でも、じっくり考えて解決するものでも無い。

　なので朋美が出来ることといえば、不機嫌を押し隠しながら秋晴と接する時間を増やして、自分がどうしたいのかを知ろうとするくらいだった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　どうにも気まずい雰ふん囲い気きのままに到着にした尾お野の倉くらの街は、数日前に行った須す野の原はらと同じくクリスマスムードに染まっていた。

　そんな中、美人二人を連れて歩くっていうのは、普通なら勝ち組なんだろう。少なくともそう見えるはず。

　ただ、羨うらやましいと思うヤツがいたらすぐに代わって貰もらいたいくらい肩かた身みの狭い思いをしていた秋晴は、華はなやかな百貨店の中で重苦しい表情のまま呟つぶやいた。

「……で、ここまで来たのはいいけど、何を買うつもりなんだ？」

　それくらいは車の中で決めれば良かったが、ギスギスした空気に負けて自分から言い出せず、ここまで何も聞いていない。

　当然、朋とも美みもセルニアも自分なりのプランはあるようで、店内に入っても迷うことなくエレベーター乗り場へと直行し、

「私はマフラーをお薦すすめしますわ。サイズの問題がない上に、季節柄がら品しな揃ぞろえは充実しているはずですもの」

「あら、奇き遇ぐうですね。わたしも防寒具にしようと思っていたんですよ。ただしマフラーではなくて手袋ですけど」

　そう言って、不ふ敵てきな笑顔で互いを見合い……もう本当に怖いから、そういうの勘かん弁べんして欲しい。エレベーターが監かん獄ごく行きのドアに見えてくるよ。

　秋あき晴はるは無言のまま、売られていく子牛うしの気分で朋美達に続いてエレベーターに乗り、四階へと移動した。三フロアに渡ってある婦人服売り場の一つで、男子高校生には全く縁えんのない所だから、こんな機会でもないと並んでいる商品を見ることなんてない。

　なのでこの際だからと、先行く二人に付いて行きつつ、陳ちん列れつされている物をキョロキョロと眺ながめて……秋晴はとても気まずい事実を知って、思わず足を止めてしまう。

「ちょっと、秋晴！　貴方あなたの用事だというのに、何をボサボサしてますのよっ！」

　すぐに見み咎とがめたセルニアが怒ど鳴なってくるけど、だからといってひょこっと付いて行けない。

　何な故ぜなら、腰こしに手を当てたセルニアと、何かに気付いたように周囲に視線を走らせる朋美がいる辺りには──

「いや……なんというか、そこを通るのはえらい抵抗が……」

「抵抗？　貴方、一体何を言ってますの？」

「まあ、仕方ないですね。男の子が彷徨うろついていると通報されかねない場所ですから」

　理解してくれた朋美が同意してくれるけど、同情どころかほんのり楽しそうな声だった。

　そしてセルニアも一度眉まゆ根ねを寄せた後で、ようやく気付いてくれたらしく、自分の隣となりにあるマネキンを見る。

　装着時の見本になるスレンダーなモデル体型のマネキンは殆ほとんどコーティングされた地じ肌はだが見えている状態で、ぶっちゃけてしまうと胸と股またしか隠かくれていない。

　つまり朋美達がいるのは下着売り場のど真ん中で……そこを通るのは、流石さすがに恥ずかしくて、是ぜ非ひとも遠えん慮りよさせて貰もらいたいところだ。

　なのにセルニアは胡乱うろんげな目でこちらを見て、

「何をくだらないことを気にしてますのよ。個人所有の物でなければ、ただの商品だというのに……」

　唇くちびるを尖とがらせてそんなことを言ってきた。この女、年頃の男心が全く理解出来てない。その『ただの商品』が、こっちにとってどれだけ扱いに困るものかちっとも分かって無いヤツのセリフだ。

　しかしそれを説明するのも、かなり難しい。……だって、下着について語るって、それだけで変態っぽいし。何の拷ごう問もんかと思うレベルだ。

　だから悟さとってくれるのを願うばかりだけど、腕うで組ぐみをしてこっちを見ているセルニアの目は『グズグズしていないでさっさと来なさいな』と言っていて、まるで意思の疎そ通つうは図れそうにない。

　目的の売り場はもう少し先にあるみたいだから、この地じ雷らい原げん並みに危うい場所を通らずに済むルートはないものかと秋あき晴はるが辺りを見回していると、

「ふぅん……秋晴くんは、そんなに下着売り場が気になるんですか？」

「はぃっ?!　な、違っ、そういう意味で見てたんじゃないぞ!?」

　とんでもない勘かん違ちがい発言が朋とも美みから飛んできて、慌あわてて全否定する。何だその煙を見つけて火事現場に行ってみたら放火犯扱いされるような冤えん罪ざい発言は。おまけにセルニアの表情があからさまに嫌けん悪おで歪ゆがんで……信じるか、今のを。どれだけ信用低いんだよ。

　色々な意味で泣きたくなる状況に、秋晴は必死に違うとアピールするようにブンブンと手を横に振って、

「そんなんじゃなくて、俺おれは単にそこを迂う回かい出来ないかとフロア全体を見ていただけでだな、朋美の言うような意図は全然──」

「あら、別にいいんですよ。そんなに言い訳なんてしなくても、今いま更さらですから」

「言い訳じゃなくてマジで……って、なんだその今更って?!　お前の中で俺の評価はどうなっていやがるんだ?!」

「聞きたいのなら詳しよう細さいに語りますが、こんな人目があるところでは止やめておいた方が秋晴くんの為ためだと思いますよ？」

「…………」

　その言葉だけでどれだけ底辺にいるのかが分かって、もう突っ込んで訊きく気になんてなれない。幼おさな馴な染じみにこの扱いって、普通あり得ないはずなんだが。

　説得の余地はどこにも無さそうで、おまけに心が深夜に吹き曝さらしの港にいるより寒々しいことになってきた。

　打ち拉ひしがれるのをぐっと堪こらえ、秋晴が無言で緊きん急きゆう回かい避ひルートを探していると、

「あら？　そういえばこの下着、セルニアさんが付けているのと同じブランドの物ですね」

　……聞き捨てならないようで聞き流したい情報が耳に飛び込んでくる。

　思わず二人を見ると、朋美はタグを確認するようにマネキンの後ろに回っていて、セルニアはその近くにあるブラを手に取るところで……ああもう、どういうことなんだろーか、この恥ずかし過ぎる光景は……！

　あいつらはちっとも気にならないみたいだけど、男の身としては一刻も早くこの場を立ち去りたいくらい、これはまずい状況だ。どうしてこっちが居たたまれなくなるのか理由は分からないが、クラスメイトの、しかも親しい女子が下着をチェックしている図っていうのは、精神衛生上とても悪い。

「……確かに、私が愛用しているブランドですけれど……貴女あなた、そんなことよくご存じですわね？」

「それは気になりますよ。あのサイズの割にデザインも綺き麗れいだから目立ちますし……初めは、増量用に何か仕込んであるのではないかと思いましたから」

「……貴女、自分がどれだけの暴言を放っているか、理解していまして?!」

「中等部の頃からあれだけ育っていれば疑いもしますよ。だってあの頃は四し季き鏡かがみさんより──」

　繊せん細さいな男心を理解しない朋とも美み達の会話はどんどんヒートアップしていて、本当に勘かん弁べんして貰もらいたい。今すぐ回れ右してこの場から離れたい衝しよう動どうに駆かられるのも仕方ないはず。

　ただし逃げ出せば後で酷ひどいことになるのは明白なので、踏ん切りが付かず秋晴が動き出せずにいると、聞こえてくる会話が妙みような方向になり始めた。

「──折せつ角かくですし、ここで一つどちらのセンスが優れているか勝負しますか？　プレゼント選びの前ぜん哨しよう戦せん、ということで……尤もつとも、比べるまでも無いとは思いますけど」

「ッ、相変わらず一言多い……いいですわ、このセルニア＝伊い織おり＝フレイムハート、挑いどまれた勝負に背を向けて拒こばむような真ま似ねはしませんわよ！」

「なら、本来の目的もありますから……そうですね、棗なつめさんに似合う下着を選ぶことにしましょうか。サイズの多少の誤差には目を瞑つむることにして」

「構いませんわ。多少問題がある人物とはいえ、第三者の審しん査さ員いんもいますし」

　逃げ出すタイミングを計っていたところに聞こえてきたこの声に、秋晴は思わず棒ぼう立だちになって……

　それから恐る恐る、自分のことを指差しながら二人を見た。

　勝手に対戦ムードを盛り上げていた朋美とセルニアは、当然と言わんばかりにほぼ同時に頷うなずく。だからなんでお前等はそんな時ばかり仲良しなんだと叫びたくなる。

　でもそんなことより問題なのは、今そこに迫りつつある危機だ。

　下着売り場を通過するってだけでも恥ずかしくて心にダメージを負うのに、それが下着選びに付き合うって、ましてや審査って……！　こんなことになると知っていたら大人おとなしく迅じん速そくに通過を選んでいたけど、後の祭り過ぎる。

　ひょっとしてこれは示し合わせての精神攻こう撃げきなんじゃないだろーかと疑いたくなるが、二人とも既すでにこっちを見ていなくて、しかもバチバチと溶接真っ最中みたいに火花が飛ぶ勢いで視線を絡からませていた。間違いよう無く、ガチでのやり合いだ。

　思いっきりそれに巻き込まれた形の秋晴が『待った』の声を掛ける間もなく、

「……では、一回のみの勝負で。下着なら何でもいいということにしましょうか？」

「妥だ当とうなところですわね。あまり時間を掛ける物でもありませんし、十分以内に決めてここに持ち寄ることにしますわよ」

「ええ、わたしはそれで大丈夫です。それでは、また後のちほど」

　そう言って、朋とも美みはくるりと踵きびすを返し、フロアの奥の方へと消えて行く。

　セルニアはさっき話題になっていた、どうやらお気に入りらしいブランドの陳ちん列れつ棚だなを眺ながめ始める。

　そして取り残された秋あき晴はるはというと、今いま更さら逃げ出す勇気もなく。

　与えられた十分という時間だけでもこの危険地帯から離れていようと、エレベーター乗り場の近くにあったベンチに退たい避ひすることにした。




　気まずい時間が過ぎて、ただ待つだけでも精神力をガリガリ削けずられたように疲れた状態になった秋晴は、嫌いや々いやながら下着売り場へと向かった。さっきはまだ女二人といたからいいけど、ソロで行くと本格的な変質者に見られそうで、やや早足になってしまう。

　ベンチに座っている間にそれなりに覚かく悟ごは決めたつもりだったが、やっぱり下着売り場の空気は身に堪こたえる。なんだろう、男に対してのみ効力のある毒でも撒まかれてるのかって思うくらい、恥ずかしいし居たたまれない。

　これが轟とどろきなら喜び勇いさんでひゃっほうとか叫ぶんだろうし、大だい吉きちなら平然と下着を手にとってデザインについて語り出しそうだが、残念ながら自分には無理。というか、残念な奴やつ等らが活いき活きとする場なんだから、むしろ健全な証しよう拠こだと思いたい。

　ともあれ、既すでにさっきの場所に朋美とセルニアがいて、しかもこちらを睨にらむように見ているという状況が出来上がっていた。

　どうやら審しん査さ役の自分以外は準備が終わってるらしい。あれはつまり、あんまり待たせるなという意味か。

　しかし走って下着売り場に行くというのはどう考えてもアレな人なので、秋晴はペースを変えず二人の元へと行き、

「……悪い、遅れた」

　当然のように下した手てに出て謝った。だって仕方ない。遅れてないし、そもそもこの勝負自体関係ないだろって話だけど、そんなこと言えるはずが無いんだから。

　どんどん自分が矮わい小しような人間になっているような気がして軽く落ち込みつつ、下げた頭を戻して二人を見ると、どちらも秋晴のことより勝負に意識がいっているようで、

「それで、セルニアさんは何を選んだのですか？　結果は決まっているようなものですけど、興味深いですね」

「あら、もう私の勝ちと認めるんですのね。でも、不戦勝というのは趣味じゃないですわよ？」

「ご安心を、セルニアさんの望む展開にはなりませんから」

　にこにこ笑顔と挑ちよう戦せん的な笑みで、見ていると『ああ、世の中にはこんなに平和とは程遠い笑顔のやり取りがあるんだな』と思わせてくれる。

　周りに客の姿は無いけど、この調子で続けているといつの間にやら野や次じ馬うまが集まってきそうだ。既すでに店員の一人が、距離を取りつつ興味深そうにこっちを窺うかがってるし。

　新たに第三者が加わってきたら気まずさ倍増なので、秋あき晴はるはさっさとこの良く分からない勝負を終わらせようと口を開いた。

「それより、どっちのから見ればいいんだ？　朋とも美みのからか？」

「ん……わたしのはディスプレイされているのを見に行く形なので、セルニアさんからにします？　その、手に持っている下着でしょう？」

　朋美の言う通り、セルニアの手には畳たたまれた下着があって……本当に、ただの布きれだっていうのに、その用よう途とを知っているだけでどうしてこうも異質な物体に思えるのか。思春期独特の過か剰じような意識なのかもだけど、そうだとしてもどうすれば対応出来るのか分からない。

　おまけに、

「私が選んだのはこれですわ！　シンプルなデザインと小さなリボンのアクセントが、棗なつめさんのような可愛かわいらしい人にはピッタリでしょう？」

　意気揚よう々ようと目の前で下着を広げられて、しかも意見を求められるって、どんな状況だよ。確かに淡いレモンイエローで、縁ふち取どり以外は簡素なデザインの下着は棗には似合うだろうけど……着けているところを想像してしまうと、途と端たんに判定に困る。そんなイメージを思い浮かべているって軽い変態みたいだよ。しかもその感想を言わされるって、軽い拷ごう問もんなんですが。

　自信に満ちた表情で下着の上下を持っているセルニアに、秋晴がどう答えていいのか分からず沈ちん黙もくを保っていると、

「…………ふぅん……」

　まじまじと観察していた朋美が、ちょっと感心したように漏もらした声が聞こえてきた。こいつがこんな反応をするんだから、少なくとも女性視点でも悪くない物なんだろう。

「どうですの？　朋美さんは、これよりも似合う下着を選ぶことが出来まして？」

「予想していたよりもずっと良いデザインですが、それでもわたしの優位は揺らぎませんよ。秋晴くんがそれを証明してくれるはずです」

　……いやそこでこっちに振らないで貰もらえないだろーか。瞬しゆん時じにセルニアが睨にらんで来るし。問題発言をしたのは誰か、ちゃんと理解して欲しい。

　とはいえ、変に説得するよりもさっさと次へ進んだ方が早いと思ったので、秋晴はその視線に気付かないフリをし、朋美に話し掛ける。

「それで、お前の選んだのはどれなんだよ？」

「ええ、こちらです。付いてきてください」

　そう言うと奥の方へ進んで行くので、秋晴は一度目を閉じて深呼吸をし……覚かく悟ごを決めて、本格的に下着だらけの空間に足を踏み入れた。

　出来るだけ見ないようにしようとしても、ちらちらと視界に入ってくる色とりどりの下着に、顔が赤くなるのを感じる。特にわざわざ棚たなの上に立体的に飾ってあるのが妙みように目について、もういっそこの世から消滅したい気分になりつつ、どこぞのブランドが占せん領りようしているコーナーの一番奥まで辿たどり着いた。

　そこには壁際にいくつもの下着が飾られている……けど、ちょっと他ほかの所とは雰ふん囲い気きと形状が違う。露ろ出しゆつが少ないというか、あんまり下着っぽく見えない。

　小首を傾かしげる秋あき晴はるの前で、朋とも美みは右みぎ端はしにディスプレイされたキャミソールっぽいそれを手で示し、

「わたしが選んだのはこのベビードールです。一応、ショーツも選びましたけど、メインはこれになりますね」

「…………これは……」

　頭の中で棗なつめに着せた画えを想像したのか、セルニアは微び妙みように口元を歪ゆがませる。ちょっと悔くやしげに見えるから、悪くないと思ったんだろう。

　ベビードールって名称は初めて聞くけど、たぶん分類するならスリップと同じだ。生き地じが薄うすくてちょっと透すけている所と、丈たけが股また下したまで届くか届かないかくらいの長さってところを除くと、夏場なら普通に外に着ていけそうな感じもする。

　基本的には白い生き地じが多く、胸元には大きなリボンがあしらわれていて、しかもフリルはピンク色で可愛かわいいし……何より、さっきのモロに下着っていう上下セットに比べれば見ていて恥ずかしくないのが、個人的にはポイント高い。
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　……まあ問題は、どっちにしても棗なつめが装着している姿を想像してしまうと、審しん査さどころじゃなく恥ずかしくて頭を掻かき毟むしりたくなるってことだけど。

　一刻も早くこの状況から抜け出したい秋あき晴はるとしては悩んでいる時間も取りたくなくて、ついでに言えば判断を迫る二人の視線も痛い。

　なので殆ほとんど考える間もなく、

「えーっと……俺おれとしては、朋とも美みの選んだヤツの方がいいと思う」

　そう口にした瞬しゆん間かん、二人の表情が対照的に激変した。

　笑みを深めて勝利の喜びを瞳ひとみに浮かべる朋美はまあいいとして、悔くやしさと怒りが綯ない交まぜになった目のセルニアがこっちを睨にらみながら近付いて来て、

「ちょっと、どういうことですのっ?!　ちゃんと説明しなければ納なつ得とくが──いいえ、納得のいく説明が出来なければ酷ひどい目に遭あわせますわよ!?」

　ビッ、と伸ばした人差し指を、秋晴の目の前に突きつけてくる。突っ込みどころの多い発言はともかく、その手に下着を握にぎったままっていうのは勘かん弁べんして欲しい。

　思わず目を逸そらしたくなるけど、荒あらぶるドリルを前にしてそんなことをしたらどんな攻こう撃げきが来るか分からないからそれは無理。

　出来るだけセルニアの手からはみ出している物体は見ないようにしつつ、秋晴はこれ以上余計な刺激は与えないように注意して言葉を探し、

「その色も棗に似合いそうだけど、あいつ外見がちょっと幼いだろ？　だから普通の下着より、朋美の選んだベビードールとかいうヤツの方が合いそうな気がするんだよ」

「…………ッ……」

　こちらの言い分に、セルニアは歯は軋ぎしりが聞こえて来そうなくらい強く奥歯を噛かみ締める……が、勢い任せの抗議は来なかった。どうやら的外れな意見ではなかったらしい。

　悔しさを滲にじませてはいるものの、セルニアは堪こらえるようにゆっくりと息を吐はいてから、

「…………仕方がありませんわね。秋晴の主観で選ぶ以上、この私の高貴なセンスとのズレも憂ゆう慮りよしていましたもの。本番では同じ轍てつを踏まないよう、見事に調整してみせますわ」

　自分に言い聞かせるようにそう呟つぶやいて、こちらへと向けていた腕うでを下ろす。

　それを見て、秋晴もふぅと小さく息を吐いた。良かった良かった、暴れて従業員が来るような展開にはならずに済んだ。そうなったら経けい緯いはどうあれ『お前がやったのか』って感じになりそうだから、社会的死亡フラグだよ。

「そうですよ、仕方のないことです。単に秋晴くんが、普通の下着よりも素す肌はだが透すけて見えるフェティシズムに関心が強いというだけの問題ですから」

　……なんか幼おさな馴な染じみが人のことを悪あし様ざまに言ってくれやがるけど、あえて無視。ここで相手をしたら、何な故ぜかこっちが数倍返しでやられることになるし。……というか、あのベビードールの下に何もつけないっていう方が衝しよう撃げき的な事実だ。ショーツは用意してあったから、つけないのは上だけだろうけど……って、駄だ目めだ、下へ手たに想像すると本格的にアウトなことになりかねない。

　煩ぼん悩のうを振り払はらうように首を横に振り、ともかく少しでも早く下着売り場から抜け出そうと秋あき晴はるが思っていると、

「あっ、秋晴くん。ちょっとだけ時間、いいですか？」

「うん？　何だよ、話なら向こうに行ってからで……」

「いえ、そうではなくて、少し気になる下着を見つけたので私的に買いたいんです。すぐに終わりますから、ちょっとだけ待っていて貰もらえます？」

「なっ……!?」

　ウインドウショッピングをしていたら自然となる流れなのかもしれないこの展開に、それでも秋晴は我が耳を疑う。

　もう十分に苦しい思いをしているのに、更さらに待てと。それって恥ずかしさのあまり死にかねないんじゃなかろーか？

　こんな申し出に頷うなずけるはずが無く、秋晴は断固として拒否しようと、

「──それなら私も、二、三見ておきたい物がありますわ。試着した感かん触しよくだけが気になるので、時間も掛かりませんし」

「……え？　お前も!?」

　まさかの、セルニアからの追い打ち発言が来た。

　慌あわてて振り向いて逆風を酷ひどくしやがった貴族令れい嬢じよう様さまを見れば、既すでに視線は目当ての一角に向いていて……どう考えても、断れる空気じゃない。

　これが普通の服とかなら秋晴だって普通にオッケーを出すところだし、本命のプレゼント選びはこの後だ。試験前に付いてきて貰っていることだし、あまり強く言って機き嫌げんを損そこねるのもまずい。

　なので秋晴は右耳の安全ピンを指で弄いじりながら、諦あきらめの気持ちで言った。

「……分かった、出来るだけ手短にな」

「ええ、大して掛かりませんから」

「十分も要いりませんわ。貴方あなたも適当に見て回っていれば、すぐですわよ」

　このドリルは男が下着売り場を見て回ることが何に繋つながるか理解していないのか。通報か連行の二に択たくだろうに。

　やれやれと息を吐はいてから秋晴は、

「俺おれはここで待ってる。終わったら声かけてくれ」

　そう言うと、朋とも美みとセルニアは早速それぞれ別のコーナーへと向かう。

　二人がいなくなって、秋あき晴はるはどうしたものかと頭を掻かきながら辺りを見て……そして、気付いた。

　ここで待つって……下着売り場の、奥の方で？

　しかも一人で、周りには誰もいない状態で？

「…………うわぁ……ないわー……」

　想像してみたら、どう考えても犯罪の臭においしかしない構図だった。しかも連行されるシーンまで浮かんで来て、秋晴は慌あわててその場から離れる。

　こうなったらどっちかと一いつ緒しよに居た方が千倍マシだ。というか、そうするかこの売り場から撤てつ退たいする以外に助かる道は無い。誤解だから警備員を呼ばれても説得すればどうにかなるだろうけど、きっと噂うわさは音速を超えて白はく麗れい陵りように広まって、いよいよ変質者のレッテルが剥はがれなくなってしまう……！

　すぐにどちらかと合流したいっていうのに、こういう時に限って目立つはずの金きん髪ぱつがすぐに見つからない。何の為ためにあんな大きなドリルをこさえているんだと言いたくなる。

　ただ、運良く棚たなの近くを通る朋美の姿を発見することが出来たので、秋晴はいそいそと近くに行く。腹黒さんが天使に見えるなんて、かなり追い込まれてる証しよう拠こだと思う。

　既すでに手に一つ下着を持っていた朋美はすぐにこちらに気が付いて、何かを確認するように近くを軽く見回してから口を開いた。

「どうしたのよ？　あそこで待ってるんじゃなかったの？」

「いや、なんっつーか……邪じや魔ましないから、一緒に居てくれないかなーって……」

「……ああ、そういうこと。確かに、秋晴が一人でいたら立派な不ふ審しん者に見られちゃうものね。こうして声を掛けるのもかなり際どいでしょうけど」

　言いたい放題言ってくれるが、事実を的確に捉とらえているので反論出来ない。

　なので秋晴はぐっと堪こらえて、ちょっと引き吊つってしまうかもしれないが笑みを造り、

「まあそんなこんなで、連れっぽくしててくれないか？　実際、一緒に来てる訳だし」

「別にいいけど……」

　あんまり良さそうに聞こえない口調で呟つぶやいて、それから朋美は並んでいるブラからこちらへと視線をやり、

「……セルニアさんに付いて行った方が良かったんじゃないの？」

「は……？　なんで？」

　急に意味の分からないことを言ってくるので、つい聞き返してしまった。

　どちらでも良かった、なんて答えたら理り不ふ尽じんな怒りを受けそうなので言わないが、見つけたのが朋とも美みだったんだからそんなことを訊きかれても困る。

　まあセルニアの機き嫌げんを窺うかがうっていうのも必要かも知れないが、本当の意味で怒らせたら怖いのは朋とも美みの方だし。そういう点ではこの選せん択たくは正しいはずだ。

　そんなことを秋あき晴はるが考えていると、朋美が冷たい表情でじっとこちらを見て、

「……何か今、失礼なこと想像してなかった？」

　背筋を冷たくさせるエスパーちっくな発言が飛んできた。

「…………そんな馬鹿な。何を根こん拠きよに」

「根拠は無いわよ。ただ、なんとなく思っただけ」

　そう言ってから「違うならいいけど」と朋美は続けるが、ちっとも違ってない。ピンポイントで当てられて心臓がバクバクしているから、どこかに脈拍の数値が表示されていたら一発で悟さとられるはずだ。

　幸いにも朋美はそれ以上突っ込んで訊きいて来ないで、棚たなに並ぶ下着のチェックに集中し始めた。買い物に注意が向いてくれるのは秋晴としては一安心だが、こうなると今度は居心地が悪くなる。

　付き合っている者同士でもないのに一いつ緒しよに下着を見るって、どんな状況だよ。特に朋美が気にする様子が無いから、自分が自意識過か剰じようなだけなんじゃないかって思うし。

　どこに視線をやっていいか分からず秋晴がそわそわしていると、不意に朋美が声を掛けてきた。

「ねえ、秋晴？　さっきは棗なつめさんにどんな下着が似合うかって話だったじゃない？」

「……ああ、うん。正直、思い出したくないが」

　理由は言わなくても分かるだろうからそれだけ答えると、何な故ぜか朋美はにっこりと微笑ほほえんだ。見る人に依よっては可か憐れんな印象かもしれないが、トラウマメイカーとしての一面を知っている自分には素直に受け取れない。

　あまり愉ゆ快かいじゃない流れなんじゃないかと危き惧ぐする秋晴に、朋美は体ごとくるりと向けて、




「じゃあこの下着だけど、どっちがわたしに似合うと思う？」




　──両手に色違いの下着を持って、そんなとんでもない質問をぶん投げてきた。

　視覚的にも聴覚的にもくらっとくる一いち撃げきに、秋晴は思わず一歩退ひいてしまう。むしろ一歩で済んだ自分を褒ほめてやりたい。気分的には全力でこの場から逃げ出したいし。

　脱だつ兎との如ごとく行動しなかったのは、この後も付き合って貰もらう予定があることが頭を過よぎったからだ。でなければ即座に笑顔の朋美から回れ右して背を向けている。

　にこにこと、曇り無い笑顔で選択を迫っている幼おさな馴な染じみが何を考えているのか分からないけど、答えないことにはどうにもならないのは分かる。というより、答えなかったらどんな目に遭あうか分からないっていうべきか。

　秋晴は渋しぶ々しぶながら、朋美の持つ下着を見て……若じやつ干かん体温が上がるような感覚は無視、裸ら婦ふ画がとか女神像とかを鑑賞しているつもりで眺ながめる。

　良く見るとただの色違いじゃなくて、純白の方は花柄がらの刺し繍しゆうが入っているのに対し、薄うす紅べに色いろの方は縁ふち飾かざりがあしらわれているだけだった。なのに似たような印象を受けるのはデザイナーが同じなのかも知れない……なんて真ま面じ目めに考えるのにも限界がある。そろそろ顔が熱っぽくなってきたし。

　もう十分と視線を逸そらした秋あき晴はるに、朋とも美みは両手のブツをアピールするように揺らしながら間合いを詰めてきた。

「ね、どっちがいいと思う？　あ、ちゃんと理由も言ってね。何となくとか適当にとか、そういうのはＮＧだから」

「なんつー我わが儘ままな……」

「それで、どうなのよ？」

　やっぱり答えないことには諦あきらめてくれなさそうだった。

　仕方ないと、秋晴は恥ずかしさを堪こらえて、

「……どっちかっつーか、白い方かな。もう一つのよりちょっと可愛かわいくて、おまけに清せい楚そな感じもあるし」

　間違っても『それを身に着けていたらちょっとは腹黒が治るかもな』、なんてことは言わない。そりゃもう我が身が愛いとしいので。

　……何にしろ男子高校生が下着について語るって、もし録音されていたら死ぬ気でデータを消しに掛かるくらいの汚お点てんだよなぁ。喋しやべりながら、人として大切な何かがガリガリ削けずられていくような感覚あったし。

　盛大にため息を吐つきたいところだけど、それをすれば意味を勘かん違ちがいした腹黒さんに責められること間違いなしなので我が慢まんする。

　安あん易いに気を休めることも出来ない秋晴に対し、朋美は白い方の下着を改めて見直し、小さく頷うなずいた。

「ふぅん……秋晴はこっちの方が好みなのね」

「いやお前、俺おれの言った言葉をちゃんと聞いてたのか？　朋美に似合う方を感想付きでってことだっただろ？」

「こういうのって、自分の趣味が出るものなのよ。もっと際どいレース地の物だったら、間違いなくそれを選んでいたでしょう？」

「…………そんな馬鹿な」

　否定はしてみるものの、本音はちょっと自信が無い。だって柄がらがちょっと違うとか色がほんのり違うとかより、ハッキリと露ろ出しゆつが多いセクシー仕様の方が嬉うれしいに決まっているので。

「まあいいわ、ちょっとこれを試着してみるから。もう五分くらい、大丈夫よね？」

「……あー、オッケーオッケー。ゆっくり試着していいから、後でよろしくな」

「そこは期待しておいて。じゃあ、また後で」

　そう言うと朋とも美みは薄うす紅べに色いろの下着を棚たなに戻して、初めから持っていたのと合わせて二組を手にしてすぐ近くにあった試着室へと入っていく。

　これでまた一人になってしまった訳だけど、流石さすがに試着室の近くに突っ立って待つのはまずい。盗とう撮さつか覗のぞきと間違えられてもあまり文句は言えなくなる。

「さてと……どうしたもんかな」

　呟つぶやいて、またトイレかどこかに避ひ難なんしようかと秋あき晴はるが行き先を考えていると、

「──秋晴？　そこにいますの？」

「うん？」

　呼ばれて振り向くけど、誰もいない。

　でも今の声はセルニアのもので、ついでにいうとそっちの方には、朋美が入っているのとは別の試着室がある。

　向こうから声を掛けて来ているんだしたぶん大丈夫だろうと思いながら、秋晴は試着室に近づき、使用中の赤い表示が出ているドアをノックしてみた。

「セルニアだよな？　どうかしたか？」

「ああ、やっぱり近くにいましたのね。丁ちよう度ど良いですわ」

　その言葉に、秋晴が『何がだよ』と聞き返す前に。

　カチャンと小さな音が耳に届き、試着室のドアが少しだけ開く。

　そして僅わずかに開いた隙すき間まから、ひょこっとセルニアの顔と腕うでが覗のぞいて、

「って、おい?!　おまっ、服着てないのか?!」

　ドアを掴つかんでいる左腕は素す肌はだが露あらわになっていて、それが肩かたの近くまで見えてしまっている。これで服を着ているって言われたら、それはどこの裸ら族ぞく推すい奨しようの物ですかって訊ききたくなるレベルだ。

　当然のように焦あせる秋晴に対し、セルニアはからかうような笑みを浮かべて、

「下着の試着をしているんですのよ？　服くらい脱ぬぎますわ」

「いやそういうことじゃなくて、ドア開けるなら着てからにしろよっ?!」

「二度手間になるのを避さけたい以上、仕方有りませんわよ」

　良く意味の分からないことを言ったセルニアは、一度ドアの向こうに顔を戻して、

「これと同じ物の、一つ上のカップサイズの物を取ってきて貰もらえます？」

　再び顔を出し、左手をこちらへと伸ばしてきた。

　……そこには、目が痛くなるくらい真まっ赤かなブラジャーが。

　それとセルニアの顔を交互に見た秋晴は、ごくんと唾つばを呑のみ込んで、恐る恐る訊たずねる。

「まさか、お前……俺おれに持ってこいと？」

「そう言ったはずですわよ？　何を惚とぼけた発言を……」

「いや惚とぼけてんのはお前だっての！　なんつーこと頼んでやがるっ!?」

　思わず叫んでしまったけど、これは仕方がないはず。どこの痴ち女じよだって言わなかっただけ理性的だと自じ画が自じ賛さん出来るくらいだ。

　とんでも発言をしてくれたセルニアは、やや呆あきれが混ざった笑みで、

「貴方あなた、一応とはいえ従育科の、将来的には執しつ事じになろうという人間でしょう？　なのにこの程度のお遣つかいも出来ないと言いますの？」

「……物が物だろっ。つーかお前、着替え中に試着室のドア開けるとか、恥ずかしくないのか？　それとも上流階級ではその手の露ろ出しゆつ趣味が流は行やってんのかよ？」

「心外ですわ。貴方の位置からは見えないよう、ちゃんと角度の計算をしていますもの。無理矢や理り覗のぞき込まれるような真ま似ねをされなければ大丈夫ですし、そんなことをされそうになれば魔まの手が届く前にドアを閉められますわよ」

　自信満々なセルニアの言葉に、秋あき晴はるは少し冷静になって現状を把は握あくしてみることにした。

　……まあ、確かにあのドリルさんの言う通り、ドアに張り付くように立っている以上、顔と腕うで以外は見えない。もっと横の位置からなら試着室内が良く見えるだろうけど、そんなこと出来るはずもないし。

　ただし、これだけ騒さわいでいたら、フロアにいる店員や他ほかの客に聞こえているかもだ。もしも何だろーかと気になって見に来られたら……その瞬しゆん間かん、試着室に押し入ろうとしているんじゃないかと誤解を受けて社会的に死ぬかもしれない……！

　最悪なことに、どうなってもダメージを受けるのはこっちだ。それも長引けば長引く程、危険が高まるという鬼おに仕し様よう。

　セルニアのヤツが調子に乗ってドアを開けた理由も分かると思い…………かけたところで、秋晴は気付いた。

　──試着室のドアの隙すき間ま。

　隙間から見える内部には、脱ぬいだ服がハンガーに掛けられているが、それだけじゃない。

　奥の壁には一面に鏡が貼はられていて、ドアの方が映り込んでいる。

　そこにはバッチリと、ドアに隠かくれるように立っているセルニアの後ろ姿が、ショーツ以外は何も身に纏まとっていない姿が映っていて、

「──秋晴？　どうかしまして？」

「ぅおいっ!?　な、何も、どうにもしてないっ！」

　衝しよう撃げきの光景に目を奪うばわれていたところに話し掛けられ、思いっきり挙きよ動どう不ふ審しんな返しをしてしまう。……ヤバい、不意打ち過ぎる上に不可抗力でこっちは何も悪くないはずだけど、見えてしまっていることがバレたら何な故ぜかこっちが被疑者扱いになるに決まってる……！

　それを避さけるにはここから逃げるか、もしくはドアを閉めさせるしか無くて、秋晴は動どう揺ようの原因を悟さとられる前にと慌あわててセルニアへ手を突き出し、

「分かった、持ってくる！　これの、サイズが上のヤツな?!」

「え、ええ……左の方にあるブランドの物で、」

「その辺は自じ力りきで探すから、お前は中に引っ込んでろっ。向こうからカップルの客が来てるから、何かと思われるぞ!?」

「…………、分かりましたわ」

　ちょいと怪あやしまれたのか怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめていたものの、ブラをこちらに渡すと、セルニアは大人おとなしく試着室のドアを閉めた。

　他ほかの客が来るなんて嘘うそを吐ついてまでして切り抜けたことに、秋あき晴はるは大きく息を吐はいてその場に座り込みたくなる。嬉うれしくないとは言えない光景だったけど、寿じゆ命みようを縮めるハプニングと結びついているのが罠わなだ。

「……ったく、なんだかなー…………？」

　力が抜けそうな膝ひざに手を当てた秋晴は、妙みような感かん触しよくが掌てのひらにあることに気付いて視線を下げ……本格的に崩くずれ落ちそうになった。

　受け取ってしまった真まっ赤かなブラジャーがそこにあって、しかもえらいことにほんの少しだけ温かい。

　さっきまでセルニアがこれを付けていた証しよう拠このような温ぬくもりに、恥ずかしさより『……俺おれ、何やってるんだろう』って気分の方が強くて、軽く死にたくなる。

　しかも構図としては、女物の下着を握にぎり締めて脱だつ力りよくしている男というとんでもない状況なので、のんびり現実逃とう避ひしている暇ひまもない。騒さわいでいたせいか、遠くにいる店員がちらちらとこちらを見ていて、いつやって来るかも分からないし。

「…………どこで何を間違えれば、こんなことになるんかなぁ……」

　呟つぶやいても答えてくれる人はいないまま、秋晴は今までの人生で最も気乗りしないお遣つかいを果たすべく動き始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　まだ百貨店に着いてから小こ一時間しか経たっていないはずなのに、精神的には山登りを終えての帰宅途と中ちゆうくらい疲れている。

　この調子で持つのだろーかと心配になりながらも、秋晴はぼんやりとベンチに座って待っていた。

　現在、朋とも美みとセルニアがプレゼントするのに相応ふさわしい商品を選んでいる真まっ最さい中ちゆうで、先に決まった方から呼びに来る運びだ。さっきとは違って出店している店がたくさんある上に、色んなブランドの防寒具がまとまって売られている訳じゃ無いので、今度は多少時間が掛かりそうだった。

　探してくれている二人には悪いとは思うが、休めて助かったというのが正直な感想だ。

　どんな品を贈おくればいいのかってアドバイスだけ貰もらって一人で来た方が良かったかなー……なんていうのは、後あとの祭りにも程がある。でも、その時はベストだと思った行動が実は苦難の始まりでしたってパターンが多すぎな気もするけど。

「はー……ったく、厄やく年どしの前倒しにしては早すぎだよなぁ……」

　ベンチに座ったままぐったりと項垂うなだれていると、適度な空調のせいもあってかなり眠ねむくなってくる。もういっそ寝てしまおうかと秋あき晴はるが本格的な現実逃とう避ひを目もく論ろんでいると、頭上から降ってくるように声が聞こえてきた。

「ちょっと、こんなところで寝ないでよ。お店の迷めい惑わくになるでしょ」

「ん……早かったな」

　説教めいた言葉に顔を上げれば、朋とも美みがやや呆あきれを含んだ様子で立っていた。

　白はく麗れい陵りようの生徒の前では絶対に見せない素すの表情で、幼おさな馴な染じみは小さく首を横に振り、

「もう、人が協力してあげているのに自分はお昼寝だなんて有り得ないわよ。ほら、さっさと立って」

「分かったよ。で、良さそうな物は見つかったのか？」

「個人的にはこれかなぁ、っていうのはあったわよ。後は秋晴の意見も交えて……それから、セルニアさんが選んだ物を見てからね」

「あー、そっか。そうだよな」

　もし朋美が見せてくれる品が良くても、セルニアの選んだ物を確認するまでは決定出来ない訳だ。義理を欠く上に不公平だから、面倒でも仕方がない。

　はぁ……、と息を吐はいてから秋晴は立ち上がり、

「それで、お前のお薦すすめってのはどこにあるんだ？　確か手袋だったよな？」

「ええ、我ながら素す敵てきな物を見つけたわ。こっちよ」

　自じ画が自じ賛さんして案内をする朋美に、秋晴は苦笑気味に口くち端はを上げる。どうしてこいつといいセルニアといい、ここまで自信たっぷりに振る舞えるのか。ちょっと羨うらやましいくらいだ。

　リーダー気質があるタイプのヤツって凄すごいよなぁ、と本人には絶対言いたくない感想を抱いだきつつ、冬物の並ぶフロアを進んでいく。

　比べるのもアレだが、下着売り場に比べると客も多い。ただし若者よりも、パッと見で二十代後半から三十代くらいの人ばかりで、普段行くようなカジュアル系の量販店じゃまず見ないような客層だ。当然だけど女物ばかりなので珍めずらしくはあるが、目移りしているとまた弄いじられるネタになりそうだから、なるべく視線は朋美の背中に向けて。

「ええと……あ、ここね」

　並んでいる商品を確認しながら朋美が入っていったのは、休んでいた所からそう離れていない一角だった。

　展示されているのはコート等の上着より帽ぼう子しやケープみたいな小物が多くて、どちらかというと色遣づかいやデザインも若者向けで鮮あざやかな気がする。

　これなら期待出来そうだとマネキンを見上げる秋あき晴はるの前で、不意に朋とも美みが歩みを止めた。

　目的の場所まで来たのかと思ったのは一いつ瞬しゆんで、すぐにそれは違うと気付く。

　何な故ぜかというと──朋美の肩かたの向こうに、特徴的過ぎるボリューム満点の金きん髪ぱつ巻き髪がみが見えたので。

「へぇ、あいつもここで選んでるのか」

「……さっきまではいなかったのに。消去法でいくとここになるのは分かるけど、ちょっと面白味に欠けるわ」

「俺おれとしては手間が減って助かるんだけどな」

　そんな会話をしていると、すぐにこちらに気付いたようでセルニアが振り向く。流石さすが、鋭い髪かみ型がたをしているだけあって反応が敏感だ。

　不意を突かれたように目を見開いたセルニアは、しかしすぐに目を細め不ふ敵てきな笑みを浮かべて、

「あら、二人揃そろってどうしましたの？　まさかとは思いますけど、比べる前から負けを認める気になりまして？」

「勿もち論ろん、違いますよ。勝てる勝負を捨てる理由なんて……ああ、寛かん容ようと慈じ悲ひの心でそうするという可能性も無くはないですね」

「ッ、どういう意味ですの?!」

「ご聡そう明めいなセルニアさんなら、言わなくとも理解して貰もらえると思いましたけど……違いましたか？」

　……頼むから、側そばにいて胃が痛むような会話は控え目にして貰えないものだろーか。特にセルニアには、そろそろ負ける口喧げん嘩かを挑いどまない選択肢しを取って欲しい。吹っ掛けておいて惨ざん敗ぱいって、いつものことなのに。

　ともあれ、こんな所でギスギスされても店員さんを含め困る人続出なので、秋晴は二人のやり合いに気付いてない風を装って会話に加わる。

「朋美はもう良さそうな物を見つけたんだと。そっちはどうなんだ？」

「……フン、まだ吟ぎん味み中ですわ。いくつか候補はありますけれど、もう少し絞しぼり込みたいところですわね」

「あら、それなら一いつ緒しよにわたしが選んだ手袋を見ますか？　セルニアさんにも気に入って貰えれば、わざわざ他ほかの物を品しな定さだめする手間も省けますし」

　やっぱり挑ちよう発はつ的ではあるが、朋美の提案は悪くない。ほんの少しの時間で済むことだし、セルニアとしてもライバルの選んだ物は気になるようで、

「いいですわ、折せつ角かくですし拝はい見けんさせて貰いますわよ」

　あくまでも上から目線でそう答えると、早く案内しろと言わんばかりに腕うで組ぐみをした。

　それに対して朋とも美みは笑顔で「それでは、こちらへ」と応じるけど……あれ、絶対イラっときてるよなぁ。一いつ瞬しゆん、目の端はしがピクッてなってたし。

　どうかこれ以上荒れませんようにと祈いのりながら、秋あき晴はるは二人に続いて手袋が陳ちん列れつされている場所へと行き、幼おさな馴な染じみが目当ての品を取るのを待った。

　朋美は吊つられていた手袋の中から一組を選び取って、こちらから見えやすいように持ち直しつつ口を開く。

「これですが、どうでしょう？　オフホワイトですから大抵の色と相あい性しよう良く、服との組み合わせにも困りませんよ。デザイン自体はシンプルなので学校にも着けて行けますし」

　まるで店員みたいに薦すすめられるが、確かに良さそうな品だった。細めの毛糸で編まれていて暖かそうだし、パッと見では造りもしっかりしている。

　秋晴としてはこれで十分だが、気になるのはセルニアの反応だ。

　ちらりと隣となりを見てみれば、さっきベビードールを出された時と似たような表情をしていた。やっぱりセルニアもそう悪くないと思っていて、だけど素直に認めるのは癪しやくだから黙だまってる……ってところだろーか。

　この反応を良しと思ったのは秋晴だけではないらしく、笑みを深めた朋美が見せつけるように手袋をこちらへと押しつけてきた。

「ほら、実際に触さわってみると感かん触しよくも心地良いですよ？　値段も少し安めですし、損はしない買い物だと思います」

「本当だ、かなり良い感じだな。これで安いっていうんなら……………………」

　セルニアからの反対さえなければ決めようかな、と思いながら値札を見た秋晴は、そのまま石せき化かの呪のろいを受けたように固まってしまう。

「…………秋晴くん？　どうかしたんですか？」

「何を硬直してますの？　気に入らないのなら、キチンと言った方がいいですわよ？」

　こちらがフリーズしたせいか二人が不思議そうに声を掛けてくるけど、秋晴としてはそれどころじゃない。

　何度も、間違いの無いように、値札に書かれている数字を確認して──うん、やっぱりおかしい。絶対おかしい。

「……なあ、朋美さんよ」

「何ですか、変な呼び方をして」

「…………この『少し安め』の手袋……一万五千円って、表記ミスだよな？」

「え？　そんなことないと思いますけど……？」

　こっちの言っている意味があまり理解出来ていないようで、朋美は優等生笑顔を崩くずしてキョトンと首を傾かしげた。

　セルニアも眉まゆ根ねを寄せて、

「定価で買えば二万円前後、といったところですわね。その値段なら、確かに安いですわ」

　そんなことを言ってくれる。

　二人の意見は一致しているようだし、二割以上の値引きになっているなら安いっていうのも分かる。

　けど、秋あき晴はるにはそう簡単に頷うなずけない。

「…………やー……いいとは思うが、俺おれとしてはちょっと予算オーバーかなぁ、って……」

「あ……そうなんですか？　いくらぐらいのつもりだったんです？」

　失念していたということもあるからか、若じやつ干かん遠えん慮りよ気味に朋とも美みが訊たずねてくる。

　そんな殊しゆ勝しような態度を取られると非常に言いづらいが……でも、大事なところなので濁にごして終われない。

「えーっと……もう少し抑え目の……」

「だから具体的にはいくらですのよ？」

「……その………………五千円くらいで…………出来れば三千円以内に収まると嬉うれしいかなー、って……」

　正直に口に出した数字に、朋美とセルニアが同じような表情になる。唖あ然ぜんというか意表を突かれた顔の理由は明らかなので、秋晴もなんだか気まずい。

　何度かこの百貨店に来た時は自分の買い物じゃなかったから、値段のことなんてちっとも気にして無かったのが駄だ目めだった。そりゃあどっかの量販店や若者向けショップが連なる一角とかじゃないんだから、それ相応の値段になるなるよなぁ……大失敗だ。

　……にしても、手袋が一万円超えるって。革製ならそれくらい覚かく悟ごするが、あれ毛糸なのに。自分が知らないだけで、かなり有名なブランドの一品物なのか？

　どうにしろ財さい布ふの中に入っている額がくではまるで足りないから、申し訳ないけどこの手袋は無理だ。

　朋美もそれは十分に分かっているようで、小さく吐と息いきを吐ついた後、

「……もう、そういうことは早く言って下さい。そうしたら初めからここには来なかったのに」

「その低予算で買える品物なんて、殆ほとんど有りませんわよ。探せば見つかるでしょうけれど、選択肢しとして少な過ぎですわ。そこにあるマフラーも、大体一万円以上の物ばかりですし」

「…………いやもう、本当に申し訳ない……」

　素直に頭を下げることしか出来ない身に、『やれやれ』と言わんばかりのため息が聞こえてきて……まさかの、下着売場の時以上に居たたまれない雰ふん囲い気きになる。

　さっきは自分は何も悪くなかったけど、今回は明らかにこっちのミスが原因なので、本気でヘコむ。というか、初めに予算提示していればあの辱はずかしめも無かったと思うと、二重の意味で泣きたくなるよ。

　穴があったら潜もぐり込んで蓋ふたを溶接したいくらい秋あき晴はるがダメージを受けていると、

「……仕方ありませんから、繁はん華か街がいの方にあるショッピングモールに行きましょう。あそこならいくつか、秋晴くんの希望金額に収まるお店もあるでしょうし」

「そうですわね。ここで粘ねばるよりもよっぽど有意義に選べるはずですわ」

　もう朋とも美みとセルニアの間では移動の結論が出てしまっているようで、自分抜きで話が進んでいた。

　それが更さらに居たたまれなさを加速させて、秋晴は泥どろ水みずを跳はねられた野の良ら犬いぬのようにうなだれてしまう。何だろう、ひょっとして世界に不必要な人間なのかなー、って気さえするよ。

　でも現実にはこんな自分にも関わってくれる相手がいて、やや棘とげのある言葉が飛んできた。

「ほら、秋晴っ。グズグズしているとすぐに夜になってしまいますわよ!?」

「そうですよ、あんまり遅くなるとセルニアさんがお腹なかを空すかせて大変なことになってしまいますし」

「なっ……人を飢うえた子こ豚ぶたのように言うだなんて、どういうつもりですの?!」

「子豚だなんて、そんな……どちらかというとカジキマグロの方が近いですよね。鋭く尖とがっている辺りがとても似ていますよ？」

「ッ、人の髪かみ型がたを悪あし様ざまに……！」

「あら、わたしは性格のことを言ったつもりなのに。もしかしてセルニアさん、思い込みが激しいタイプですか？」

「……………………ッ…………！」

　…………うん、まあ、やっぱりあんま関わってないような気もしないでも……

　隙すきあらばケンカを始める二人に、秋晴が微び妙みような疎そ外がい感かんを覚えていると、

「減らず口ばかり……それもこれも、秋晴っ！」

「……え？　俺おれ？」

　不意打ちのように名前を呼ばれたかと思うと、勢い良くこちらを向いたセルニアが眉まゆを怒いからせて、半ば叫ぶように言ってきた。

「貴方あなたが食後のナマケモノのようにぼさっとしているからですわよ！　すぐに動けばこんなことには……！」

「いやそこで俺に噛かみつかれても。何だその敗戦処理投手に責任押しつけるような流れは」

「……言っている意味は分かりませんけれど、私を馬鹿にしましたわね!?」

「更に被害妄もう想そうまで?!　落ち着け、誰もそんなこと言ってないっての！」

　何な故ぜか飛び火してきたので延えん焼しようを防ごうと頑がん張ばるが、そこはドリル、聞く耳を持たない。

　でも不幸中の幸いなのか、すぐにプイとこちらに背を向け、

「全く、散々ですわ！　この屈くつ辱じよく、いつか清算させて差し上げましてよ！」

「…………もしかして、俺おれに言ってるのか？」

「当然ですわ！　誰に付き合っていると思ってますの?!」

　憤ふん慨がいしてそう言われると、確かにそうだなー、って思ってしまうから不思議だ。たぶん矛ほこ先さき間違ってるのに。

　ぶつくさ言いながら再び歩き出したセルニアの後を、ちらりとこちらを見てから朋とも美みが追って行く。

　二人の背中をしばし眺ながめていた秋あき晴はるは、何な故ぜか置いてけぼりを食らっている状況に頭を掻かいて、後に続いて歩き出しながら……ふと思ったことに、微かすかに首を傾かしげる。

　──さっき見た、朋美の目。

　どうしてだか微び妙みように苛いら立だっていたように感じられたのは、自分の気のせいだろーか？

　今の流れなら巻き添えクラッシュの如ごとく思わぬところから秋晴が責められたのを、意地悪っぽく笑っているのが朋美らしい反応のはずなのに……なんであんな、むすっとしていたのか。

　まあ不ふ機き嫌げんになる理由は、折せつ角かくプレゼントを選んだのに無む駄だ足あしだったってことだけで十分だろうけど……それでも、ちょっと引っかかった。

　生憎あいにくと後ろ姿からは感情も思考も読み取れないし、かといって正面から訊きいても応こたえてくれそうな相手でもない。

　なので秋晴は色々と想像を膨ふくらませて推測することしか出来ず、正解はきっと分からないままだろうなと思った。




　尾お野の倉くらのショッピングモールはそれだけで集客能力があるっていう規模でも知名度でもないが、若者向けの店てん舗ぽが多く入っているのでめぼしい店はいくつか見つかった。

　そのいくつかを梯子はしごして、何度となく朋美とセルニアが持ってきた商品について意見を戦わせ、二人ともその結果だけでは満足いかないのか、すぐには決着がつかず初めの店に戻ったりもして……

　結局、秋晴が棗なつめへの誕たん生じよう日びプレゼントを買うことが出来た頃には、日が暮れて空が暗くなってしまっていた。

「…………ええと……ご協力、感謝します……」

　疲れ切った声でなんとかそう言うが、返ってきたのはセルニアからのたっぷり怒ど気きを孕はらんだ視線だった。

「……全く、信じられませんわ！　低予算にも拘かかわらず素す敵てきな品々を選んだといいますのに……センスの違いをここまで感じさせられたのは初めてですわよ」

「だから何度も言ってるけど、お前のヤツも──」

「そうですよ、悪くは無かったです。悪くは」

「……ッ」

　フォローしようにもわざわざ火に油と大量の酸素を注そそぎ込んで炎えん上じようさせてくれやがる腹黒さんの一言で、色々と台無しになる。

　すっかり夜の冷えた空気になった街中を歩きながら、秋あき晴はるは胃の辺りを撫なでつつ、どうしたもんかと考える。先を行くセルニアはもう白はく麗れい陵りように戻るつもりらしいが、帰る前にどこかで甘あまい物でも奢おごって機き嫌げんを直して貰もらう方がいいんだろーか？　でも、あと二時間もすれば夕食になるから、ここでの間食はむしろ余計って気もするし、難しい。

　とはいえ、帰りの車中でずっと不機嫌なままでいられるのもそれはそれで辛つらいし……本当にどうすればいいのやら。

「……そういえば、秋晴」

「……ん？　何だよ？」

　困ってため息を吐つく秋晴に、何やらこそっと朋とも美みが話し掛けて来る。先行するセルニアには聞こえないトーンだったのでそれに合わせてみたものの、隣となりにいる幼おさな馴な染じみの表情を見てみると、ほんの少しだけ真ま面じ目めな顔つきなのでただの雑談ではなさそうだった。

　何だろうと秋晴が思っていると、

「こんなこと訊きくのは良くないかもしれないんだけど……前に『あまりお金がない』って言ってたでしょ？　プレゼント代に使って大丈夫なの？」

「……あー」

　そういえば、こいつには家庭と金銭状況を話してたんだっけか。白はく麗れい陵りように編入したばかりの時にも『違う学校に行くような金は無い』って言った気がするし、心配になるのも無理はないのかもだ。

　あれだけ散々引きずり回して買った挙げ句だから今いま更さら感はあるが、気に掛けてくれるっていうのは有り難い。

　なので秋晴は照れ臭くさいのを隠かくすように右耳の安ピンに手をやりつつ、

「一応、月々の小こ遣づかいは振り込まれているし、少しは貯金だってあったから、これくらいなら大丈夫だ。それに、前よりはちょっと状況良くなったしな」

「……どういうこと？」

「九月になって、『高校生になった際に小遣いの額を増やしてあげるのを忘れていた』って手紙が来たんだよ。んで、こないだ銀行で確認してみたら、前の五倍くらいの額になってた。おかげで……っていうのも変だけど、三千円くらいの臨りん時じ出費にも耐えられる」

「…………ふぅん。分かり易やすいわね」

　意味ありげに朋美が呟つぶやくが、ある程度は理解出来るので秋晴はノーコメントを貫く。後見人になっている親しん戚せきに今更期待はしていないし、娘むすめから白麗陵での話を聞いて態度を変えるくらいだと『ああ、そんなもんか』って感想しか抱いだけない。

　大事なのは買うかどうか迷っていた新しい冬服をゲット出来たことや、大だい地ち達と遊びに行きたい時に金銭的理由で断らずに済むってことなので、まあ感謝こそしないものの突き返す必要もないし。

　そんな事情を一々話しはしないが、それでも朋とも美みはじっとこちらの顔を見ただけで口元を緩ゆるめて、

「……まあ、秋あき晴はるがそれでいいなら良しとするべきよね」

　ぽつりと呟つぶやいた声を聞く限り、色々とバレバレらしかった。この幼おさな馴な染じみに本当はサトリみたいに心を覗のぞく能力があるって告白されたら、むしろ納なつ得とくがいく。

　どことなく気まずくて頬ほおを掻かく秋晴に、クスリと小さく笑った朋美が口を開いて……何かを言おうとする、その寸前。

「──そういえば、秋晴。貴方あなた、御存じですの？」

　少し先を歩いていたセルニアが、やや唐とう突とつにくるりと振り返ってそんなことを訊きいてくる。

　いきなり御存じとか言われても、秋晴が返せるのは常識的な文句だけだ。

「訊く前に何のことかを言ってくれよ。明日あしたの天気か？　それとも夕食のメニューか？」

「そのようなことでは有りませんわ。今月の二十四日が何の日か、貴方は知っていて？」

　ちょいと挑ちよう発はつ的な表情をしているから何かと思えば、誰でも分かるような質問が来た。他ほかの月ならともかく、十二月の二十四日が何の日かなんて日本に住んでいれば小学生でも簡単に答えられる。

「んなもん、知ってるに決まってるだろ。クリスマスだ、クリスマスイヴ」

　ひょっとしたらこのドリルは自分のことを幼よう稚ち園えん児じ以下の知識しか持ち合わせていないと判断していやがるのだろうかと思いながら秋晴が答えると、

「フフン、それでは正解と言えませんわ！」

　引っかかったと言わんばかりの笑みと共に、よもやの否定が来た。

　眉まゆを顰ひそめつつ他に何かあっただろうかと秋晴は考えるが、これといって思いつくものがない。これがバレンタインデーなら意表を突いた『煮に干ぼしの日』っていう答えがあるのはギリで知っているけど、クリスマスにも似たようなトラップイベントがあるなんて初耳だ。

　おまけにノーヒントとくればもうどうにもならず、秋晴は首を捻ひねって降参を示す。

　するとセルニアはわざわざ足を止め、傲ごう然ぜんと腕うで組ぐみをして勝ち誇ほこるような笑顔になって、

「今月──十二月二十四日は、私の誕たん生じよう日びですわ！」

「……いやそんなの知ってる訳ないだろ!?　お前がいつ生まれたかなんて初耳だっての！」

　思わず激しめに突っ込むが、それも仕方ないはず。だってあんな『これだから無知な庶しよ民みんは』みたいな顔で言われたのが、誕生日って。物凄すごく個人的な記念日だろ。

　一般クイズとして成立しない問題に異議を唱となえる当然の行動に、何な故ぜかセルニアは笑みを崩くずさない。普段なら逆ギレ気味に憤ふん慨がいしていいところなので、予想と全然違う反応に秋晴は捲まくし立てるはずの言葉を引っ込めてしまう。

　第一、さっきまで怒っていたのに、この余よ裕ゆうの表情はなんなのか。とっておきの菓子を隠かくしていた場所を思い出したような、妙みような喜びも見えるし。

　状況の変化に戸と惑まどいを隠かくせない秋あき晴はるに、セルニアは自じ慢まんの髪かみをさっと後ろに流す仕種しぐさの後で、こう言ってきた。

「ええ、初めて言ったはずですわ。けれど、これでもう覚えましたわね？」

「は？　……そりゃまあ、クリスマスと同じ日だなんて忘れにくいし……」

　展開が読めず素直にそう答えると、セルニアは優ゆう雅がに笑みを深め──




「でしたら私の誕たん生じよう日びには、それなりに誠意の籠こもったプレゼントを期待しておきますわよ」




　……その言葉で、秋晴はようやくここまでの流れが理解出来た。

　でもだからといってすぐに納なつ得とく出来るものではないので、

「待て待て、ちょっと待て。どうして俺おれがお前の誕生日に物を贈おくることが決定事項みたいになってるんだ？」

「あら、棗なつめさんには誕生日プレゼントをするのに、私には贈れないといいますの？　試験前にこんなに世話をかけておいて？」

「う……いやでも、お前、散々俺のことをセンス無いって……」

「だからこそですわよ。その評価に不満があるなら、少しでも私が認めてもいいと思えるようなプレゼントを選ぶ、挽ばん回かいの機会を与えられたことを喜ぶべきですわ！」

「無む茶ちや苦く茶ちやだなおい?!」

　直球で非難の声を挙げるが、セルニアはちっとも気にする様子無く勝者の笑みをキープしたまま、

「一応、期待していますわよ？　どんな結果になるか、という期待ですけれど」

　そんな皮肉っぽいセリフの後で前へと向き直り、スタスタと歩き出した。

　殆ほとんど一方的に要求を突き付けられて、秋晴はポカンと小さく口を半開きにしたまま固まってしまう。セルニアが強引な性格っていうのは前から知っているけど、これは流石さすがに驚く。

　約束を取り付けられたって訳じゃないが……どうしたもんだろうと、秋晴がセルニアの背中で揺れる縦たてロールを見つめていると、

「……それで、どうするのよ？」

　やや唐とう突とつに、横合いからそんな声が。

　冬の夜の空気にも負けない冷えきった口く調ちようは当然ながら朋とも美みのもので、どうしてこいつからもプレッシャーを受けないといけないのかという謎なぞはとりあえず無視して、秋晴は慎しん重ちように答える。

「どうするって……忙いそがしい時に付き合わせたのは事実だし、なんか適当に贈おくるしかないっぽいよなぁ」

「ふぅん……『なんか』『適当に』、ね。そんな義務はないのに？」

「義理はあるからな。従育科試験で世話にもなってるし、あいつも高い物要求してこないだろうし」

　それに朋とも美みに誕たん生じよう日びにプレゼントしていた例もあるから、物を贈おくるくらい友達ならおかしなことじゃないと思う。

　夏にゲームセンターのクレーンで取ったぬいぐるみを、朋美は『誕生日プレゼント』と言って受け取っていたはずだ。意味合いとしては似たような物なので、朋美がこうも気にする理由がイマイチ分からない。

　ともかく、いつまでも止まっていたらまたセルニアが怒り出しそうだし、秋あき晴はるは朋美の肩かたを軽く叩たたいて、

「とりあえず行こうぜ。さっさと白はく麗れい陵りように帰らないと、明日あしたの試験勉強を──？」

　やる時間が無くなる、と続けようとした言葉は、引き留めるように手首を掴つかまれたことで言えなくなった。

　しかもやや上うわ目め遣づかいで真まっ直すぐに自分を見つめる視線は、ついさっきまで雑談をしていた朋美のものとは全然違うものに感じられて──

「えっと、どうかしたのか？」

「秋晴は…………ぁ……その、セルニアさんを……」

　違和感に思わず訊たずねると、朋美らしくない歯切れの悪い言葉が返ってくる。

　いつも自信と意志で揺るがない瞳ひとみも、何時間も演じているお嬢じよう様さまらしい振る舞いも、どこかに消え失うせたように形を潜ひそめていて……しかも理由が分からない。

　何かを言おうとして止やめるように緩かん慢まんに唇くちびるを動かすこんな幼おさな馴な染じみの姿を、秋晴は今までに見たことがない。

「…………朋美？」

　戸と惑まどいと心配が綯ない交まぜになって呼びかけると、幼馴染みの優等生は深く俯うつむき……

「──ううん、何でもない」

　すぐにそう言って上げた顔は、いつも通りに何か企たくらんでいそうな笑みが浮かんでいた。

　変化が急すぎて秋晴が唖あ然ぜんとしていると、朋美は掴つかんでいたままだった手首を軽く引っ張ってきて、

「ほら、行きましょ？　女の子連れであんまり遅くなると、また変な噂うわさが流れちゃうかもしれないわよ？」

「え？　や、その、それは困るが……」

「もしくはわたしが率そつ先せんして捏ねつ造ぞうしてもいいわよ？　二ふた股またかけようとして失敗した、とか」

「本気で困るから止めてくれっ！」

　冗じよう談だんのようで冗談に聞こえない怖い言葉に激しく反応すると、朋とも美みはクスクスと腹黒さんらしく笑って、手を離して一人先へと行ってしまう。

　置いてきぼりを食らう形になった秋あき晴はるは、のろのろと追いかけるものの、何が何やら分からない。ただでさえ行動の読めない朋美だけど、今日は一段と良く分からなくて頭がパンクしそうになる。

　それでも諦あきらめずに考えるが……もしかしてこれは新しいからかいの手口なんだろーか、なんてありきたりな発想が精一杯だ。いやまあ、それがありきたりな人生は激しく遠えん慮りよしたいところだけど。

「…………何なんだろうな、一体……？」

　明日あしたからの試験よりもずっとレベルの高い難題に、秋晴は帰りの車中で延々と悩まされることになった。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「あー、もうっ、有り得ないわ……！」
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　耐えきれず思わずそう言って、朋美は手に持っていたペンを投げ出した。

　それから、つい声に出してしまった自分が恥ずかしくなる。

　一人だけの部屋だから誰に聞かれる訳でもないけど、恥ずかしい。自分らしくない。

　──でもそれは独り言をしてしまったことじゃなくて、脳裏に浮かんだ数時間前の記き憶おくのことだ。

　尾お野の倉くらの街から帰る間ま際ぎわ、自分が秋晴に言おうとした内容を思い出し……これでもう何度目か分からないが、全すべて無かったことにして頭からすっぽりとシーツを被かぶりたくなる。

　あんなの、有り得ない。どうかしてるんじゃないかと自分を疑ってしまう。

　どうしてあの時、あんなことを言おうとしてしまったのか。寸前で止められたものの、だからといって自己判決で無罪になる訳じゃない。

　現にこうして顔が熱ぼったくなるくらい恥ずかしくなって、朋美は開いていたノートの上に突っ伏した。

「…………うー……わたし、そういうキャラじゃないのに……」

　呟つぶやいて、それからもう一度心の中で『そんなはずじゃなかったのに』と繰り返す。

　……セルニアの誕たん生じよう日びがクリスマスイヴだということは知っていたので、その話を始めた瞬しゆん間かんから落ち着かなくなって、ずっと黙だまっていたけれど……遅れる形で二人きりになった後は、本当に危なかった。

　あの時──秋晴が、彼女に誕生日プレゼントをあげるような発言をした時。

　口から出てしまいそうになったのは……『秋晴はセルニアさんのことをどう思ってるの？』という、厄やつ介かいな言葉だった。

　秋あき晴はるが彼女に好意を抱いだいているのは間違いないとして、恋愛感情としてはまだ足りないように見えるのも明らかなのに、自分から地じ雷らい原げんに放り投げるような発言をするなんてどうかしてる。それが切っ掛けで想いが発展したら、とんでもない間抜けだ。

　いくら焦あせっていたとはいえ、有り得ない。

　思わず言ってしまいそうだった言葉を慌あわてて呑のみ込んで、とても焦っていたとはいえ、だ。

　あの時、真っ先に口を突いて出そうになった言葉は──




「もー…………『わたしのこと、好き？』だなんて、何を訊きこうとしてるのよ……！」




　プレゼントがどうこうという話だったのに、前後の脈みやく絡らくも何も無い。どうしてそんな質問が出そうになったのか、自分でも分からないくらいだ。

　──でもあの時、降って湧わいたようなその質問が訊きたくて、もうちょっとで止められないところだった。

　ふっ……と静かに思いついた次の瞬しゆん間かんには口にしていて、そのことに焦ってしまい、誤ご魔ま化かそうとして更さらに失言しそうになるだなんて……

「ぐだぐだ過ぎるわ……こんなの、ちっともわたしらしくないわよ……」

　段々と落ち込んできて泣きたくなる。思えば、今日はずっと心がざわついていて、落ち着かずにいたような気がした。

　原因は、色々だ。秋あき晴はるが好意的な従い姉と妹こへの誕たん生じよう日びプレゼント選びを自分に協力依頼してきたことから始まって、試験勉強やら何やら、本当に色々あるが……一番大きいのは、余よ裕ゆうが無くなってきていることだと思う。

　前までは秋晴とセルニアのやり取りに、軽い嫉しつ妬とはありつつも楽しんで見ていられたのに、段々とそれが出来なくなってきている。

「……ああ、もう…………もっと器用に、俯ふ瞰かんして立ち回れるつもりだったのになぁ……」

　今日のことで、そんな自信は跡あと形かたもなく吹っ飛んでしまった。

　こんな調子でこの先やっていけるのだろうかと、不安になる。あと数週間後に、大きな山場が控えているというのに。

　セルニアの誕生日でもある、十二月二十四日──クリスマスイヴ。

　すぐ目と鼻の先に大きなイベントがあってうかうかしてはいられないというのに、この有様だなんて……本気で泣きたくなってきて、朋とも美みは腕を枕まくら代がわりにして目の辺りを押しつける。

「……どうにかしないと」

　動かないまま秋晴が他ほかの誰かと付き合うことになってゲームオーバー、みたいな展開だけは、絶対に嫌いやだ。それなら策も打算も無しに玉ぎよく砕さいした方が億倍マシだ。

　もっと自分と折り合いを付けて、普段はいつも通りの振る舞いを心掛けて、それでいて少しくらいは秋晴に好かれる努力もして──

　そんなことを色々と考えている内に、段々と元気が戻ってきた。白はく麗れい陵りように入ってから三年半以上も優等生なお嬢じよう様さまを演じ続けていた経験と、やられたままじゃいられない負けん気の強さが、『自分なら大丈夫』という気分にさせてくれる。

　……そう、やれる。足りない分は努力して、それで駄だ目めでも諦あきらめずに自分に出来る最高の結果を目指して、ここまでやってきた。

　だから今回も、同じように。乗り越える山が、ちょっと進み方が難しいというだけだ。やってやれないことはないはず。

　あれこれと頭を抱かかえてうじうじするのはベストを尽くす努力をしてからにしようと、朋美は自分に言い聞かせるようにして体を起こし、

「……よっし。それじゃ、まずは明日あしたの試験からどうにかしないとね」

　きっと今頃、自室で猛もう勉強をしているはずのセルニアのことを思い浮かべながら、改めて参考書とノートを開き直した。







　……結局その日、朋とも美みは最後まで気が付かないままだった。

　余よ裕ゆうのない言動も、ライバルに対する意識も、元を正せば全すべて秋あき晴はるに対する想いが原因だということに。

　いつの間にか『友達として好きなのか異性として好きなのか分からない』なんて悩みが隠かくれてしまうくらい、ただ純粋に『好き』という気持ちが大きくなって溢あふれ出そうになっていることに気付くのは──もう少し後になってからだった。
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　突き抜けるように青い空と、鮮あざやかで幻想的な蒼あおい海。

　それだけでも十分に冬っぽくないのに、極めつきはこの暑さだ。たぶん二十五度は超している。半袖そででもじわっと汗あせが出るくらいだし。

　ほんの数時間前までコートを羽は織おっていても寒い思いをしていたのが信じられない気分で、日ひ野の秋あき晴はるは目の前の光景に圧倒されていた。

　白はく麗れい陵りようの異世界っぷりとはまた違う、『南の楽園』ってイメージをそのまま持ってきたような空や海、そして建物に、ぼんやりした頭でまだ夢を見ているんじゃないかと思ってしまう。

　……けど、これが現実だっていう証しよう拠こに、知り合い達の声が聞こえてきた。

「まあ……久しぶりに来ましたけど、やはりこちらは暖かくて過ごしやすいですね」

「寒いよりはマシですが、インドア派の先生にはちょっと厳しい日射しですよ〜。早く涼しい所に行きません？」

「そうですね、まずはホテルでチェックインを済ませて……わたしと日野さんは集合場所の別のホテルまで行かなくてはいけませんが、理事長先生はどうします？」

「うー……ホテルでごろごろゲームしたいんですけど、やっぱり名目上、同行しないといけませんよねぇ。一いつ緒しよの車で行きますから、四し季き鏡かがみさんはロビーで待っていてください」

　そんな会話をしている二人を見て、秋晴は改めて異国に来たことを実感する。

　空港で着替えを済ませた二人は飛行機に乗っていた時と違う服装で、それぞれ夏に着るような薄着になっていた。

　背中が大だい胆たんなＶ字に開いたライトグレーのタンクトップに、ベルトで縛しばったホットパンツという露ろ出しゆつの激しい格好をしている四季鏡沙さ織おりと、

「ほらほら、秋晴さん〜。先生達に見み惚とれてないで、早く行きましょう。クーラーが効いた車が待ってますからー」

　お前は何を言っているんだと突っ込みたくなる発言をしてくれた理事長の天てん壌じよう慈じ楓かえでは、ハイビスカス柄がらのワンピースに似合わない大きなサングラスで決めている。

　秋晴自身も、何な故ぜか水玉ストライプの半袖シャツにハーフパンツなんて格好をしているから、人のことは言えないとして……いやでも、言えるか。この理事長、どう見てもバカンスに浮かれている中学生だし。

　まあ、楓にとってはバカンスなのかも知れないが、秋晴にとってこれは遊びでも休きゆう暇かでも無いし、旅行でもない。

　ちゃんとした仕事のつもりで頑がん張ばろうと、気を引き締めて仕事相手を見て……入れたはずの気合いが音を立てて抜けそうになる。

「……あの、沙織さん……」

「はい？　どうかしましたか？」

「むしろそれはこっちが訊ききたいんですが。……どうしてそんなところで水着を出してるんですか？」

「折せつ角かくですから、もう少し南国らしい格好をしてみようかと思いまして。上半身だけ水着で海岸線を歩く人って、意外と多いんですよ？」

「いやここ海岸線じゃないですし、しかもこれからホテルに向かう訳ですから。海には後で行くんで、着替えるのはその時に、ちゃんと更こう衣い室しつでお願いします」

　空港から出てすぐの人目に付くところで着替えだしたら、そんなの間違いなく警察が飛んでくるって。もしくは過激な撮影と勘かん違ちがいした馬鹿が集まってくるか。どうにしろ大変な目に遭あうのは間違いない。

　相変わらず常識の通用しない年上美人に、秋あき晴はるはこれからの苦難をうっかり想像してしまい、大きなため息を吐ついた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




「──今度、わたしのマネージャーをやって貰もらえませんか？」

　そんなことを突然言われたのは、土日を挟んで五日間にわたる期末試験がようやく終わって、開放感に満ち溢あふれていた午後のことだった。

　奉ほう仕し活動も再開されるので、秋晴は早速カフェテラスで給きゆう仕じ役になる。ちなみに試験の間に簡単な工事がされて、壁の無かったカフェテラスの周りをガラス板で囲んだ冬仕様になっていて、寒い中で突っ立って震ふるえずに済むようになったのがとても有り難い。

　ただし肝かん心じんの給仕相手がいないのは相変わらずで秋晴は暇ひまを持て余していたものの、二時を回った頃にようやく客が現れた。

　制服から着替えていないまま、四し季き鏡かがみ沙さ織おりは気品と美人オーラと妙みようなフェロモンを出しまくりでロシアンティーを愉たのしんでいた、が……急に話し掛けて来たと思ったら、マネージャーとか。意味がちっとも分からない。

　常識的な秋晴としては当然のように聞き返すしかなくて、奉仕活動中ということもあり丁てい寧ねいに訊いてみることにした。

「……とりあえず、事の次第を初めからお願いします」

「まあ、どこから話せばいいのでしょう？」

「…………ええと……マネージャーってどういうことか、ってところからでいいです」

　どうしてこっちがその判断まで任されないといけないのかと頭を痛めながらも言うと、沙織さんはおっとりとした声で話し始めた。

「そうですね……日ひ野のさんはわたしの仕事を知っていましたよね？」

「あー、はい。セルニアが紹しよう介かいしたってモデルのアレですよね」

「ええ、主に欧米をマーケットにしている海外ブランドのモデルです。月に二、三回程、お仕事を貰もらっているのですが……先週、そこから新しいオファーが来まして」

　それはたぶん、四し季き鏡かがみ家にとってはいい話なんだろう。うっかり没ぼつ落らくして目の前の人が嫁とつぐ嫁がないって話にまでなったんだから、沙さ織おりさんの仕事が順調なのは喜ばしいに違いない。

　ただ、そこから自分にどう話が転がってくるんだろうと秋あき晴はるが内心で首を傾かしげていると、沙織さんは落ち着いた仕種しぐさで制服の胸元辺りを抓つまみ、

「その新しいお仕事の内容が、水着のモデルなんです」

「ぇ、水着？　この時期に？」

「四季のある日本は寒くて仕方ない時期ですが、そうでない地方はたくさんあるんですよ？　特にアメリカなんて、本土だけでも広すぎて各地の温度に合わせた服を持って行かなくてはならないくらいですから」

　子供に言い聞かせるように優しく説明されて、秋晴はちょっと恥ずかしくなる。そりゃそうだ、海外ブランドのモデルだっていうのに、日本基準で考えてどうするって話だよ。その辺りの、上流階級なら一発で理解出来そうな常識がまだまだ身についていないと、改めて実感させられる。早く慣れないと、卒業後が不安だ。

「新作水着のモデルといっても、普通ならどこかのスタジオで撮るものなのですが……今回は同時に、とある雑誌がわたしの特集を組みたいと申し込んで来たらしく、その撮影も兼ねてグアムに行くことになったんです」

「…………はー……そりゃ、また……」

　まるで自じ慢まんする気配の無い沙織さんだけど、聞いている秋晴からすればとんでもないことだ。セルニアから紹しよう介かいされてモデルの仕事を始めたのが、確か夏になってからで……つまりほんの半年足らずで、取材が来るくらいの注目を浴びているってことになる。

　モデルを務めているブランドも、セルニアが言うには女性中心のしっかりした企業らしいから、特集を組むっていう依頼をした雑誌もちゃんとしたところだろうし……下へ手たすれば来年にはどこぞでスーパーモデルとしてショーに出るレベルの人気になるんじゃなかろーか？

　そう考えると、世界基準の美人とこんな風に普通に喋しやべっているのも貴き重ちような体験っぽく思えてくる。これだから庶しよ民みんは、ってどこぞのクォータードリルに言われそうだけど。

　……でも、そう感動してはいられない。

　こうなると問題になるのは、初めに沙織さんが言った、あの内容だ。

「まさかマネージャーって……そのグアムの撮影に付いて来いってことですか？」

「ええ。本来同行してくれる予定だったスタッフさんがインフルエンザに罹かかってしまい、急きゆう遽きよ違う人を──ということになったんですが、出来れば同行してくれる方は慣れ親しんでいる人にお願いしたくて」

「どうして四季鏡……妹を連れて行かないんですか？」

「タイミングが悪く、グアムに行く日に実家の用事が重なってしまって。本当はわたしもいなくてはお祖じ父い様が納なつ得とくしないのですが……早さ苗なえさんがいれば、少し髪かみ型がたを変えるだけでわたしもいると勘かん違ちがいしてくれますから」

「…………」

　その祖父さんのボケっぷりは天然なのか、それても歳としに依よるものなのか。後者だとしたらそんな慈じ愛あいに満ちた女神の微笑ほほえみで言うようなことじゃないと思う訳ですが。

　まあ問題発言は措おいておくとして、四し季き鏡かがみが同行しない理由は分かった。それプラス、妹以外で真っ先に頼られる相手に自分が選ばれたっていうのは、誇ほこらしいことだとも思う。これで沙さ織おりさんが天然な人でなかったら、もしかして気があるんじゃないかと勘かん違ちがいしてしまうレベルで。

「ところで、その……どうして自分に？」

「それは勿もち論ろん、日ひ野のさんと一いつ緒しよなら殿との方がたが声を掛けてくる心配がないからですよ」

「………………ですよねー」

　やっぱりというか、見事なまでに勘違いする余地のない理由だった。前にセルニアをナンパしようとしていた男達も自分の顔を見て逃げたし、虫除よけとしてはいいのかもしれないけど……その事実を認めると泣ける。

　にしても、これだから天然は厄やつ介かいだ。ナンパが無いからって、連れて行く男に関しては花丸の安全マークが付いていると思っている辺りが逆に怖いよ。

　はぁ……、と仕事中だけど大きく息を吐はいて、それから秋晴は忘れていた肝かん心じんな質問を口にする。

「まあ、マネージャーでも虫除けでも、一緒に行くのはいいですけど。それっていつの話なんですか？」

「明日あしたからです」

「はぁっ?!　え、待って、明日？　明日から？」

「ええ、一泊二日のハードなスケジュールですが……もし大変なら、飛行機を翌日にずらして貰もらって二泊三日にしますか？」

「いや問題としているのは泊まる日数じゃなくて……って、一応訊きいておきますけど、二泊三日にする場合はどこに泊まるつもりなんですか？」

「グアムは暖かいですから、一日くらい外で寝ても風か邪ぜは引きませんよ」

「体に気を遣つかった結果が野宿って本格的に意味が分からねぇ！」

　つい敬語を忘れてそんな風に言ってしまうが、仕方ない。許されて然るべき突っ込み待ち発言だったんだから、仕方ないはず。

　……ただ、今の暴発でカフェテラスにいた他ほかの客が泣きかねない勢いで怯おびえているのを見ると、まずいことをしたって反省せざるを得ない。

　きっと後で深み閑かんの特盛り説教コースを受けることになるだろうが、後悔はその時にしようと決めて、秋あき晴はるは先に目の前にある問題を片付けることにした。

「明日あしたからテスト休みとはいえ、なぁ……ちなみに俺おれが断った場合、他ほかの宛あては？」

　まどろっこしいのは止やめにして素すの口く調ちようで訊きくと、沙さ織おりさんはロシアンティーを一口飲んでから、

「出来るだけ殿との方がたが好ましいと思うので……そうですね、あの眼鏡めがねを掛けた方に頼んでみることにします。確か、コオロギさんと言いましたか？」

　たぶん轟とどろきのことなんだろうが、語感以外は殆ほとんど合ってなかった。

「…………」

　止めておいた方が──と言いかけて、秋晴はそれを呑のみ込む。自分が行かないっていうなら、そこに口出しするのはちょっと差し出がましい気がする。

　とはいえ、あのエロ成分をくったくたになるまで煮詰めたような馬鹿をマネージャーとして、しかも泊まりがけで同行させるのは……やっぱりまずいよなぁ。虫除よけ要因のはずなのに、一番性た質ちの悪い害虫を一いつ緒しよに行かせるのは。

　右耳の安全ピンを弄いじりながら考えた結果、秋晴が出した答えは──




「はぁ……とんだテスト休みになったな」

　ぼやきながら校舎を歩き、秋晴は改めて明日からの海外行きに頭を痛めていた。

　やっぱりというかカフェでのことで深閑に呼び出されたものの、十分程度の説教で済んだので思ったよりダメージが少なかったのは不幸中の幸いだ。でも、余計なことを考える余よ裕ゆうがあるからこそ、現れたばかりのでかい問題に悩んでしまう。

「何にしても急過ぎるよなぁ。いきなり明日って」

　受けたからにはちゃんとやるつもりだが、その為ためにも準備は必要だ。

　奉ほう仕し活動の予定は明後日あさつての午後に一つ入っていたけど、それは大だい地ちか轟に代わって貰もらえば済むからいいとして……やっぱり、海外に行くっていうのは軽くない。特に同行するのが四し季き鏡かがみ姉だ。天然系トラブルメイカーで脱だつ衣いハプニングに富んだあの人と二人でっていうのは、どれだけの困難が待ち受けているか計り知れない。

「そもそも、海外に行くこと自体がなぁ……」

　前に従育科の合宿で経験済みだが、あの時は修学旅行と一緒で、引いん率そつの先生と気心の知れた同級生という団体さんだった。それがいきなり今度は二人でだなんて、不安は募つのるばかりで良い想像がちっとも出来ない。

　ふぅ……と深い吐と息いきを吐ついて、秋晴はガリガリと後頭部を掻かき、

「グアムかー……よく観光とかバカンスに行く人がいるから、安全なんだろうが……」

　実際どうなのか後で知り合いの上育科生に訊いてみようと考えていた、その時だった。

「グアムがどうかしたんですか〜？」

「ぅ、ん？　誰……って、理事長か」

「はいはい、皆のアイドル理事長先生ですよ〜」

　声に反応して振り向けば、どこの誰も言ったことのないような自称をした天てん壌じよう慈じ楓かえでがぼんやりと座っていた。……まあ座るのはいいけど、階段の後ろの陰になっている所にいるのはどうしたものだろーか？

　これは突っ込みどころなのかなぁ、と思いながらも秋あき晴はるが楓に近付いてみると、向こうもひょこひょこと近付いて来て、ちっとも成人に見えないあどけない笑顔で話し掛けてくる。

「それで、グアムがどうしたんです？　冬休みに行く予定でもあるんですか？」

「いや、冬休みっつーか、明日あしたから行くことになったんだよ。四し季き鏡かがみの姉が──上育科三年の沙さ織おりさんがモデルの仕事してるの、知ってるだろ？」

「ああ〜、はいはい。いいですよねぇ、沙織さん。高校生であのスタイルって、絶対反則だと思うんですよ」

「まあ、そうじゃないとモデルなんて仕事、出来ないだろ」

「先生もあとちょっと背が高ければ良い線いってたと思うんですけどねぇ。残念ですよー」

　そんな戯ざれ言ごとを言い出した理事長はさくっと無視して、秋晴は本題へと話を移す。

「で、そのモデルの仕事でグアムに行くんだけど、俺おれもそれに付いて行くことになったんだよ。マネージャーというか付き添いというか、そんな役割で」

「はー……秋晴さんがマネージャーですか」

「ああ。理事長、グアムに行ったことってあるか？　治安は良いって聞くが、実際はどんな具合だよ？」

　訊たずねてみると、楓は顎あごにピンと伸ばした人差し指を当てて、

「んー、そうですねぇ。観光客はたくさんいますし、特に日本からの観光客は大事な経済基盤になってますから、日本語が通じる店もいっぱいありますよー」

「へぇ……じゃ、何とかなりそうだな」

　普段はボンクラな面ばかり見せてくれる理事長だけど、やっぱり上流階級の人だけあってすらすらと答えてくれる。この人から『経済基盤』なんて単語が出て来るのは違和感ありまくりだが。

　何にしても、これでちょっと安心出来たのは確かだ。あとは礼を言って、明日は早起きしないといけないから夕飯の前にパスポートとかの準備を──と、秋晴が別れの挨あい拶さつを切り出そうとしたところ、何な故ぜか理事長が考え込むように口元に手をやる仕種しぐさをする。

「……ふむん…………グアム…………グアムですかぁ……」

「ん、どうした？　グアムに何かあるのか？」

　珍めずらしく難しい顔で呟つぶやくので、もしかしたら現地で変な体験でもしたんだろーかと心配になって訊きいてみる。

　間違い探しの最後の一つが見つけられないような表情をしていた楓かえでは、ややあってから大きく頷うなずいて、秋あき晴はるを見上げてこう言ってきた。

「──分かりました。先生も一いつ緒しよにグアムまでお供ともしてあげましょう！」

「………………え？　いや、頼んでないけど……？」

「まあまあ、いいじゃないですかー。旅は道連れって言いますし」

　満面の笑みでベスト回答をしたと言わんばかりの理事長だけど、ちょっと待てと突っ込みたくなる。

　でもその前に、楓はまるで年上とは思えないあどけない笑顔を向けてきて、

「それに先生が一緒だと、色々とお得ですよー？　グアムまで自家用飛行機でビューッと行けて、ホテルもオーナールームが使えますから広くて快適ですし」

「自家用って……そんなのまで持ってるのか？」

「はいー。中型機とはいえパワフルエンジンを載のせた最新鋭機ですから、二時間ちょっとあればグアムに着くので、白はく麗れい陵りようを出るのもゆっくりで済みますよ？　大きなスクリーンでゲームもアニメも楽しめますし〜」

　最後のはともかく、他ほかの要素はかなり魅み力りよく的だ。沙さ織おりさんの話だと、飛行機と宿の手配はしてくれているらしいが、他のスタッフは事前にグアム入りしているから二人だけで現地に行くってことだった。それなら理事長の案に変えても、特に問題は起こらないはず。

　それに、こんなとぼけた人でも、大人おとなが同行してくれるっていうのは有り難い。非常識な上流階級には多少慣れたものの、たった二人で海外に行くにはまだまだ経験値不足だし。

　なので秋晴としては断る理由なんて、殆ほとんど無い。

　ただ、一つだけ気になるのは、

「申し出自体は有り難いんだが……いいのか？　そんな簡単に海外行きの予定決めて」

「大丈夫ですよ〜。テスト休みに忙いそがしいのは採点しなくちゃいけない先生だけですから。理事長の仕事なんて殆ほとんど有りませんし、深み閑かんちゃんがいれば白麗陵は安あん泰たいですし」

「ってことは、深閑は来ないのか？　あの人、従育科の教師ってだけじゃなくて、あんたの秘書でもあるんだろ？」

「……まあまあ、秘書を措おいて出張なんて良くある話ですから〜。なーんにも問題はないですよー」

　良くある話かどうかは知らないが、問題が無いならどうして目を逸そらすのか。そして若じやつ干かん笑いが引き吊つっているのはどーいうことなのか。

　無視するのはちょっと難しいので秋晴が問い質ただそうと──する、その前に。

「じゃあそういうことで、先生は明日あしたからの手配をしちゃいますね〜。詳しよう細さいが決まったら、夜にメッセージカードを送りますから！」

「いやちょっと待…………」

　呼び止めようとするこちらの言葉を聞こうとせず、パタパタと楓かえでは走って行ってしまう。

　あんまり速くないから追いつこうと思えば余よ裕ゆうだけど……まあいいか、と秋あき晴はるは浮かしかけた踵きびすを落とした。

　何か問題があるなら、深み閑かんから連絡が入るだろうし。それに自分も準備と、グアムの観光名所を調べないといけないので。いや行ける時間があるかどうかは知らないが、折せつ角かくだからチャンスがあればすぐに行動出来るよう、チェックだけでもしておきたい。

「あと、大だい地ち達に土産みやげに何が欲しいか訊きいておかないとなー……」

　そもそも何が土産の品であるのか分からないのでそれも調べようと思いながら、秋晴は少し軽い足取りで寮りようへと向かった。




　翌日。自家用飛行機というからてっきりどこかの敷地に飛行場まであるのかと思っていた秋晴は、乗った車が普通に国際空港へ辿たどり着いたことに少しだけガッカリした。

「……まあ、そうだよなぁ。滑かつ走そう路ろ長いし、騒そう音おん問題とかもあるし……」

「いえいえ、飛行場はあるんですよー？　でも小型機で国内を飛ぶならともかく、海外に行くなら税関や出国審しん査さとかをクリアしなくてはならないですから〜」

　のほほんとした表情の理事長にそう言われると、確かに納なつ得とくだ。というか、やっぱり飛行場もあるっていうのがむしろ驚くべきなのか。

　リアクションに困る秋晴を尻しり目めに、経験豊富な年上二人はちょっと大きめの旅行用鞄かばんを手に空港を進んで行く。

　普段はこの二人に付いて行くなんてまずないよなぁ、と思いながら秋晴もそれに続くが、やっぱり慣れない空港なので周りが気になる。

　平日の九時過ぎという時間帯だからか、スーツ姿の男が多い。それからどこかの旅行会社の企画参加らしい団体さんとか、老後をエンジョイしていそうな熟年カップルとか、十代で私服の自分がとても場違いに思えてくる。

　しかも他ほかの人達が航空会社のカウンターに並ぶのに、自分達はそれをスルーして空港の職員数人がかりで先導されて──しかもすぐに『何か大事があったら困る客』と分かる対応をされるんだから、本格的に居心地が悪い。

　なので秋晴は歩きながら、こそっと楓に話し掛けた。

「……なあ、物もの凄すごく仰ぎよう々ぎようしいんだけど。これからどうなるのか不安になるレベルで」

「あはは、大丈夫ですよー。これから一度ＶＩＰルームに通されて、それから出国手続きをしたら、すぐに搭とう乗じようして飛んじゃいますから。お空でゲームしていたら、あっと言う間にグアムに着いちゃいますよ？」

「はー……そんなもんなのか」

　簡単に言う楓かえでの声を聞いていると、海外旅行に抱いだいていた仰ぎよう々ぎようしいイメージがパラッと剥はく離りしてしまう。あとこの大人おとな、ゲームを楽しみにし過ぎだ。来る途と中ちゆうの車内でも、どのゲームをやるか延々と喋しやべってたし。

　そしてもう一人、今回の主役と言うべき沙さ織おりさんは殆ほとんど喋しやべらず、目も開いているのかいないのか分からないトロンとさせた状態で、見ていてとても危なっかしい。

「……あのー、ちゃんと起きてます？」

「……………………………………起きてますよ……？」

　返事が遅い上に、どういう訳か疑問系。たぶん半分以上、意識は夢の中にいっているに違いない。車の中でも寝てたし、こうして自力で歩いているのがちょっとした奇き跡せきだ。

　ふらふらしている沙織さんは途中から秋あき晴はるが手を引く形にし、荷物も持ってあげてと小さな子供を連れる父親みたいな感じで、一般客は立ち入り禁止の通路を進んでいく。

　そしていかにも『金持ちと要人以外は入れませんよ』とアピールするような、艶つやのあるダークブラウンの扉とびらの前で楓は立ち止まって振り向き、

「さあ、ここですよー。ジュースは飲み放題だし雑誌もたくさんあるので、先生のお部屋だと思って寛くつろいじゃってくださいね〜」

　何となく『頼られてる』感があるせいか、胸を張って小心者には無理めなことを言う。

　そしてここまで先導してくれた職員さんが恭うやうやしく扉を開くと……確かにそこは、快適そうな空間が広がっていた。

　高そうなソファーが並んでいるだけじゃなくて、壁の一面は水すい槽そうになっていてゆったりと綺き麗れいな魚が泳いでいるし、部屋の隅すみには給仕係らしい女性職員もいる。壁掛けの大きなテレビに新聞が掛けられたラックと、かなり充実していた。

　でも秋晴が真っ先に目を向けたのは、そのどれでもない。

　……というか、扉が開いた瞬しゆん間かんにその人を見たから、慌あわてて脳が『癒いやし、癒される何かは無いか』と違う物を探す指令を出したんじゃないかと思う。

「さてさて、機内では出来ないネットを使ったゲームでも──ひぁっ?!」

　秋晴より少し遅れて水槽を眺ながめていたその人物に気付いたらしく、理事長の口から悲鳴が漏もれた。手から荷物を取り落とす様を見ても、どうやら本気で驚いているらしい。

「…………み、みっ……深み閑かん、ちゃん……!?」

　案内された部屋の前で立ち尽くす秋晴達の見ている中、藍あい色のメイド服を着た深閑はゆっくりと振り向き──凍いてつくような視線をこちらへと刺さしてきた。




「お忍しのびで旅行とは……随すい分ぶんと楽しそうですね、理事長？」




　……訂正、視線だけじゃなくて言葉も北極から飛んできたんじゃないかってくらい冷たい。何しろ、直接話し掛けられている訳じゃないのに、自分まで背筋がぞわぞわくる。なのにうとうとしたままでいる沙さ織おりさんが、今ばかりは本気で羨うらやましいよ。

　いつもの無表情でこちらを見み据すえた深み閑かんは、眼鏡めがねの奥にある目を鋭く細めて、

「天てん壌じよう慈じ家所有の超音速旅客機に、理事長個人が所有しているホテルの利用……今け朝さになるまで私に悟さとられず手配したことを、褒ほめて差し上げたい気持ちも僅わずかばかりあります。ほんの一ひと欠片かけら、砂粒程度ではありますが」

　それを聞いて、秋あき晴はるは驚くよりも納なつ得とくする。やっぱりこの理事長、深閑に黙だまってたのか。昨日きのうの態度と、見送りにも来なかったことから、そうじゃないかと思っていたから別に意外じゃない。

　ただし当人はそうでないらしく、ビビリまくりで一歩後ろに身を退ひいた楓かえでは、

「何で、どうして…………深閑ちゃんが先回りしているなんて……!?」

「私が情報を得たのは、理事長が白はく麗れい陵りようを出た直後です。驚かされましたが……直前まで露ろ見けんしないよう、移動手段を普段から使用する車にしたことが誤りでしたね」

「それじゃ、あんたはどうやって来たんだ？」

　法定速度を守っていたとはいえ、道は空すいていたから電車を乗り継いでも間に合わないんじゃないかと思う。

　だから質問した秋晴に、深閑は氷の一いち瞥べつをくれて、淡々と言ってきた。

「最低限の荷物だけ揃そろえ、白麗陵から空港の近くまでヘリを使わせて頂きました。ほんの二分程ですが先に着くことが出来て、安あん堵どしているところです」

　そうは言うけど押し殺した怒りがビンビンに伝わってきて、とても安堵しているようには見えない。むしろ苛いら々いらが爆発する三秒前って感じだ。

　クールビューティーな深閑がここまで怒るっていうのはレアだけど、こんな嫌いやなレア現場に出会でくわしてもちっとも喜べない。

　自分に飛び火しないかと内心で怯おびえつつ、秋晴は恐る恐る手を挙げて、

「ええっと……もしかして、理事長を連れ戻しに来た、とか……？」

　真まっ当とうに考えれば、その可能性が一番高い。ヘリを飛ばしてわざわざ説教に来た、なんてことはいくらなんでも無いだろうし。

　でもそうなると、秋晴としてはかなり困ってしまう。そしてもっと困るのは、仕事でグアムに行く沙織さんだ。

　理事長が用意してくれる飛行機なら大幅に移動時間が短縮出来るから、それを見越して出発を遅くした今、普通の便で行けば集合予定に間に合わなくなる。ホテルも用意して貰もらったところはキャンセルしたので、今夜の宿だってどうなるか分からない。

　その辺の事情をどこまで知っているのか分からないが、深閑は秋晴と頭をふらつかせている沙織へ視線を向け、

「……そうしたいのは山々ですが、こうなってしまった以上、取り止やめて貰もらう訳にもいきません。理事長の独断で、生徒の大事な仕事に穴を開けるような真ま似ねは絶対に出来ませんから」

「…………となると……？」

「致し方ありません。私も同行させて頂きます──理事長、お話は機内でゆっくりとさせて貰いますので、ご覚かく悟ごを」

「か、覚悟って、深み閑かんちゃん何する気なの……?!」

「説明は省かせて頂きますが、少なくとも遊ぶ暇ひまは無いと思って下さい」

　敢あえて語らないのが余計に怖い。一体何が待ち受けているのか分からないが、楓かえでが無事にグアムの地を踏めるのかすら不明だ。少なくとも気が弱い人間なら。この時点でぶっ倒れてもおかしくないし。

　カタカタと震ふるえる理事長に、秋あき晴はるは心の中で無事を祈いのり。

　それから、すぅすぅと穏おだやかな寝息を立てる沙さ織おりさんを見て──自分も機内では眠ねむるか、もしくは狸たぬき寝入りすることを決めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　ホテルに向かう車内はエアコンが効いて快適なものの、つい数時間前まで暖房が当たり前だったのに今は冷房っていうのが、かなり違和感があった。

　しかも助手席から見えるのは慣れない異国の風景で、秋晴は今いま更さらのように率直な感想を口にする。

「それにしても、本当に南国なんだな。ここまで暑いとは思ってなかった」

「秋晴さんは勉強不足ですねぇ。だからこちらでの着替えを忘れるような凡ぼんミスしちゃうんですよー」

　明るい声で理事長に笑われるけど、今回ばかりは反論出来ない。今着てるシャツも、日本から持ってきたヤツじゃなくて、空港でこの人に買って貰った服だし。

　一泊二日の割に二人とも荷物が多いなー……と何となく思っていたが、よもや到着後の着替えがあるからだとはちっとも予想していなかった。バッグが大きいのは嵩かさ張ばる冬服を詰める為ためだなんて、言ってくれなきゃ海外初心者には分からないって。

　……というか、機内で深閑にこってり絞しぼられたはずなのに、どうしてこの理事長はこうも元気溌はつ剌らつなんだろーか。トイレに行く時にちらっと見たら、石抱だきの拷ごう問もんなのかと勘かん違ちがいしかけたくらい分厚い紙束を生気の無い目でチェックしていたのに。あと、悲鳴が聞こえたから何かと思ったら、『注意、確認を怠おこたるとこうなりますよ』みたいな感じで延々と事故で人生が狂った人の再現ドラマを見せられていて、半泣きになっていた。正直、秋晴はアレの後でバカンス気分になんてなれない。

　なのにもうすっかり元通りのテンションになった楓かえでは、後部座席からひょいっと前に身を乗り出して、

「深み閑かんちゃんも、ホテルに着いたら着替えしましょうね〜？　メイド服のままだと目立ちますし、何より暑いでしょ？」

「問題有りません。それに着替えを詰める暇ひまも無かったので、今日一日はこれで我が慢まんすることにします」

「ええ〜、だって一いつ緒しよに来るんですよね？　沙さ織おりさんの撮影って、ビーチでやるんですよー？　その格好じゃ、絶対浮いて色んな人達に話し掛けられちゃいますよ？」

「…………」

　即座に反論するかと思いきや、ハンドルを握にぎったまま深閑は黙だまり込む。いつもみたいに冷たい言葉の一つや二つ出て来そうなものなのに、これはちょっと意外な反応だ。

　どうしたんだろうと秋あき晴はるが見ていると、視線に気付いたらしい楓がこちらを向いてにへらっと笑い、

「深閑ちゃんは暑がりだから、本当は着替えたいんですよ〜。目立つのも嫌きらいですし、ナンパなんて絶対嫌いやでしょうし」

「いやナンパされて嬉うれしいって人は少ないと思うが……夏の合宿の時は、メイド服でも大丈夫そうだったぞ？」

「あれって特製のメイド服で、実は半袖そでシャツとか薄うす地じのワンピースに劣らないくらい着てて涼すずしいんですよ。でも今日着てるのは防寒仕様の物ですから〜」

「……理事長、余計な発言は控えて下さい。機内で約束したはずです」

　パッと見では絶対に気付かない真実が明かされたからか、ようやく深閑から叱しつ責せきが飛んできた。でもいつもの説教に比べると、若じやつ干かん語気が弱い。

　これは、あれか。我が慢まんすると言いはしたものの、理事長の言う通り本当は着替えたいから迷っているのか。

　……確かに、グアムでメイド服は日本以上に目立つよなぁ。ホテルでならともかく、海辺だと間違いなく見せ物扱いになるよ。観光客からはバシバシ写真撮られそうだし。

　ここは助け船を出しておくかと、秋晴は少し考えてから、

「なぁ、一緒に行くんならあんまり目立たない格好してくれると助かるんだが。やっぱ沙織さんのマネージャーっぽいこと任されている身としては、ちょっとでも問題が起こらない方がいいし」

「そーそー、ホテルでそれっぽい服を買って、『観光しに来ちゃいました〜』って雰ふん囲い気きを出した方が絶対良いですよー」

「そうですね。もしくは、わたしの下着で良ければお貸ししますよ？」

　……最後に、何か変なのが混ざった。

　振り向いた秋あき晴はるは、後部座席に座る犯人の顔を見ながら、念の為ために訊きいてみる。

「……あの、沙さ織おりさん？　下着を貸して、何の解決に？」

「黒のフルカップで素材もシルクですから、水着に見えなくもないですよ？」

「……や、ちょっと無理が激しいっつーか……それにどうせなら、沙織さんの水着を貸す方が千倍マシじゃ？」

「残念ですが、お仕事用の水着しか持って来ていないんです。下着なら替えが無くても──」

「まあ、夜の内に洗って乾かせるだろうけど」

「いえ、下着なら穿はかなくても大丈夫ですから」

　男なら誰もがときめくような微笑ほほえみを浮かべて、何も大丈夫じゃない発言をしてくれた。前から思ってたけど、この人の倫理観ってどうなってるんだろーか。

　俄にわかに頭が痛くなってきて、秋晴はこめかみの辺りを指で揉もみほぐしつつ、運転席の深み閑かんに話し掛ける。

「…………そんな訳で、意外な形で白はく麗れい陵りようの名を世界に知らしめるようなことにならない為にも、妥だ協きようしてくれないか？」

「………………………………………………ホテルで服を調達し、着替えることにします」

　長い長い沈ちん黙もくの後でようやく折れてくれたことに、ホッと胸を撫なで下ろす。

　そんな保守的な反応しか出来ない秋晴とは違い、楓かえでは嬉うれしそうに体を弾はずませて、

「じゃあ、グアムにいる間は教師ってことを忘れて、一保護者としてぱぁーっと遊んじゃいましょうねー」

「……あんた何の為に付いてきたんだ？」

「まあまあ、いいじゃないですか〜。大人おとなの世界には無ぶ礼れい講こうという、とても便利で有り難い呪じゆ文もんがあるんですよ？」

　ころころと笑いながら、そんなことを言う。鵜う呑のみにされて深閑に日頃の鬱うつ憤ぷんを晴らされたら日本に帰れなくなるかも知れないのに、えらい度胸だ。きっと何も考えてないからなんだろうけど。

　すぐ横にいる教え子がどんな感想を抱いだいているかなんてちっとも気にしていない様子の楓は、ポンポンと座席を叩たたいて更さらに続けた。

「グアムで理事長とか先生とか呼ばれると、あんまりバカンスって感じがしませんし。秋晴さんは特別に『楓お姉ねえさま』って呼んでくれて構いませんよ？」

「……いや下へ手たしたらあんた、俺おれより年下に見られそうなんだけど」

「そんな、十代に見えるだなんて。秋晴さん、意外とお上じよう手ずですねー」

　事実を有りの儘ままに言ったら、何な故ぜかお世せ辞じだと思われた。照れるよりは怒る方がまだ正しい反応だろうに。

「でも、だとしたら先生……じゃなくて、わたしのことを何と呼ぶつもりなんです？」

「あー……まあ、名前かなぁ」

　名みよう字じで呼ぶ方が正しいとは思うけど、『天てん壌じよう慈じ』は長い上に呼びづらいので秋あき晴はるとしては『楓かえで』の方が楽だ。

　ただそれだけの理由なのに、どうしてだか理事長は目を細めて笑顔になり、

「それじゃ、深み閑かんちゃんのことみたいに呼び捨ててくれていいですよー。なんといっても今日は無ぶ礼れい講こうですし──あっ、ホテルが見えましたよ、ホテル！」

「耳元で騒さわがなくとも分かっています。それから車の中で暴れないで下さい」

　深閑の注意を聞きながら、秋晴は座席に深く背を預けて小さく息を吐はいた。

　まだ海外まで来た目的を果たすどころか始めてすらいないのに、この徒労感。これからどうなるのかと考えると……うん、本格的に鬱うつか将来の脱だつ毛もう危機に関わるストレスになりそうだから、止やめておこう。

　出来るだけ安あん穏のんと無事に済むよう動くことだけを決めて、秋晴はフロントガラス越しに先程から見え始めた白い大きなホテルを眺ながめる。荷物を置いたらすぐに出発なはずだから、到着するまでに気合いを入れておかないとまずそうだった。




　荷物はベルボーイが部屋まで運んでおいてくれるということで、秋晴達は最小限の荷物を小さな鞄かばんに移し替えて、本来泊まるはずだった待ち合わせ場所のホテルへと移動した。

　すぐに買い物と着替えを済ませ、白い半袖そでのブラウスに麻あさのロングスカートという格好になった深閑の運転で十分ほど。

　ロビーで既すでに待っていたファッションブランドや雑誌社の人達と合流して、服を買う理事長達と別れて向かったのは、ホテルのすぐ前にあるビーチだった。

　オール外国人で構成された撮影陣じんから少し離れた場所で、秋晴は一人、運んで来た荷物を下ろして辺りを見回す。

　水着姿の人達がちらほらといるものの、日本で良く見かける真夏の海水浴場みたいにごった返している訳じゃ無くて、一安心して呟つぶやいた。

「これならまあ、変なヤツに絡からまれる可能性は少なくて済むかな」

「そうですねー。どちらかというと秋晴さんが一番不ふ審しん者しやっぽいですし」

「……あんたな、仮にも教え子をなんつー扱いしやがる」

　突っ込みながら、実はちょっとだけ同意してしまっている自分が少し悲しい。沙さ織おりさんがマネージャーと紹しよう介かいしてくれた時、仕事相手の人達も『えっ!?　これが？』って反応だったし。外人さんのオーバーリアクションは分かり易やすくて泣けそうだった。ちなみに大人おとな二人が付き添いとして紹介された時、ほぼ全員が深閑の方を見て『なんでこの人がマネージャーじゃないんだろう』って顔をしていたのも、追加ダメージとして突き刺ささったし。

　まあそれはともかく、秋晴はパラソルの調整をしながら顔だけ声のした方へと向け、

「結構早かったな。もう少し掛かると思ってたけど」

「薄うす着ぎでしたから、それはもうパパッと済ませられますよー」

「……で、深み閑かんは？　まだなのか？」

　沙さ織おりさんはスタッフが用意した車の中で着替えることになったので、部外者の二人はホテルの一室を借りて着替えを済ますと別れた。だから当然、楓かえでは深閑と一いつ緒しよだと思っていたけど、まだ姿が見えない。

　……と、その矢先に、ホテルのある方から一人の女性が歩いてくるのが見えた。普段とはまるで違う格好だけど、あの綺き麗れいすぎて機械仕掛けなのかと疑いそうになる歩き方は間違いなく深閑のものだ。

　ただし、秋あき晴はるの想像していたあれこれな姿とは全然違う。

「……なあ、理事長」

「はいはい？　……って、ダメですよ秋晴さん。わたしのことは名前で呼ぶはずですよー？」

「あー、うん。そんなことより、どうして深閑……わざわざシャツを着てるんだ？」

　水着に着替えて戻ってくるはずだったのに、何な故ぜか上はホテルで買ったシャツを着たままだった。スカートは脱ぬいでいるけど……というか、スカートを脱いでいるだけに、なんかこう……下へ手たに露ろ出しゆつの激しいだけの水着より色っぽくて、直視し続けると大変なことになりかねなさそうだ。
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　もしかして着替え途と中ちゆうにトラブルでもあったのかと秋あき晴はるが思っていると、

「わたしが出て来る時は、全部脱ぬいでましたよ？　シャツを羽は織おっているのは、深み閑かんちゃん日焼けし易やすいし、恥ずかしがり屋だからだと思いますけど……折せつ角かくわたしが見立てた水着にしたのに、勿もつ体たいないですねー」

　勿体ないというところには同意見だが、それを口にすると危険なので秋晴は自じ重ちようする。

　しかし──理事長のセンスで見立てたって、どんな水着なのかという純粋な興味も湧わく。本人が着ているのは細かい花柄がらが鮮あざやかなスカート付きのビキニだけど、同じ物がまるでタイプの違う深閑に似合うとはとても思えない。

　普段からアニメやゲームばかりしているから、そっち系に近い変な水着なんじゃないかと訝いぶかしんでいると、近くまで来た深閑が冷たい視線で楓かえでを睨にらみつけた。

「……理事長。今すぐ私の財さい布ふを返して下さい」

「もう、深閑ちゃんまで。グアムにいる間は名前で呼ばないと相手してあげませんよ〜？」

「…………楓さん、今すぐ、私の財布を返して下さい。新しい水着を買ってきますから」

「ええー、どうしてです？　あれ、とっても似合うと思いますよ？」

「似合う似合わないの問題では有りません。こんな、破は廉れん恥ちな……」

「もっと派は手でなヤツの方が良かったんですか？　あっ、じゃああれにしましょうか、あそこのブロンドさんが着てるヤツ！」

　そう言って楓が指差した方には──水着なのか、かろうじて紐ひもに布切れがくっついているだけと表現した方が正しいのか迷うような、露ろ出しゆつ度ど九割を超える美人が歩いていた。

　露出が多いのは男子的には嬉うれしいとはいえ……あそこまでいくと秋晴としては、なんか凄すごいという感想しかない。スタイルもいいし顔立ちもハッキリとした美人だが、よくもあそこまで自信満々にあんな水着を着られるもんだ。

　……で、深閑にアレを着ろと。普段からキッチリカッチリ一いち分ぶの隙すきも見せないような鉄のコルセットで身を固めた冷血メイドに、アレを。

　秋晴がその姿を想像してしまう前に、楽園みたいな南国の空気を切り裂さくような声が聞こえてきた。

「──私に、あのような格好をしろと？」

「うん、そうそう……っひぃ?!　み、み、深閑ちゃん!?　目が真剣に怖いよ!?」

「先程、今日は無ぶ礼れい講こうと仰おつしやっていましたが……本当に、宜よろしいのですか？」

「よ、宜しいけど宜しくないです！　ほ、ほらっ、早く日陰に入らないと日射病になっちゃいますよ？」

　自分がどれだけ危険な発言をしたのかやっとで理解したらしく、あわあわしながら楓は深閑のシャツの袖そでを引く。その状態で見下ろされて引き吊つり笑いを浮かべているけど、ちっとも雰ふん囲い気きは軽くならない。

　そんな光景を他よ所そに、パラソルの横にビーチチェアを設置する作業をしながら、秋あき晴はるはそっと安全位置に避ひ難なんする。本気で怒った深み閑かんに自ら寄って行くような真ま似ねなんか出来るはずがないし、他ほかにやれそうなことも無いからこれくらい自主的にやっておかないと。

　無表情でマイナス五十度くらいの怒りを発していた深閑は、ややあってから疲れたようにため息を吐ついて、

「……全く、貴女あなたという人は何年経たっても……」

　どうやら色々と諦あきらめたらしく、そんなことを言った。

　そして視線をこちらへと向けて来たので、秋晴はビクッとなりそうなのをかろうじて堪こらえる。疚やましくなるようなことは一つとして考えてないですよとアピールしないと、絶対に後で恐ろしい目に遭あわされるから。

　どうか見み透すかされてませんようにと祈いのりながら、秋晴は最大限平へい静せいを装って、

「水着云うん々ぬんはともかく、折せつ角かくでかいパラソル立てたんだし日陰に入ったらどうだ？　日本と温度差あるし、辛つらいだろ」

「……そうですね。お言葉に甘あまえることにします」

　一いつ瞬しゆん、何か別のことを言うんじゃないかって気配はあったが、考え直したように頷うなずいてくれた。生徒に当たるのを自じ重ちようしたのか日射しがキツいからかは分からないけど、どっちにしても秋晴としては助かる。

　怖こわ々ごわとビーチチェアの後ろに隠かくれた理事長を一いち瞥べつして、それから深閑はパラソルの下に敷いたシートの上に座り、

「ところで日ひ野のさん。四し季き鏡かがみ沙さ織おりさんの姿が見えませんが、貴方あなたはこちらに居ていいのですか？」

「あー……車で着替えして、それから髪かみ型がたのセットと軽い化け粧しようをメイクの人がやるんだと。終わったらこっちに来るから、俺おれの出番はその後だな」

　とはいえ、実際にやることなんて見ている以外に何もなさそうだけど。沙織さんを含め、全員英語で会話するから何言ってるのかもさっぱりで疎そ外がい感かんも凄すごかった。さっきも何やら指示だか注意だかされたけど、ポカンとしていたら肩かたを竦すくめられて『もういいや』って手振りで諦あきらめられたし。

　……にしても、このぼんやりしている理事長ですら日常会話程度なら何ヶ国語もいけるっていうんだから、生まれ育ちの差っていうのを改めて痛感させられる。

　今より執しつ事じになった後の方が苦労しそうだなー、と鬼おにが大だい爆ばく笑しようしそうな心配をしてしまい、恥ずかしいのを誤ご魔ま化かすように秋晴は着ていたシャツを脱ぬいだ。

　泳ぐ予定は無いが、砂浜が焼けそうなくらいビーチの気温は上がっているから、汗あせでシャツが汚よごれたら後でうんざりする羽は目めになる。下に穿はいているハーフパンツは水着じゃないけど、もし濡ぬれてもすぐに乾くだろうからこのままで良しとしよう。

　──と、シャツを畳たたんで重し代わりにシートの上に載のせていると、ついさっきまで怯おびえていたはずの楓かえでが脇わき腹ばらを突いてきた。

「秋あき晴はるさん、秋晴さん。沙さ織おりさんが来る前に、ちょっと一仕事頼まれて貰もらえますかー？」

「うん？　別にいいけど、何だよ？」

「これを塗ぬって欲しいんです。わたしと、深み閑かんちゃんに」

　そう言って目の前に突きだしてきた物を見て、秋晴は『ああ』と納なつ得とくし──かけて、すぐに焦あせりが湧わき上がってきた。

　何な故ぜなら楓が手に持っているのは、日焼け止めのオイルだ。返事を待たずに早速自分の腕うでにペタペタと塗り始めているが、頼んだということは全部自分でやるつもりはないはず。

　となると、やっぱり自分ではやり難にくい背中の辺りを任される……のは、流石さすがにちょっとまずいんじゃないのだろーか？

　そう思ったのは当然秋晴だけじゃなく、やや眉間みけんに皺しわを寄せた深閑が口を出してきた。

「……楓さん。その様なことは従育科生とはいえ、男性に頼むべきでは有りません。この場に私もいるのですから、尚なお更さらです」

「わたしと深閑ちゃんがお互いに塗り合うっていうのも楽しそうだけど──ほら、秋晴さんはこの後、撮影する前に沙織さんにも塗ってあげるわけじゃないですかー？　なのでその前に、大人おとななわたし達で練習させてあげようと思ったのですよ〜」

「…………それは、……」

　理事長の反論に、珍めずらしく深閑が言い淀よどんだ。この異常事態に、むしろ秋晴が慌あわてる。

　てっきり『四し季き鏡かがみさんのオイルは私が塗ります』と言ってくれるものだと思っていたら、まさかの展開だ。

　しかも楓がここぞとばかりに笑顔になって、

「秋晴さんのマネージャーとしての役割を奪うばうような真ま似ね、深閑ちゃんはしませんよね〜？」

「……勿もち論ろんです。教え子が相手とはいえ、領分を侵すような真似は出来ません」

「なら、失敗しないように練習は必要じゃないですかー」

　何という子供の理屈。そもそもオイルを塗るのに失敗とか、意味が分からない。なんだ、オイル塗りのテクニシャンが上流社会にはいたりするのか。

　どうにせよ頼もしいはずの味方が普段は見せない動揺をしていることに、秋晴は自分が何とかこの流れを変えようと、

「──分かりました。楓さんの提案に従うことにします」

「ぅあぃっ!?　ちょっ、マジでか?!」

　堰せき止めて変えようとした直前に濁だく流りゆうが発生してしまい、しかもその上、

「わたしだけじゃなくて、深閑ちゃんも実験台になりますよね〜？」

「生徒の成長の為ためですから。文字通り、一ひと肌はだ脱ぬぐことにします」

　宣言するが早いか、シャツのボタンに手を掛ける。

　最も早はやどうにも止まらないところまで状況が深刻化し、秋あき晴はるは呆ぼう然ぜんとするしかない。いや状況だけ考えると超棚たなぼたラッキーと喜ぶべきなんだろうが、冬にグアムでオイル塗りって本格的に意味が分からなくて思考を放ほう棄きしたくなる。

　置物のように固まったままの秋晴の前で、深み閑かんは静かに、丁てい寧ねいかつ滑なめらかな仕種しぐさで一つ一つボタンを外していく。

　まず豊かな胸元がはだけるように露あらわになって、それから更さらにキュッと締まったウエストと臍へそが覗のぞき…………そこで、気付く。

　胸の上辺りが見えた時、てっきりビキニを着ていると思っていた。でも胸の下や腰こしの辺りに布地があって、ただのビキニでもワンピースでも無さそうだ。

　じゃあ何なんだろうと、ドキドキしながら不思議に思う秋晴の前で、深閑は後ろを向いてシャツを脱ぬぎ──大だい胆たんに開いた背中が見えた。

「……………………」

「……念の為ために再度言いますが、これは楓かえでさんが選んだ物です。私が選んだ訳でも、趣味でもありません。誤解しないように」

　そんな言葉が聞こえて来るけど、殆ほとんど頭の大事な部分まで届かなかった。何な故ぜかというと、邪じや魔まなシャツが無くなって全ぜん貌ぼうが分かった深閑の水着を理解するのに精一杯なので。

　ビキニとワンピースを足して三で割ったような物で、ただのビキニより露ろ出しゆつは少ないけど……臍の辺りはダイア型に切り抜かれているし、首の後ろや肩けん胛こう骨こつの下や腰と紐の結び目がいくつもあって、それが妙みような想像を掻かき立ててエロく感じるというか。

　イメージ的には水着というよりボンテージに近いし、黒っていうのがまた余計に色っぽく見えるし……正直、普段の服装も加味して考えると、さっきのブロンド美人より今の深閑の方が色気に溢あふれている。

　しかも秋晴にとって厄やつ介かいなのは、

「それじゃー秋晴さん、まずはわたしからお願いしますね〜。深閑ちゃんは予備のオイルを開けて、腕うでとか足とか塗っておくといいですよ？」

　指示をしてから「よいせっ」と口にし、理事長は俯うつぶせになる。そして腕を背中に回そうと、陸揚げされた活いきの悪いトビウオみたいにもぞもぞ動き、

「む、んぅ……？　すみません、紐も秋晴さんが外しちゃってくれますかー？」

「…………」

　言われた通りに動きながら、秋晴はちらりと横を見る。

　普通のビキニを着ている楓と同じく、深閑の着ているのも紐を外して露出を大きく出来るタイプのものだ。これがワンピースの、脱がないことには外せないタイプの物なら、日焼けの心配も薄うすいから水着の無い部分だけ塗れば済む。

　……でもあの水着って…………どれだけ脱ぬがして、どこまで塗ぬればいいんだ……!?

　意識を半分以上持って行かれながら、秋あき晴はるは楓かえでが寝ている横に膝ひざを着いた。そして外国製らしいオイルの容器を持って、どれくらいでいいのか分からないまま適当な量を出す。

　一いつ旦たん容器を置いて、オイルを手に馴な染じませるように両手を擦こすり合わせてから、ようやくで目の前にいる楓に注目した。

　体格的にはピナより少し大きいくらいかなー、という印象しかなかった理事長だけど、こうしてビキニの紐ひもも外して、下した以外は何も着けていない状態だと流石さすがに少しドキドキする。

　恐る恐る背中に、とりあえず上から攻めようと首に近い所へと、秋晴はオイルのたっぷりついた手で触ふれてみた。

　するとビックリしたように楓の肩かたが軽く跳はね、

「ひゃふっ、くすぐったいですよ〜」

「あ、いや、悪い。なるべく気を付ける……」

　そんなことを言ってみるが……実際、どうすればいいのか良く分からない。くすぐったくないようにするって、どんな手つきならいいのやら。

　オイルで少し自分の手が冷たくなったせいか、やけに理事長の背中が温かく感じられるし、色気なんて殆ほとんど無いに等しい相手でも肌はだに触れると緊きん張ちようもする。

「……ひゃっ…………ふふっ……」

　もっと掌てのひら全体を使って、ちょい強めに、もう少し大だい胆たんにやった方がくすぐったくないのかもと、色々と試行錯さく誤ごをしながら塗っている内に、意外と早く背中にオイルを塗り終わった。

　一応、見えない首の後ろも塗ってやってから秋晴は、

「……っし、終わった。こんなもんだよな？」

「あ、背中が終わったのなら、ついでに太ふと腿もものところもお願いしますー。裏側は座っていたから塗れてないんですよー」

「…………了りよう解かい」

　そこは自分でやってくれ、と思いはするが、まだ慣れていない感じもあったので頷うなずいておく。

　……にしても、太腿の裏って……これ、どこまでが太腿って判定になるんだろうな？　下へ手たをすると触さわった瞬しゆん間かん『痴ち漢かんです！』と騒さわがれたら有罪確定な部分までやらなきゃならないのか？　水着で隠かくれている部分以外、ってことならかなり際どいところまでになるよなぁ。

　判断を仰あおごうと深み閑かんを見ようと……して、秋晴は途と中ちゆうでそれを諦あきらめた。ちらっと視界に見えた、自分の胸に日焼け止めを塗る姿は直視していいものじゃないと瞬しゆん時じに直感したので。

　まあ、本人がセーフかアウトは言ってくれるだろうと投げやりに考えることにし、膝ひざの裏から太腿の方へとオイルを塗っていく。

　そしていよいよ、これは相当際どい所まで来てるぞー、と秋晴が思い始めた矢先、

「あ〜、その辺りまででいいですよー。これ以上は、青少年には刺激が強すぎますから」

　茶ちや化かすように理事長が言うので、それに従って手を離す。正直そんなに刺激は無かったけど、そこは胸に留とどめておくことにして、ビキニの紐ひもを結んでやる。

　楓かえでが体を起こしてビーチチェアに座るのを尻しり目めに、秋あき晴はるは一仕事終えて一息吐つく……が、これからが本番だってことは重々承知していた。いや本番は沙さ織おりさんが来てからだけど、前座は終わったって意味で。

　気を引き締めようと深呼吸する秋晴の前で、深み閑かんは無表情のまま──なのにどうしてだか何かを諦あきらめたような、それでいて恥ずかしさを押し殺しているような雰ふん囲い気きを漂ただよわせて、そっとビニールシートに膝ひざを着く。

　そして一呼吸置いた後、ちらりとこちらを見てから、深閑はシートの上に寝そべった。

　いくつもある内、首の後ろにある紐を自分で解ときながら、

「──それでは、秋晴さん。よろしくお願いします」

「……お、おう」

「いつもの授業と同じく、本番だと思って行うように。執しつ事じとしてではありませんが、仕事は仕事です。与えられた任務だということを強く自覚して励んで下さい」

　……励んじゃって本当にいいのかなー、なんて駄だ目めな考えを打ち消しつつ、秋晴は頷うなずく。深閑が身を呈ていして教材になってくれるんだから、真ま面じ目めにやらないとまずい。……正確に言うと、真面目にやらないと過ちを犯しそうでまずい。

　心しん頭とう滅めつ却きやくすれば火中の栗くりだって素手で取れるはずだと自分に言い聞かせ、まずたくさんついている結び目を解く所から始める……が、予想外に手間取ってしまう。

　もう手はオイル塗まみれだから、紐が上う手まく摘つまめない。緊きん張ちようしているからっていうのもあるし、指先から紐がすり抜ける度に焦あせりが増していく。

　落ち着け、落ち着け……と心の中で繰り返しつつ秋晴は一つ一つ紐を解いて、ようやく全部を終えた。まあ腰こしの所の結び目は残っているけど、そこを取るとヌーディストビーチでも無い限りここから追い出されることになるし、ついでに自分の命も相当な危機に陥おちいるだろうから触ふれないでおく。

　大だい胆たんに露あらわになった背中を前に一度こっそりと深呼吸をして、秋晴は改めて日焼け止めのオイルを手に垂らし、

「……んじゃ、やるぞ」

「分かりました。出来るだけ手早く、有意義に終えて下さい」

　俯うつぶせのまま深閑が許可をくれたので、なるべく背中だけを見るようにしながら、そっと手を下ろし……

　ペタリ、と項の辺りに濡ぬれた手で触れたその瞬しゆん間かん、

「っ……！」

　声にならない声が聞こえて来て、ビクッと背中が震ふるえた。

　過か剰じような反応に秋あき晴はるは思わず手を離してしまいそうになるが、さっき楓かえでにオイルを塗ぬった時も似たようなことがあったので、何とか堪こらえてもう一度心しん中ちゆうで『落ち着け』と呟つぶやく。

　慎しん重ちようにオイルを塗っていると、確かに理事長の言っていた通り、練習の意味はあるような気分になってきた。

　何な故ぜかというと──さっきの、理事長の時とは全然、感かん触しよくが違う。体格も肉の付き方も違うんだから当たり前だけど、実際に触さわっていると明確に柔やわらかさや指の滑すべり具合が違って、二人目だっていうのにさっきよりもドキドキする。

　それに視覚的にも、メイド服を着ている時からは想像出来ないくらい大きな胸が押し潰つぶされて、若じやつ干かんだけど上から見るとはみ出していて……ほんの少ししか見えてないのに、何この破は壊かい力りよく。

　しかも極めつきには、

「…………ぁ……」

「…………」

「…………んっ…………ふ、ぅ……」

「……………………」

「……ゃ…………っ……、…………っ……」

　手を動かす度に律りち儀ぎに反応して聞こえてくる、この声がヤバい。視覚と感触だけでお腹一杯どころか三つ四つ胃袋があっても消化しきれないくらいなのに、更さらに音まで。

　ついでに言うと、声を堪える努力はしているようで、そのせいか身を捩よじるようにピクッと体が動くこともあって……それが余計にこちらの心を乱してくれる。なんでこの人、一々仕種しぐさが色っぽいんだよ。

　脂肪が薄うすいはずの背中や腰こしの辺りでも妙みように柔やわらかくて、おまけに脇わき腹ばらを塗る時は下へ手たすれば胸の方に指が触ふれないかと気が気で無くなるし、本気で厄やつ介かいだ。

　でもきっと沙さ織おりさんは深み閑かん以上にとんでもないんだろうから、途と中ちゆうで逆の上ぼせて鼻血を出すくらいはしかねない。この経験で多少の耐性が出来てくれればいいんだけど、正直これだけでもフラフラなのでもっと穏おん便びんに済んで欲しい。

　色々と考えて少しでも疚やましい気持ちを紛まぎらわせている内に、ようやくで腰から上のオイル塗りが終わった。

　一息吐つきはするものの、まだ終わってはいない。今度は下半身、足にも塗らないといけない訳だが……背中以上に肉付きの差がハッキリしているコレを相手にして本当に大丈夫なのか、もう自分じゃ判断出来ない。

「ええっと……これでもういいか？」

「ダメですよ、秋晴さん。足とかお尻しりとかがまだ終わってませんよ〜？」

　さらっととんでもないことを抜かす理事長だけど、秋晴が突っ込む前に突き刺さすような氷の声が飛んできた。

「……足までで結けつ構こうです。それ以上は触さわらないように」

「……了りよう解かい」

　もう勘かん弁べんして欲しいという本音は抑おさえ、秋あき晴はるは弱く頷うなずき返す。沙さ織おりさんの前ぜん哨しよう戦せんだ、頑がん張ばらないと次で確実に負ける。いやもう何が勝ちでどうすりゃ負けなのかも分からないけど。

　ともあれ、やることは決まった。なら潔いさぎよく、根性で乗り切るしかない。

　頑張れ自分、と胸の内で励ましてから、秋晴は足首の方からオイルを塗ぬり始める。

　少しでも女性的なパーツを目に入れないように気を付けつつ、手元に集中して、自分は日焼け止めオイルを塗る機械なんだと思い込む勢いで仕事に没ぼつ頭とうしていると、

「……ぁっ!?」

　さっきまでの、くすぐったいのを堪こらえるようなものとはまるで違う響ひびきの声がして、

「ひ、日ひ野のさん。あまり変な所は触らないように」

「はぃ？　変な所って……」

　振り向かないまま返事をして、秋晴は首を傾かしげる。

　今オイルを塗っているのは脹ふくら脛はぎだけど、もしかして男子高校生には分からない際どいポイントだったりするんだろーか？　夏場だと露ろ出しゆつしている人も多いし、太ふと腿ももに比べるとまだ触ってもセーフに思えるのに。

　良く分からないまま、秋晴は出来るだけ大丈夫そうな所を早めに塗って終わらせようと決め、膝ひざの裏へと手を滑すべらせ、

「っ、ん……!?　…………ぁ……」

　……どういうわけか、背中の時よりも声が切せつ羽ぱ詰つまった感じになってきた。

　おかしい、そんなはずは、変な事なんてこれっぽっちもしていないのに──と内心で自己弁護するけど、やっぱり焦あせる。ひょっとしたら無意識にとんでもないことをしている可能性も無くはないし、必死に声を噛かみ殺している深み閑かんの様子は危ういくらい色っぽいし、何が何やら分からなくなってきた。

　思わず手を止めて、秋晴はもう一度深呼吸をして落ち着きを取り戻そうと、

「……ゃ……ですから、日野さん……！」

「……………………え？」

　──何もしていないのに、どういうことだか深閑から抗議の声が。

　額ひたいの汗あせを拭ぬぐう姿勢のまま秋晴は、

「いや俺おれ、今は触ってすらいないんだが……？」

　事実を口にしながら振り返り──いつの間にやら、自分の横に座り込んでいる人物がいることに気付く。

　今までギリギリで視界に入らなかったそこに、とても楽しそうな笑顔で深閑の太腿の内側を触さわっている理事長がいて……おかげで、全部理解した。

　つまり深み閑かんが言っていたのは自分じゃなくて、悪戯いたずら心ごころを炸さく裂れつさせたこの駄だ目めな大人おとながやっていたことだと。

　驚くより呆あきれと安あん堵どが強くて秋あき晴はるが何も言えないでいると、楓かえでの頭越しに深閑が振り向くのが見えて、

「っ……楓さん、貴女あなたの……！」

「あっ、ダメだよ深閑ちゃん。起きたら秋晴さんには刺激が強すぎる光景が見えちゃいますからね〜？」

「……?!」

　理事長に言われて、振り向くように体を起こしかけていた深閑は、慌あわてて地面に伏せる。そしてこちらへと『見ましたか!?』と言わんばかりの視線を投げて来た。

　秋晴はすぐに首を横に振って無罪をアピールするが、嘘うそじゃない。角度的には見えても良かったはずだけど、理事長の頭が邪じや魔までクリティカルな部分までは見えなかったので。……きっと、白桃とマスクメロンの間くらいの大きさとイメージのブツは大半まで見えていたが、テレビで放送範はん囲い内ないの露ろ出しゆつだと思うからオッケーのはず。

　それでも素直な心臓はバクバクといつも以上に血液を送り出して、頭がフラつきそうになるのを秋晴は堪こらえる。

　下へ手たに動くと鼻血が出るんじゃないかという状態の中、こちらを睨にらんでいた深閑が視線の矛ほこ先さきを楓へと変えるのが見えた。

「……楓さん。このような悪戯をして、どういうつもりですか？」

「ちょっと空気が重かったから、ついー。それに深閑ちゃんの肌はだに触るの、久しぶりだったから、こうむらむらっと」

「誤解を生む発言は控ひかえて下さい。それにあれは貴女が私の入浴中に、勝手に……」

「あっ、ほらほら！　そんなこと言っている間に、沙さ織おりさんが来ちゃいましたよー」

　目で威圧は出来るものの実際に手は出せないせいか、いつもより恐れ知らずな感じで理事長が言う。

　その言葉通り、着替えやらメイクやらを終えた沙織さんがホテルのパーキングがある方からやって来た。飛行場でちらっと見た、明るい紫むらさき色いろの三角ビキニを着ていて、ただ歩いているだけなのにたゆっと揺れているのが凄すごい。あえて何がとは言わないが。

　微笑ほほえみを浮かべてこちらへ近づいて来る沙織さんを見たのか、深閑の口から微かすかな吐と息いきが漏もれるのを秋晴は聞いた。

　そしていつもの授業と同じトーンで、

「……それでは、日ひ野のさん。練習で得た経験を無む駄だにしないように──そしてくれぐれも節度と領分を弁わきまえて行動して下さい」

「……ああ、了りよう解かい」

　終了を告げるその言葉に、秋あき晴はるは素直に頷うなずき返した。

　ほぼ半はん裸らで、しかも表情はともかく頬ほおが薄うつすらと赤くなったままなので威い厳げんは無いけど、そこは見て見ぬ振りをする。

　結局、上達とかコツを掴つかんだとかそーいうのは自覚出来ないまま終わったが、あのまま続けていたら南なん国ごくの暑さと相あい成なって頭がどうにかなりかねないところだった。

　でも本番はこれからだ。雪山での一件でこの手のことを深閑が苦手だと知っていたのに、文字通り体を張ってくれたんだから、しっかりやらないと。

　気を引き締めるように軽く自分の頬ほおを張ってから立ち上がると、沙さ織おりの方から秋晴へと話しかけて来た。

「まあ、オイルを塗ぬって差し上げているんですか？」

「ああ、日焼けしないようにな。沙織さんも塗ってないだろ？　良かったら俺おれが──」

　下心は一切無く……ごめん嘘うそ、少しばかりはありつつ、それでも仕事という気持ちで提案する。

　触さわられることに抵抗の無いタイプの人だからすぐに頷うなずくと思っていたら、沙織さんは笑顔のまま、




「その気き遣づかいだけで十分ですよ。肌はだが強いのか、わたしって日焼けしないタイプなので」




　……よもやのノーセンキュー発言だった。

「…………えー……あ………………そ、そうなのか？」

「はい。それにオイルを塗られると、こう……変な気分になってしまいますし。わたしだけでしょうか？」

　いやそんなこと訊きかれても。ハイともイイエとも答えづらいから。

　こちらが口をまごまごさせている間に、波打ち際の方に集まっていたスタッフの人に呼ばれて、沙織さんは会え釈しやくを残して行ってしまう。

　残された秋晴は、高校生離れした色気のある沙織の後ろ姿を見送って……ややあってから、メイド教師へと視線をやる。

　ビニールシートに寝ている深み閑かんは顔を伏せたまま、どことなく敗残兵の雰ふん囲い気きを漂ただよわせていて……

　その横で、楽しそうに理事長が笑っていることに、秋晴はガックリと肩かたを落とした。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　撮影が始まると、いよいよ秋あき晴はるの出番──かと思いきや、やることなんて見学以外に何もなかった。

　マネージャーっていうと、あれこれ忙せわしなく働いているイメージがあったけど、今の自分は好奇心で撮影を見に来た親しん戚せきの子くらいにしか役に立ってない。

　波打ち際や膝ひざくらいの浅い海辺、それから砂浜に寝てと、沙さ織おりさんが何やら指示通りに撮られるのをぼーっと眺ながめて早二時間以上。

　その間に秋晴が理解したことといえば、写真を数枚撮とるのにも随ずい分ぶんと時間が掛かるとか、沙織がべた褒ぼめされているとかくらいだ。特に後者は、英会話なんてまるで出来ない自分でも分かるんだから、相当なものだと思う。

　道路と浜辺を繋つなぐ階段に腰こし掛かけた秋晴は、撮影風景を見ながら頬ほお杖づえをつく。

「……しかし同じ水着で二時間とか。どうして違うのにしないんだろうな」

「それはですねー、カタログに載のる水着は一種類につきモデル一人と決めているからだそうですよー」

「へぇ、そうなのか……って、いつから居たんだ？」

　答えが返ってくると思っていなかった独り言に、のんびりした声が説明してくれる。

　誰のものかなんて見るまでもないけど、一応声のした後ろを振り向いてみれば、パインの刺ささったトロピカルジュースを持った理事長が居て、

「秋晴さんも飲みます？　向こうのワゴンで売ってますよ〜」

「や、俺おれはいいけど……深み閑かんは？」

「深閑ちゃんはビーチチェアに寝て読書してます。秋晴さん、もしかしてわたしよりも深閑ちゃんがタイプなんですかー？」

「あんたな、生徒になんつー質問しやがる」

　本人がいれば釘くぎを刺してくれるのに。もしそうだとしても答えられないっての。

　まあ本音を言ってしまうと理事長には残念なお知らせになってしまうので、色々な意味で回答不能な質問は無視していると、

「そういえば、前から疑問だったんですがー」

「何だよ？　黙もく秘ひ権けん行使しないで済む内容か？」

「秋晴さんって、どうして深閑ちゃんには敬語使わないんです？　わたしは確か、フランクに話しちゃってくださいと、編入試験の時に言ったからだと思うんですけど」

「あー……」

　そのことか、と秋晴は右耳に手をやって……安全ピンの感かん触しよくが無いことに物足りなさを覚えてしまう。

　今は無いそれも含めて、編入試験で面接をした時の深み閑かんの言葉を思い出す。

「他ほかの教師と違って自分はただのメイドだから、敬語は必要ないって言われたんだよ。それから髪かみの色も安全ピンも、自分の判断で止やめる時を決めろって」

「ああー、深閑ちゃんって容姿で人を判断しないタイプですからね〜。でも、身だしなみには厳しいですよ？」

「だろうなぁ。俺おれが許されてる理由も訊きいたことあるけど、温室培ばい養ようされているお嬢じよう様さま連中に多少は耐性をつけさせる為ためらしいし」

　……まあ、髪を戻して安全ピンを外したら誰にも正しく認識されなくなるから、止めるタイミングは既すでに逃したっぽい。

　敬語に関しても、他ほかの連中は敬語で話しているから自分もそれに倣ならおうとしたら、深閑から必要ないって言われたし。おまけに轟とどろきには『敬語使うあっきー、なんかキモい』とか抜かされたし。

　そんな訳で、上級生及び奉ほう仕し活動中は基本的に敬語で対応、ただし相手によっては適てき宜ぎ変えるスタンスが出来上がったと。矯きよう正せいしようと思えば全然いけるが、今のところ誰からも求められていないので、たぶんしばらくはこのままだ。

「俺からも一つ訊きたいことがあるんだけど、いいか？」

「あ、はいはい何でしょう〜？　スリーサイズはちょっと答えられませんが、好きなタイプとかでしたら」

　ほへーって顔で話を聞いていた楓かえでが妙みような返しをするが、そこはスルー。いちいち付き合っていたら呆ぼけた爺じいさんが電話の時報と会話するくらい話が進まないので。

　秋晴は一度、自分が立てたパラソルの方と、順調に撮影している沙さ織おりを見てから、改めて楓に問いかける。

「いくら生徒の用事が関わっているからって、深閑にしては随ずい分ぶんと甘あまい対応じゃないか？　正直、成なり田たの時点で俺達だけ飛行機に乗せて、あんたは残って説教になると思ってたんだが」

　たまにあることとはいえ、深閑は何も聞かされずに勝手な行動をされた訳だから、当然怒っているはず。それに理事長がいなくても、飛行機やホテルは深閑が話を通してくれれば、それで済むことだ。

　なのに実際は予定通りグアムに行くことを許して、おまけに同行までしている。いつものパターンからはちょっと考えられない。

　当事者とはいえ楓に訊いても答えが分かる訳じゃないから、そんなに期待はせずに訊いてみたのだが……これは意外な結果になるかもと、秋晴は考えを変える。

　何な故ぜかというと、普段はぼーっとしているかへらっとしている印象の強い理事長が、どこか申し訳なさそうな笑顔という、今まで見たことの無い表情だったからだ。

　乾いた声で「あははー……」と笑った後で、楓かえでは深み閑かんが寝ているはずのビーチチェアを見て口を開く。

「実はですねー……今夜、パーティーに呼ばれていたんですよ」

「パーティー？　誰かの誕たん生じよう日びか？」

「いえいえ、そういうのではなくて、もっとどうでもいい……なんていうと失礼かもしれないですけど、利権とか政治とかに興味ゼロなわたしとしてはそんな感じのパーティーで」

　白はく麗れい陵りようの理事長のセリフとしてはとんでもないが、楓が言うなら納なつ得とくだ。この人、漫画やゲームや面白イベント以外はやる気無さそうだし。

　事務員としての仕事はそこそこやっているみたいだけど、きっと『金持ちの令れい嬢じよう』の立場なら行うはずのあれこれな催もよおしにはノータッチなんだろう。

「……で、行きたくなくてエスケープしたのか」

「ほら、不意に訪れるタイミングは運命って言うじゃないですか〜。なのでこれは、サボッてしまえという神様のお導きだとー」

「どんな神様だよ。あとその名言っぽいセリフ、俺おれは初はつ耳みみなんだが誰が言ってたんだ？」

「ええ〜、秋あき晴はるさんは知らないんですか？　あの大ヒットＢＬゲームの『学園ピュア──』」

「ああうん、もうそれ以上は言わなくていい。大だい体たい想像は付いた」

　本当は想像したくないから聞きたくなかったんだが、それくらいの嘘うそは許されると思う。そしてノーマルな男にその手の話題を振るのはセクハラにならないのか。

　はぁ……とため息を吐ついて、秋晴は軽く首筋を掻かく。余計な話もあったけど、今の会話で大体は掴つかめた。

　要するに、

「あんたがパーティーに出たくないのを察して、深閑は無理に連れ戻そうとしなかったってことか？」

「深閑ちゃん、あれでかなり優しいですからね〜。体たい罰ばつもしないでしょう？」

「…………」

　極ごつ寒かんの中で石いし抱だきっぽい正座をさせられたり、九死に一生的なシチュエーションを何度となく経験させたりするのは……体罰に含まれないんだろうなぁ、きっと。寺でやる座ざ禅ぜんや滝たきに打たれる修行と似たような意味合いってことも有り得るし。

　それに日頃から説教を受けているはずの理事長が言うなら、こっちは頷うなずくしかない。理り不ふ尽じんだなー、と思うことは秋晴もされていないので。

「あー、でも、そろそろお祖ば母あちゃんに電話しておかないとまずそうですねー。国際電話で仮け病びようは無理そうですし、生徒を思いやる余り暴走しちゃいましたー、ってことにしていいですか？」

「俺はそれで構わないが、大丈夫なのか？」

「大丈夫ですよー。療りよう養よう中ちゆうで出席出来ないって意味では、お祖母ちゃんもわたしと一いつ緒しよですから。ほら、喧けん嘩か両成せい敗ばいともいいますし〜」

「それまるで意味が違うからな？」

　一応突っ込んでみるも、楓かえではまるで気にした様よう子す無く笑い、電話を借りるのかホテルの方へと行ってしまった。

　その背中が見えなくなるまで眺ながめていた秋あき晴はるは、どうしてこんな保護者気分になるんだろうと状況に首を傾かしげつつ、マネージャーの責務を形だけでも果たすべく浜辺へと、

「──楓さんがどこかへ行かれたようですが？」

「…………っ!?」

　視線を戻した矢先に、南なん国ごくの暑さとは対極のクールな声で話し掛けられた秋晴は、もう少しで声を挙げてしまうところだった。

　思わず仰のけ反ぞって後ろに手をつく自分へ、突然現れた深み閑かんは冷ややかな一いち瞥べつを寄越し、

「何を驚いているのですか？　落ち着きが無いのは感心出来ませんよ」

「……いや、気配無しに急に話し掛けられたら誰でも驚くっての」

　かろうじて言い返す……が、『どうかバレませんように』と心の中で祈いのりながらだ。

　驚いた理由は嘘うそじゃないけど、どちらかといえば不意打ちで目の前に胸の谷間が見えたからっていう方が大きい。挑ちよう発はつ的な水着のデザインも相成って攻こう撃げき力に満ち溢あふれた光景で、これに反応しない男とはちょっと仲良くなれそうにないとすら思う。

　こちらが階段に座っていて、下にいるとはいえ深閑は立っているので、自然と目の高さに胸元があるという素す敵てきだけどバレたら即死なポジションだ。キープすべきか、さりげなく安全地帯に逃げるべきか。

　熱が出そうなこの難問に、秋晴は頭を抱かかえたくなりながらも、

「えーっと、理事長は、あれだ。電話をしに行った」

　迷った末に、絶景に別れを告げて立ち上がる。あまり意識しすぎると、雪山合宿があった後みたいに、授業中に集中出来なくなる支し障しようが起こりかねないし。

　顔が赤くなっていたら日焼けだって誤ご魔ま化かそうと秋晴が考えていると、深閑は微かすかに細く整った眉まゆを跳はねさせて、小さく口を開いた。

「……楓さんは、何か言っていましたか？」

「え？　あー、うん、あんたがグアムまで付いて来た原因とか、そんなことを」

　言葉足らずかな、と思ってしまうような言い方だったけど、深閑は聞き返しはせずに何か考え込むように目を閉じ……

　ややあってから、珍めずらしく吐と息いきを漏もらした。

「……あの人のことです。原因は自分にあるとでも言ったのでしょう？」

「そうだけど、違うのか？」

「違います。むしろ余計な気き遣づかいをさせてしまった、私が原因でしょう」

　まさかそんなセリフが出て来るとは思わず、秋あき晴はるは目をパチパチさせる。深み閑かんはそれを気にすることなくホテルの方を見て、

「本日のパーティーですが──主しゆ催さいは私の父親です」

「へぇー…………………………え？」

　一いつ瞬しゆん、言われた意味が分からずに聞き流しそうになったものの、すぐにその違和感に気付く。深み閑かんが白はく麗れい陵りように通っていたようなお嬢じよう様さまだったことは聞いたので、父親が上流階級の人を集めるパーティーの主催者だとしても驚かない。

　驚いたのは、それならどうして理事長が行きたくないなんて言うのかっていうことと、深閑に気を遣つかった結果がエスケープということだ。どうすればそこが繋つながるのか、新感覚のパズルでも渡された時みたいに、手の付け所に困ってしまう。

　そんなこちらの戸と惑まどいは把は握あくしているらしく、セクシー水着に身を包んだというか微び妙みように包みきれていないメイド教師は秋晴を見て、

「パーティーの規模、そして趣しゆ旨しから白麗陵の理事長は決して外せない招待客なのですが……その主催の娘むすめが、客の一人にメイドとして仕えているというのは、傍はたからはどのように映ると思いますか？」

「どのようにって…………悪い、想像つかない」

「滑こつ稽けいな催もよおしと、悪あし様ざまに感想を抱いだく方は少なからずいるはずです。私に対する個人的な印象はどうであれ構いませんが、主催者としてはばつの悪い思いをすることになるでしょうね。そして自分からはそれを避さけることも出来ません」

「…………あー……でも……？」

　だから招待された側の理事長がボイコットして、有う耶や無む耶やにしたということなのか。

　それなら話は分かるが、秋晴にはあまり納なつ得とくは出来ない。だってそんなことをしたら、『自分のメイドをしている者の親が主催するパーティーなんかに参加したくない』って、軽んじての不参加だと勝手に思われかねないはずだ。

「日ひ野のさんは、楓かえでさんが電話をすると言っていましたね？　どなたにです？」

「お祖ば母あちゃんって言ってたけど……」

「恐らく、謝罪を兼ねた祝辞の電報を送って貰もらえるよう頼むつもりでしょう。天てん壌じよう慈じ家の実質的トップからの言葉であれば、かなりの重みを持ちますから」

　淡々と説明する深閑だけど、内容が複雑な上に政治的過ぎて秋晴には判断がつかない。おまけに、自分が理解の及ばない行動を、楓がやったというのが信じられない。徹てつ夜やでゲームした挙げ句仕事中にアイマスクをして眠ねむるような駄だ目め人間だもの。

　でも深閑の口振りは疑っていない感じなので、否定は意味が無さそうだった。この人が言うなら、きっとそうなんだろうと思える。真顔で『幽ゆう霊れいは存在します。宇宙人は地底で潜せん伏ぷく中です』とか言われたら信じてしまいそうなレベルで。

　ただし意い外がいなことには変わりなく、秋あき晴はるはどう反応していいのか分からず立ち尽くす。

　生徒がぼけーっとしているのをしばし眺ながめていた深み閑かんは、細い指で眼鏡めがねの位置を直し、

「私は理事長の所へ向かいます。日ひ野のさんは自分の役目を全まつとうして下さい」

「あ、ああ。了りよう解かい」

「時々は日陰に入り、水分補給も忘れないように──それでは、失礼します」

　わざわざ丁てい寧ねいに断りを入れて、深閑はホテルへと歩いて行った。

　残された秋晴は、反則級に色っぽい後ろ姿を眺めていたい衝しよう動どうを堪こらえ、浜辺を見る。

　まだ撮影は続いていて、ロングパレオを着けた沙さ織おりさんが波打ち際に立っていた。結構離れているのに、それでもぽーっと見み惚とれかねないくらい美人で……その美人が、こちらの視線に気付いたように手を振ってくる。

　仕事中なのに大丈夫なんだろーかと心配になるが、それ以上に思うのは、

「……皆、色々と考えてるんだなぁ……」

　あの沙織さんだって、没ぼつ落らくした家の為ために身を呈ていして結婚しようとしていた。何も考えてないような理事長ですら、深閑やその家族のことを考えて動いた訳だ。

「…………俺おれも、仕事として人の役に立つだけじゃなくて、もっと色々考えて動ける人間にならないとな」

　呟つぶやいて──心の中で『ただし』、と付け加える。

　無い物ねだりは出来ないし、残念ながら現状は目の前の問題を片付ける日々で精一杯だ。

　少しずつ頑がん張ばっていこうと心掛けるとして……今は深閑の言う通り、自分の役割を全うするしかなさそうだった。

　たぶんもうちょっとで海での撮影が終わるだろうし、タオルと飲み物でも持って行ってあげようと、秋晴は楓かえでに教えてもらったジュースを売っているワゴンを探して歩き始めた。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　どうやら撮影は順調に終わった……らしい。

　確信は無いが、秋晴の目から見てスタッフの表情はどれも明るく、現場の空気が悪くなることも無かったので、たぶんそのはず。

　カタログに載のせるという水着の撮りが終わった後は場所を移動して、いくつもの薄うす着ぎの衣い装しように着替えての撮影になった。

　恋人岬みさきにスペイン広場、聖母マリア大聖堂と、秋晴でも知っている有名観光スポットで撮影し、ホテルに戻ってレストランで夕食も兼ねてインタビューをして──

　全部が終わって宿泊するホテルに戻った時には、現地時間で午後九時を回ったところだった。

　ただ一いつ緒しよに付き添っていただけの秋晴でも疲れたんだから、当然沙織はもっと疲れているはず。明日あしたも少しだけ撮影が残っているそうなので、ゆっくり休むべきだ。

　……そこまで分かっていても、ごねざるを得ない状況っていうのは存在した。

「だから、どうしてこんな部屋割りなんだよ?!」

「えー？　何か問題あります？」

　本気で分かっていないように首を傾かしげる理事長の姿に軽くイラっとするが、ここは堪こらえる。大事なのは説得を成功させることで、当たり散らしても仕方がない。

　秋あき晴はる達が今いるこの部屋が、割り当てられたオーナールームの一つで、今日の寝ね床どこ──というところまでは問題なかった。

　問題は、そのオーナールームが、

「ベッドルームが二つあるからって、内うち鍵かぎの掛からない部屋に俺おれと沙さ織おりさんの二人で泊まるってのは無茶だろ！」

「ええ〜。じゃあ秋晴さんは、わたしか深み閑かんちゃんと一いつ緒しよがいいって言うんです？」

「そういうことじゃないっての……！」

　駄だ目めだ、本当に頭が痛くなり出した。

　このホテルにあるオーナー用の部屋は二つあって、それぞれリビングと独立した二つのベッドルームがあるという豪ごう華か仕様だ。しかもベッドルームにはセミダブルのベッドが二つ。

　なら普通、どういう割り当てにするかなんて決まっているも同然のはずなのに……どうしてこの理事長は、波乱が起こりかねない展開にしたがるのか。

「贅ぜい沢たくを言う訳じゃないが、俺がこっちの部屋を使って、三人でもう一つの部屋を使ってくれれば丸く収まるだろ？　男女で分けるのが風紀的にも倫理的にも一番だし」

「んんー、秋晴さんはそう言いますが……どう思います、深閑ちゃん？」

　あまり納なつ得とくいかない風の楓かえでは、隣となりに控ひかえる深閑に振る。

　頼りになる万能メイドに訊きくのは概おおむね正しい……が、今回は間違いだ。

　あの深閑がこんな部屋の割り振りに賛成するはずが──

「私も楓さんの意見通りで宜よろしいかと」

「ですよねー？」

「……はぁ!?　えっ、お、待てって?!　どうしてそんな……まさか偽にせ者もの……」

　よもやの答えに、秋晴は慌あわてて食ってかかり──すぐに自じ重ちようして口を噤つぐむ。一いち瞥べつをくれただけ口から氷柱つららを突っ込まれたような寒気が走るだなんて、間違いなく深閑本人だ。こんな人が二人もいたら地球温暖化だってどうにかなりかねない。

　だが、そうなると余計に意味が分からなくなる。この中で唯一、常識が通用しそうな相手だったはずなのに。

　グアムの暑さにやられた可能性もあると考える秋晴に、深閑はいつもの機械人形みたいな無表情を崩くずさず口を開いた。

「これがただのバカンスであるというのなら、日ひ野のさんの案で良いと思います。ですが、貴方あなた達がグアムに来たのは仕事の為ためですね？」

「……ああ」

「ならば日野さんはマネージャーとしての責任があります。四し季き鏡かがみさんの体調管理、明日あしたの仕事前の準備等を間違いなくこなすには、同室の方がいいでしょう」

「…………」

　そう言われると、もう返す言葉も無い。駄だ目めだ、『仕事』のたった一言で詰まされた気分になった。

　確かに深み閑かんの言う通りで、おまけにその説得力が抜ばつ群ぐん過ぎる。いつもキチンと仕事をして、どれだけ理事長に振り回されても責せき務むを果たそうとする姿を見ている以上、生徒としては我が儘ままを言えない。

　それでも素直に頷うなずくにはハードルが高く、秋あき晴はるは唯ゆい一いつ残った可能性に賭かけて沙さ織おりへと視線を向ける。

　雇やとい主ぬしが嫌いやだと言えば、マネージャーだからって同室はまずいだろうということに──

「わたしは構いませんよ。誰かと一いつ緒しよにお泊まりだなんて、久しぶりで……少しだけ興こう奮ふんしますね？」

　……まあ、うん、この人にそーいう反応を望むのは無理だよなぁ……というか、むしろこれって危険なんじゃという思いが強くなる返しだった。

　屈くつ託たくのない、それこそ極悪なヤクザ屋さんでもうっかり呑のまれてぼーっとしてしまいそうな笑みだけど、秋晴としてはあまり嬉うれしくない。興奮して何をやらかすつもりなのか。そして夜中、理性を攻こう撃げきし続けられるのは辛つらすぎる。

「それでは明日あしたの朝食の時に、また。おやすみなさい〜」

「風か邪ぜなど引かぬよう、気を付けて下さい。それでは」

　どうすればいいのか分からず黙だまっている内に、楓かえでと深閑は部屋から出て行ってしまい……

　残された秋晴は、しんと静まった室内で沙織と顔を見合わせる。ヤバいくらい何も考えられず、しかも向こうも真まっ直すぐに見つめてくるから余計に焦あせってしまう。

　とりあえずこの気まずいお見合いムードを打破しようと、何でもいいから喋しやべろうと──した矢先、沙織さんの方から話しかけてきた。

「それでは、わたしはお風ふ呂ろに行ってきますね。日野さんはどうしますか？」

「ぁ……っと、じゃあ……俺おれも、風呂に……」

「内風呂もあるみたいですけれど、折せつ角かくですから展望が自じ慢まんという大浴場にしましょう。こちらのホテルには、家族風呂のようなものは無いみたいですし」

「…………そうっすね」

　あったらどうしたというのか、怖くて訊きけない。ひょっとすると桃もも色いろトワイライトゾーンに到達する展開が待ち受けているのかもしれないが、仕事で来ておいてそんなことになったら、たぶん深み閑かんの心しん証しようが最悪になって退学コースまで有り得る。

　なので秋あき晴はるは、いそいそと準備をして退室する沙さ織おりを見送ってから、しばし迷って……結局、自分も大浴場に行くことにした。

　どうせ男の方が早く上がるし、少しでも気分をさっぱりさせておかないと、邪じや念ねんが邪じや魔ましてまともに眠ねむれなくなるかもしれないし。

「……まあ、それくらいで流れ落ちて消え去るようなら、本気で楽なんだけどなー……」

　相手が沙織さんってことを考えると、どうにも厳しい戦いになりそうだった。




　やはりというか、部屋に戻ったのは秋晴の方が先だった。

　ホテルが用意してくれていた半袖そでのパジャマ姿になって、とりあえず自分が寝る予定のベッドルームに行ったものの……落ち着かない。

　寝てしまえるのなら楽だけど、まだ沙織さんが帰って無くて、これから何か仕事を言い付けられるかもしれないからそれは駄だ目めだ。歯は磨みがきや明日のスケジュールチェックもすぐに終わってしまう。

　仕方ないので筋トレで暇ひま潰つぶしをしていた秋晴だったが、軽く汗あせを掻かき始めた辺りで物音に気付いて腕うで立てを止める。

「戻った、かな……？」

　ちらりと時計を見れば、現地時刻で十時近い。高校生が寝るにはちょっとだけ早いかもしれないけど、時差があるので眠くなっていてもおかしくない時刻だ。

　このまま沙織さんが自分の部屋で寝てくれれば──と秋晴が思った矢先、ベッドの横にある電話が鳴り始めた。

　どこからかは分からないけど、何となく予感しながら受話器を取ると、

『もしもし？　沙織ですが』

　うん、案あんの定じようだ。隣となりの部屋なんだから直接来ればいいのに……なんて庶しよ民みんの発想が通用しない辺り、流石さすがは白はく麗れい陵りよう育ち。

　ただし上流階級の人だから内線電話を使ったんじゃないのかもと、秋晴は次に聞こえて来た言葉で思わせられることになった。

『すみませんが、わたしの部屋まで来て貰もらえますか？　日ひ野のさんに頼みたいことがあるんです』

「はぁ……？　行きますけど」

『それでは、隣となりでお待ちしています』

　具体的な内容を聞き返す前に切られてしまい、秋晴は受話器を持ったまま首を傾かしげる。

　まあでも行けば分かることだと考えるのは止やめて、服装に乱れはないかとチェックをしてから、隣のベッドルームへと移動した。

　そして自分がいた部屋と似たような内装の中、待ち受けていた沙さ織おりさんの姿を見て……ドアノブを掴つかんだまま硬直する。

　何な故ぜかというと、ベッドに腰こし掛かけてこちらに背を向けている沙織さんは、

「な……んで、その…………バスローブを？」

「あら？　お風ふ呂ろ上がりはバスローブですよね？」

　……ですよねって。内うち風呂ならそれで分かるけど、共用の廊ろう下かを歩いて、エレベーターに乗った先にある浴場からの帰りなのに、バスローブって。まさかこの人、この格かつ好こうで歩いていたっていうのだろーか……!?

　そうじゃないとしても、わざわざ部屋に戻ってから着替える理由が分からず秋あき晴はるが言葉に詰まっていると、沙織はふわりと微笑ほほえみかけてくる。

「どうぞ、こちらに。狭い部屋ですが、センスは悪くないですよ？」

　……自分の部屋でも無いのに、なんつー物言いをするのか、この人は。しかもあの顔、きっと悪口を言ったつもりは無いに違いない。

　沙織さんが天然で酷ひどいのには流石さすがに慣れてきたので、あえて突っ込まず気を取り直し、

「えーっと……それで、頼みっていうのは？」

　距離が近くなりすぎないよう気を払はらいながら訊たずねてみたものの、それでも風呂上がり補正で美人度が更さらにアップしていて、見ていると顔が熱くなりそうになる。

　早いところ用件を済ませてお暇いとましないとまずいな、と思う秋晴に対し、沙織は濡ぬれた髪かみをタオルで包むように拭ふきながら、

「まだ仕事に慣れていないせいか、少し疲れてしまって……歳としでしょうか？」

「……そのセリフ、お願いだから教師連れん中ちゆうがいる前で言わないようにして貰もらえますか？」

　現役高校生が言ったらどれだけの恨うらみを買うか、ちっとも理解していないのが怖い。これも若さ故ゆえの無む謀ぼうってヤツなんだろーか？　しかもフォローしようとしたら、沙織さんよりも若い自分に集中砲ほう火かが来るって展開になりそうだ。

　嫌いやな未来予想図は現実にならないよう秋晴が願っていると、目の前の上級生は蠱こ惑わく的な微笑みを浮かべてくる。

「日ひ野のさんにマッサージをお願いしたいんです」

「ま、マッサージ？　いやでも、流石にそれは……」

　美人からの申し出だし、男としては諸もろ手てを挙げて受けるべきだと思いはするけど……だからこそ厳しいって。二人きりで、しかもベッドに寝ている薄うす着ぎの美人の体をマッサージだなんて、どんな試練だよ。理性を焼き切るつもりか。

「や、その……やっぱ女性の、専門の人を呼んだ方がいいんじゃないか？　こういうホテルならあるだろうし」

「力のある殿との方がたの方がマッサージ師には向いているんですよ？　それに、不ふ甲が斐いないことにお金は殆ほとんど無いんです」

「あー……」

　それを言われると秋あき晴はるとしては断りづらい。家計を助ける為ためにも頑がん張ばっているのは知っているし、ここまでマネージャーらしいことしてないから。

　敗色濃のう厚こうな空気に尻しり込ごみしつつ秋晴は、

「マッサージって……あれか、肩かたとか？」

「少し腕うでや足が重たくて……あと、揉もんで頂けると」

「も、揉む!?」

「ええ。腰こしなどを」

「……………………あー、うん。腰ね」

　一いつ瞬しゆん視線がバスローブを押し上げている胸元に行ってしまったのは、仕方ないことだと思いたい。

　こちらが自分に言い訳をしている間に、沙さ織おりさんはベッドに横になってしまった。うつ伏せで腕を枕まくらにして、準備は出来たという雰ふん囲い気きに、やることは逃れられないと悟さとらされる。

　しかも沙織さんが海外仕し様ようの大きなベッドの真ん中に寝てしまったので、自分も乗らないとまともにマッサージなんて出来そうにない。

　どうしたものかと思いはするが……考えるだけ無む駄だだ、手早く終わらせてさっさと退散するにはやるしかないんだから。

　こっそり唾つばを呑のんで、秋晴は履はいていたスリッパを脱ぬいでベッドの上に乗る。かなり広いはずなのに、膝ひざ立だちのせいかとても不安定で落ち着かない。

「えーっと……じゃあ、どこから始める？」

「そうですね……足からお願い出来ますか？　そこから順に、上へと」

「……了りよう解かい」

　頷うなずいたものの、俯うつぶせに寝ている相手の足を揉む経験なんて無いので、どうやればいいのか秋晴は悩む。これが座っている状態なら跪ひざまずいて正面から、片足ずつ上げて貰もらって……って、それは駄だ目めだ。角度的にバスローブの裾すそから本来隠かくすべき最後の砦とりでが見えてしまって、下へ手たすれば取り返しの付かない事態に発展しかねない。

　落ち着け、これは仕事だ──と呪じゆ文もんみたいに心の中で繰り返し、秋晴は膝立ちのまま沙織の体を跨またいで、

「……そ、それじゃ、始めます」

「ええ、お願いします」

　緊きん張ちようで手が震ふるえそうになりながら、そっと両手で左の脹ふくら脛はぎを触さわり──

「ぁ……ん」

　……ちょっと触っただけで変な声出さないで貰えないだろーか。心臓が持たなかったらどうしてくれるんだ、この先せん輩ぱいは。

　細い割に驚く程に柔やわらかくて、しかもシルクよりも滑なめらかで触さわり心地がいい。その上、足を揉もんだことなんて、これが初めてだ。

　たぶん昼間に深み閑かんに日焼け止めを塗ぬる経験をしていなかったら、近い内にギブアップする羽は目めになっていたに違いない。あの経験が無む駄だにならなくて良かった。……まあ、こんなことがなくても、あんな忘れられない体験が無駄になる訳ないんだが。

　ともあれ、秋あき晴はるは慎しん重ちように、出来るだけ力は入れないようにしながら両足の脹ふくら脛はぎを交互に揉んでいく。

　やっていると段々、こうした方がいいんじゃないかなー、というコツらしきものが分かってきて、純粋に楽しくもなる。でもそれ以上に、始めた時より明らかに柔らかくなっている肉感が凄すごくて、集中するのが難しい。

　おまけに脹ら脛の次は太ふと腿ももだ。難なん易い度どというか誘ゆう惑わく度は跳はね上がる。

「…………大丈夫、いける。相手は手強てごわいが、俺おれならいける……」

「あの、日ひ野のさん？　どなたと会話しているんですか？」

「強しいて言うなら、自分の理性です」

　かなりアレなことを言っている自覚はあるが、これくらいテンションを上げておかないと負ける。そして負けたら、二度と白はく麗れい陵りようの土を踏むことは無くなるかもしれない。

「………………、いきます」

「ええ、どうぞ？」

　何も分かっていないような沙さ織おりの声を聞き、秋晴は一度足から手を離して、何度か深呼吸をしてから戦地に臨むつもりでバスローブの上から太腿を揉んでいく。

　ボリュームと感かん触しよくはかなりヤバいけど、タオル地の布が間にあるせいか、思っていたほどのダメージは無い。それは吉きつ報ぽうと言っていいと思う。

「んっ…………あ、ふ……」

「……い、痛いですか？」

「いえ、大丈夫です。そのまま続けて…………んっ……」

「…………」

　でもその代わり、この声による責めが厳しすぎる。深閑の時も思ったけど、体に触さわりながらこんな声を聞くと本気でヤバい。

　秋晴はもう一度深呼吸をして──それから手元を見た拍ひよう子しに、妙みように艶なまめかしく内うち腿ももを擦こすり合わせるように足が動かされるのを目もく撃げきし、慌あわてて目を閉じる。

　平常心、平常心だ。無む駄だに艶つやっぽい声に惑まどわされるな。今のだって、セルニアが風か邪ぜを引いた時に比べれば大したことは…………………………ええと…………無い、はず。

「あ……そこを、そう…………ぁ……ん、んぅ……」

「…………」

「……はぁ、あっ…………ぃ……ゃあ……」

「……………………」

　──本当にもう、どうにかしてくれないかなぁ、これ。それか頭がどうにかなっちゃうんじゃないだろーか？

　自分が手を動かす度たびに一いち々いち反応されて、秋あき晴はるは次第に頭の中がぼーっとしてきた。声が聞こえない時も耳じ朶だに甘あまい響ひびきが残っているように感じられて、かなり危うい。

　このまま受け身でいると道を踏み外すことになりかねないと思い、かといってマッサージを止やめて逃げ出す選択もしたくなくて、

「あ、あの、沙さ織おりさん」

　少しでも気を紛まぎらわせるために話し掛けてみることにした。プロの人も喋しやべりながらやるのをテレビで見たことがあるし、何もしないより百倍マシだ。

「ぁん……何ですか？」

「えーっと、あれだ。その、四し季き鏡かがみのことなんだけど」

「早さ苗なえさんの……？」

　具体的に何を話すかは決めていなかったので自然と妹の話題を出してみると、やはり身内なだけあって沙織さんは食いついてくれた。

　話している間はきっとあの高く掠かすれた声に乱されないだろうと期待して、秋晴はこの試みを絶対成功させてやると意気込みながら口を開く。

「四季鏡のヤツ、家の用事で帰ってるって言ってたよな？　連れん絡らくしてないみたいだけど、いいのか？」

　敬語に正してから話す余よ裕ゆうなんかないので普段通りの喋り方で訊きいてみると、沙織さんがくすぐったそうに膝ひざを曲げて、

「ええ、いいんです。うっかり電話しているところを聞かれてしまうと、認識力が多少面白いことになっているとはいえ、お祖じ父い様が替え玉に気付いてしまうかも知れませんし」

「…………あー、そういやそーいうことだったっけか」

「あと、日ひ野のさんを独り占めしているこの状況を話したら、早苗さんに嫉しつ妬とされかねません。姉妹喧げん嘩かはおやつの取り合いだけで十分だと思いませんか？」

　いや上流階級の人がそんな理由で喧嘩する方が駄だ目めだと思うんですが。

「最終的にはおやつもお互いの衣服もボロボロになって……争いは良くありませんね？」

「おやつの為ためにどれだけ本気になってんだ、あんたら姉妹は」

「どうしても譲ゆずれない物が女にはあるんです。なのでいくら姉でも、このように肌はだを触ふれ合わせていると知れば、早苗さんはしばらく口を利いてくれなくなりかねません」

「……いや、そんなこと無いと思うが」

　秋あき晴はるがそう言うのは、相手が『あの』四し季き鏡かがみだからだ。ドジで努力家で空から回まわりしまくりな同級生だけど、性格的には明るく元気、かなりお人好しで丸っこい印象がある。

　沙さ織おりさんの語るイメージも、まあ可愛かわいらしいとは思うが、あまりピンと来ない。

　不思議な感じがして秋晴が後ろを振り返ってみると、微かすかに覗のぞいている伏せた横顔の口元が、ほんの少しだけ笑っているように見えた。

「日ひ野のさんとは仲良くなられたようですが、やはり身内にだけしか見せない面というのもあるんですよ。甘あまえたがりで、役立とうと家族の手伝いをしたくて目を輝かせて──そんな早苗さんを、わたしは何年も見てきました」

「……それは確かに、意外だ」

「ですから、早苗さんの想いを寄せている殿との方がたとこのように接していることを教えてしまうのは…………あら？　もしかして、楽しいことになりますか？」

「いや知らないっての」

　反射的に突っ込みはしたものの、相変わらず微び妙みように勘かん違ちがいされていることの方が問題だ。

　どうしてだか、沙織さんは四季鏡のヤツが自分のことを好きだと思い込んでいて、その影響で四季鏡もほんのりその気になっているっぽい。『ぽい』って言ったのは、別にアプローチとかはしてこないから。ただ、時々思い出して自分に言い聞かせるように刷り込みをしている節もあるので、放っておいていいことでもない。

　この際だ、そっちもどうにかしようと、秋晴は右の太ふと腿ももに指が埋うまる感かん触しよくを出来る限り無視しようと努力しながら、

「あのな、四季鏡は別に俺おれのこと好きじゃないと思うぞ。もっと相応ふさわしい相手もいるだろうし」

「まあ……例えば、どんな方です？」

「え？　そりゃあ……家いえ柄がらと顔が良くて包容力がある、社交的で将来性も抜群なヤツとか」

　その返しは予想していなかったので、やや戸と惑まどいながら秋晴が返すと、沙織はくすりと小さく笑った。

「日ひ野のさんったら、お見合い相手に求める理想の条件みたいですよ」

「う……そうかも知れないが、でも理想っていうなら、」

「絵に描かいたような理想的な相手が現れたとしても、その方を好きになるかどうかはまた別問題ですよ？　もっとありふれた、気にもしていなかった条件にやられてしまうことだってあるくらいですし……そもそも、本人にその気がなくても好意は抱いだいてしまうものです。こればかりは止められません」

　耳に心地良い優しい響ひびきで、諭さとすように言われてしまう。よもやこの人がまともなことも言えたとは、驚かざるを得ない。しかも恋愛について語られるとは、意外すぎる。

　思わず目をパチクリさせながら、それでも手は止めずに秋晴が耳を傾けていると、続けてこんなことを言ってきた。

「そうですね……男女のそれとは違うかもしれませんが、理事長先生も日ひ野のさんには好意を抱いだいていると見受けました。恐らく、深み閑かん先生もでしょう」

「いや、それこそ勘かん違ちがいなんじゃ？」

　楓かえでにも深閑にも、別に好かれるようなことはしていない。四し季き鏡かがみならまだ、色々と手伝っているし、たまに雑談もするし、多少は分からないこともないが……その二人は接点こそあるが、好かれる程のやり取りは無かったはず。

　こちらがそう思うのに、何な故ぜか沙さ織おりさんは自信を多分に含んだ声で、

「日野さんのように裏うら表おもて無く、メリットなど考えずに接してくれる方は、場合によってはそれだけでも好意の対象になるんですよ。ごく普通にお付き合い出来る相手というのは、とても貴き重ちようですから」

「……でも、そんなのいくらでもいるだろ？」

「そうですか？　少なくとも…………ぁふ……わたしを避さけずにお話ししてくれる子は、従育科では日野さんだけですよ？」

「…………あー……」

　途と中ちゆうでうっとりとした不意打ちボイスを挟はさみながら言われた言葉に、秋あき晴はるは上う手まく返せない。理由は簡単、美人過ぎるからだってすぐに答えられる。でもそれが全すべてって訳じゃないし、轟とどろきが邪じや心しん塗まみれで近付く時は事前に深閑や自分が対たい処しよするから、ひょっとしたら邪じや魔まをしていると思われかねない。

　どうとも言えず黙だまっていると、沙織さんは優しげな目をこちらへと向けて来た。

「切っ掛けはその程度でいいんです。後は理屈ではどうにもなりませんし、早さ苗なえさんだって雛ひな鳥どりのように刷り込みだけで誰かを好きにはなりませんから」

「……だけど、それって四季鏡がどうこうって話には微び妙みように繋つながらない気が……」

「姉の言葉ですから、信じて貰もらっていいと思いますよ？　昔から早苗さんの好みは把は握あくしていますし」

　そうは言っても──と再度納なつ得とく出来ない旨むねを話そうとした秋晴は、次に来た沙織の発言に、後頭部直ちよく撃げきコースで小しよう隕いん石せきが降って来たような衝しよう撃げきを受けることになった。




「わたしと早苗さんの好みは殆ほとんど一いつ緒しよですから。間違いありません」




　さらりと、聞き逃すのがとんでもなく難しい言葉が、マッサージしている相手から飛んできてしまった。

　……今のは、ええと……どう受け止めればいいんだ？　社交辞令なのかふざけているのか……それとも、万が一の可能性で、マジに言っているとか……!?

「あら？　手が止まっていますよ？」

「っ、悪い！　すぐ続ける！」

　指し摘てきに慌あわてて対たい処しよするが、手は動かせても頭はまともに働かない。でもそんなの仕方ないと強く思う。あんな発言を聞いて『へー、そうなんだー』と流せるようなメンタルの持ち主、思し春しゆん期き男子にいてたまるかって話だよ。

　マッサージする感かん触しよくやちょっと間違うと隠かくれているべき所が見えてしまうんじゃないかというものとは全然別べつ種しゆのドキドキに、秋あき晴はるは心臓がパンク寸前なんじゃと不安になる。

　ここはきちんと、詳くわしく問い質ただすべきなのか……それとも天然さんの言うことだからと補正をかけて喜ぶだけに留とどめるべきか。二に択たくだが、えらい難なん題だいだ。

　無ぶ難なんなのは後者だけど……というか、そっちの可能性が高すぎて、もし賭かけにしたら面白味のない鉄板具合になるだろうから、わざわざ自ら被ひ弾だんしにいくなよとも思う。

　心臓の鼓こ動どうがやけにうるさく感じられて、そのせいか掌てのひらから伝わっているはずの感触にまるで現実味が無い。これは喜ぶべきか血の涙なみだを出すべきなのか。

　どうにしろ自分が動どう揺ようしまくっているということだけは間違いないので、秋晴は少しでも落ち着こうと頭を振る。

　そこに、俯うつぶせた沙さ織おりさんから新たな言葉が。

「ん……そろそろ、次の箇所をお願いしてもいいですか？」

「おっ、おうよ！　次な、次……ええと、どこだっけ？」

　口に出してから、何を言ってるんだ自分はと恥ずかしくなる。動揺し過ぎで本当に思考がまともに働いてないっぽい。こんなの、訊きくまでもないだろって話だよ。

　足の方から順に上がっていって、太ふと腿ももが終わりっていうんだから、次は当然──

「じゃあ、立ち仕事で疲れましたので……お尻しりを」

「いや待てそれはおかしい百パーおかしいだろ！」

　ちっとも当然じゃない箇所だった。せめて座り仕事ならほんの少しは誤ご魔ま化かされたかもしれないけど、絶対に『ああ、あるよねー』とはならないから。

　微かすかに背中を震ふるわせているところを見ると、どうやらからかわれたらしかった。そうと分かっても秋晴は怒る気になれない。やや脱だつ力りよくはしたものの、どちらかといえばホッとしたっていう方が強いし。

　この感じだと、さっきの発言も重く捉とらえる必要は無さそうだ。まあうん、そうだよなぁ。普通に考えれば、こんなスーパーモデル級美人が自分に特別な感情を抱いだいているだなんて、おこがましい発想としか言いようがない。

　ハァ……と大きく息を吐はいた後、秋晴は反対側を向いて沙織の体を跨またぎ、

「ったく……それじゃ、腰こしをやるぞ」

「ええ、お願いします。わたしの上に座ってしまっても構いませんので、どうぞ」

「いやでも、重いだろ？」

　太ってはいないが、男が乗るのは女の身には辛つらいんじゃないかと思う。それに座るとなると、腰こしをマッサージする関係上、どうしたって尻しりの辺りに座ることになるから、別の意味でもあまりよろしくないんじゃないかと。理性と本能のバトル展開になりそうだし。

　こちらが多角的に判断して膝ひざ立だちキープでいこうと考えていると、沙さ織おりさんは顔を伏せたまま左手で器き用ように秋あき晴はるの足を突いて、

「大丈夫ですよ。これでもわたし、割と頑がん丈じようですから」

「……あー……まあ、分かる気はする」

　なんと言っても四し季き鏡かがみの姉だから、説得力は有りまくりだ。あれだけドジって転んで物を壊こわしまくっても掠かすり傷しか負わないヤツの身内なら、自分の倍くらいの重りが載のっても余よ裕ゆうの鼻歌が出そうな気がする。

「それに、こういう時や膝ひざ枕まくらの時くらい殿との方がたの重みに耐えられないようでは、四季鏡家の女としては失格ですから。どうぞ、遠えん慮りよしないでください」

「……えーっと…………それじゃ、失礼して」

　ずっと膝立ちだったからちょっと疲れているし、じゃあお言葉に甘あまえてと秋晴は腰を下ろした。出来るだけ体重はかけないように、そして接せつ触しよく箇所をとろけさせる勢いで柔やわらかな感かん触しよくも無視するように努めて。……えっらい難しいけど、頑がん張ばるしかない。

　体勢としてはかなり万全だし、足に比べて腰なら、どうマッサージすればいいのか何となく分かる。

　今日一日の疲れと、明日あしたに残った仕事もこなせるようにと、秋晴はバスローブ越しに腰へと手を当てて、とりあえず掌てのひらで軽く押し込んでみた。

「どうだ？　強すぎるか？」

「ん……いえ、気持ちいいです」

　良さげな感想がきたので、続行。体格やボリュームたっぷりの胸からは信じられないくらい細い腰を、ゆっくり、パン生き地じを伸ばすようなイメージで押していく。

　するとそれに応こたえるように沙織さんが身動みじろぎをして、

「ぅ、ん…………あぁ……も、もっと強く、してくれますか……？」

「分かった。……こんな感じか？」

「はふ、ぅ……は、はい。そんな風に……んっ……」

　やたら色っぽい声には慣れないけど、代わりにマッサージの具合は掴つかめてきた。

　少し楽しくなってきて、秋晴はリズミカルに強弱をつけて、時々ペースも変えてと試行錯さく誤ごをしながら続ける。

「っと、これだとどうだ？」

「やっ……気持ち、ぃ……ですが…………ちょっと、強……」

「じゃあ、これくらい？」

「……ぁ…………それ、いいです……！」

「揉もみ方も、こんな感じでいいか？」

「はい……んんっ……！　…………ふ、ぅ……ん……」

[image: ]

　沙さ織おりさんの反応が一々いいから試し甲が斐いがあって……うん、これはかなり楽しい。マッサージの機会なんてこれまで無かったけど、意い外がいと肉体労働だし、自分に合ってるかもだ。

　指を使ったり掌しよう底ていの硬い部分を使ったり、時には軽くベッドが軋きしむくらいぐっと体重を掛けてと、秋あき晴はるは段々夢中になって、




「あれぇ、二人共こちらの部屋で……ひゅわっ?!」




　──呑のん気きな声と共にドアを開けられるまで、侵しん入にゆう者がいたことに気付かなかった。

　パッと振り向けば、そこには片手に携帯ゲーム機を持った天てん壌じよう慈じ楓かえでの姿があって、目を丸くしてあわあわしている。

　突然現れた理事長に対する秋晴の第一声は、

「……あれ？　鍵かぎは？」

「ぇ、やっ、そのですねっ。オーナールームの鍵は共通で、わたしはちょっと謎なぞ解ときで詰まってしまって……！」

　そんなの深み閑かんに訊きけばいいのに、と思いはするが、もしかしたら風ふ呂ろに行っているのかもだ。あと、ゲームに関しては辛から口くちだから答えてくれなかったかも知れないし。

　ただ、そんなことより秋あき晴はるが気になるのは、楓かえでの反応がおかしいことだ。

　どうしてあんな、家の前で弟が彼女以外の女の子と抱だき合っているのを目もく撃げきしたような、『こりゃーえらいモンを見ちまったよ』と言わんばかりの表情をしているのか。

　軽く首を傾かしげて、秋晴が素直に疑問を口に出そうと──した、その寸前に。

　こちらが喋しやべろうとするのを見た楓が、更さらに慌あわててゲーム機を持った手を振り回し、

「みみみ見てませんよっ?!　わたしは何もっ、秋晴さんが沙さ織おりさんと旅先でありがちな勢い任せの行為に踏み切っているところなんて、見てませんから！」

「…………は、ぃ……!?」

　この人は何を言っているんだろうと眉まゆを顰ひそめた秋晴は、すぐに自分が傍はたから見てどんな状況なのかに気付き、一気に血の気が引いた。

　沙織さんはバスローブ、しかもちょっと裾すそが乱れていて、たぶん顔は血行が良くなっているから赤くなっているはず。

　……で、そんな人の上に、自分は馬乗りになっていると。服を着ているとはいえ、ベッドの上で。

　これはヤバい、すぐに説明しなければ大変な誤解を生んでしまうと、急いで退たい避ひしようとして──慌てたあまり秋晴はバランスを崩くずし、逆に沙織の背中に倒れ込んでしまった。

「うあっ……わ、悪い！」

「いえ、大丈夫です。それよりも、理事長先生もどうですか？　とても気持ちいいですよ？」

「ふぇっ!?　わっ、わたしはその、まだそういうことはちょっと……あれです、もう少し順序を大事にしたいと思うわけで……！」

　これっぽっちも空気を読まない沙織さんの言葉に、理事長はほぼパニック状態に陥おちいって、

「ですからそのっ、見なかったことにしますので！　お、おやすっ、おやすみなさい?!」

　そしてそのまま、ドアを閉めて去っていってしまった。

　勿もち論ろん、秋晴としては逃がす訳にはいかない。もし何かの拍ひよう子しに深閑や、仲良くしているピナに喋しやべられたら、終わる。退学から悲ひ惨さんなまでの冷れい遇ぐうまで選より取り見取りの展開になる……！

　誰にも言わないとしても、誤解されたままじゃ今後も色々と顔を合わせる時に気まず過ぎるし、放置なんてしていられるかって話だ。

　今度こそ無事に沙織さんの上から離れて床ゆかに着地し、秋晴はドアへと駆かけ寄りながら振り向かずに、

「悪いっ、続きはまた後で！　先に理事長をどうにかしてくるっ！」

　戻って来てから再開すると伝えるつもりで言うと……むしろドアの向こうから反応が。

「ひいぇっ!?　わっ、わたしをどうにか手て籠ごめにする気で?!」

　どうやらまだ隣となりのリビングルームにいたようで、バッチリ別の解釈をされていた。こっちの言い方にも問題あったかもだが、あの理事長、間違いなく妙みような色眼鏡めがねを掛けてやがる。

「だぁっ、違う！　誤解だっての！」

「こ、このままじゃ貞てい操そうの危機が……み、深み閑かんちゃん、大変！　大変な事態に巻き込まれて乙女おとめのピンチに〜！」

「うわ待てそれは本当に待てっ!?」

　ドアを開けた秋あき晴はるは、最も誤情報が伝わったらヤバい相手の名前を叫びながら逃げていく楓かえでを追い──異国の地で、物凄すごく情けない鬼おにごっこを繰り広げる羽は目めになった。




　何とか無事に理事長を捕まえ、暴れるのを抑おさえて必死の説得をしていたところを深閑に見つかり、半泣きで懇こん願がん混じりの説明をして……

　小こ一時間経たってから寝室に戻った秋晴は、ベッドでぐっすり眠ねむっている沙さ織おりの姿に脱だつ力りよくをして、自分の寝ね床どこへと戻った。

　無事に終わった翌日の撮影と、日本に帰るまでのドタバタと騒さわがしいアクシデントも含めて、これがグアムでの一番印象に残る出来事で──

　海外で一体何をしているんだろうと、秋晴は自分の人生に深い疑問を抱いだく羽目になってしまった。
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　二学期の期末試験が終了し、テスト休みも何事もなく過ぎていった。

　それはヘディエ個人として考えれば良いことだが、主人の気持ちを加味するのなら、話はまるで別になる。

　すぐ近くで窓の向こうにある夜空を眺ながめているアイシェ＝ハディムの表情は、いつもながらにこの地で最も美しいものの、一ひと滴しずく程の儚はかなげな憂うれいを帯びているようにも見えた。

　その原因が何なのか──一考するまでも無い、同じ敷しき地ちにいるはずの従育科生だ。

　主人がどれだけの想いを彼かの男に寄せているかは従者のヘディエにすら計りかねないが、あの表情を見れば簡単に切り捨てて忘れられるようなものではないということは分かる。そうでなければ自分が手を汚よごし、とっくに日ひ野の秋あき晴はるを闇やみに葬ほうむっているところだ。

「…………」

　星を眺めるアイシェの唇くちびるから、微かすかにため息が漏もれた。長年の経験で、主人が何に憂いを覚えているのか、ヘディエには手に取るように分かる。

　ここ最近、日野秋晴の周囲にいる女生徒の動きが少し変わった。積極的に白はく麗れい陵りようの外へと連れ出そうとしたり、二人きりで過ごそうとしたり、やや目に余る行動を取る者が多い。

　別に本妻以外の妻を娶めとろうが愛人を持とうが関係ないが、本妻候補のはずのアイシェを措おいて他ほかの女の相手ばかりしているのは、従者としては少し……いや、かなり気に入らない。

　せめて主人も同じように積極的に動ければいいのだけれど、性格と宗教上、あまり派は手でには動けない。特に外出の際には万全の準備を必要とするので、どうしても後手になってしまう。

　それでも慎つつましいアイシェは不満など抱いだかず、ただ想いを募つのらせるだけなのだが……ヘディエは、この状況に納なつ得とく出来ない。

　何より──残された時間は、あと僅わずかだ。

　限られた中で、主人の為ために何が出来るか？

　ヘディエはそれを深く考え…………やがて、一つの結論を出した。

　──と、特に音を立てたのでも身動みじろぎした訳でも無いのに、不意にアイシェがこちらへと振り向く。

　聡さとい主人は何かを察したようで、小さく首を傾かしげてヘディエを見てくる。

　その気き遣づかいに感激しながら、ヘディエは自分に出来る最上級の笑みを浮かべて応こたえた。

「いいえ、大丈夫ですアイシェお嬢じよう様さま、万事抜かりなく何の問題も有りません。全すべてこのヘディエにお任せ下さいませ」




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




　テスト休みが明けて、授業は午前中だけになった──とはいってもそれは上育科の話で、従育科生は午後も授業と奉ほう仕し活動がある。待遇の差はあって当然だから文句は無いけど、試験と休みで体が鈍なまっているのか、少し疲れが出ていた。

　なので、これから待ち受けている深み閑かんプロデュースの『これっていっそ気絶した方が楽なんじゃないかな？』と思わせてくれる授業を無事乗り切れるよう、しっかり昼食を摂とろうと食堂に向かっている途と中ちゆう。

　廊ろう下かにある掲示板に貼はられていた告知を目にして、秋あき晴はる達は足を止めることになった。

「もうすぐ二学期も終わりだと思ったら、最後に随ずい分ぶんなイベントがあったもんだなー」

「……ああ」

　隣となりで同意する大だい地ちの声は少し呆あきれたような感じで、少なくとも喜んでいないのは確定だった。まあそれは自分も同じなので、秋晴は右耳に刺さした安全ピンを弄いじりながら、改めて目の前にある紙を見る。

　生徒も参加するコンクールの詳しよう細さいや有名画家らしい人の個展告知などと一いつ緒しよに貼られているそれには、『クリスマス舞ぶ踏とう会かいのお知らせ』と書かれていて、

「……毎年恒こう例れいってあるから、あの理事長が思い付きで開く訳じゃないんだな。流石さすがはお嬢じよう様さま学校、毎年こんなのやってたのか」

「ええやんええやん、舞踏会！　必然的に女の子と手を繋つないで体を寄せてと、イチャラブ出来るんやで!?」

「僕らも参加出来ればの話だけどね」

　既すでに興こう奮ふんして鼻息荒く主張する轟とどろきに、三さん家けが相変わらず落ち着いた突っ込みを入れる。この似え非せ関西弁なエロ馬鹿野や郎ろうとルームメイトなんてやっていたら、凶きよう暴ぼう性せいを増すか達観するかの二に択たくにならざるを得ないんだろうけど、どんどん後者になっているっぽい。

　まあでも、三家の言う通りだ。従育科生の参加が認められているかどうか、そこから更さらに男子が参加出来るかどうかっていうのが問題になる。

　別に参加したい訳じゃないので秋晴としてはどちらでもいいが、もし裏方として参加することになるのならその日は予定を入れられない……けど……

「…………まあ、クリスマスイヴに予定なんて入らないか」

「んん？　なんやあっきー、もしかして抜け駆がけする気やったんか?!」

「そんな相手いないっての。お前と一緒で、こんなイベントが無ければいつも通り過ごして終わりだ」

「おおっと、一緒にされるのは心外やな。オレは当日までに運命の相手を見つけるつもりで活動中やで？」

「……あの、それに僕を巻き込むの、止めてくれないかな」

　二人が──というか、轟が嫌いやがる三家を連れて街にナンパへ繰り出しているのは知っているけど、たぶんあと十日足らずで奇き跡せきの成功は起きないと思う。三家だけならまだしも、轟がいたら無理だ。顔はそんなに悪くないが、必死過ぎてなんか怖いし。

　とはいえ、そんな轟とどろきを秋あき晴はるも笑っていられない。相手がいないのは一いつ緒しよで、たぶん男同士で集まる羽は目めになるんだろうから。

「……しかし、二十四日って、もう冬休みに入った後だろ？　帰き省せいしている生徒もいるんじゃないか？」

「これが毎年恒こう例れいなら、舞ぶ踏とう会かいに参加してから帰る生徒が多いと思う」

「あー、確かにな。そういう流れなのか」

　大だい地ちの言葉は尤もつともで、そうだとしたら殆ほとんどの上育科生が参加する可能性が高いってことになる。

　なら、当日にセルニアもいるかもだ。誕たん生じよう日びプレゼントを要求されていて、まあ何だかんだで色々と助けて貰もらっているから上げてもいいかと思っていたから、休みに入る前に渡そうかと計画していたけど……舞踏会に来るなら、その時に渡せばいいか。やっぱりこういうのは誕生日当日に渡す方が良いし。……従い姉と妹この誕生日を忘れていた人間が言うと、ちょっと虚むなしい気もするが。

　ともあれ、後でちゃんと本人に確認を取っておこうと決め、そろそろ食堂へ向かおうと、秋晴は掲示板から視線を外し──

　そして、思わぬ人物と目が合った。

「あれ……あんた」

「随ずい分ぶんな呼び方をなさいますね、旦那だんな様さま。それとも胡ご麻ま以上空そら豆まめ未満サイズの脳では既すでに私の名前すらお忘れですか、それでは仕方ありませんが」

「…………な、なんか凄すごい言われ様だよ……？」

「しっ、野や暮ぼなこと言うなやミケ。これもプレイの一環に違いないで」

　ひそひそと的外れなことを言いやがる轟は後でどうにかするとして、秋晴は廊ろう下かに立っていた上級生の周りを見る。

　今日も毒どく舌ぜつが酷ひどいヘディエがいるってことは、すぐ側そばに主人のアイシェもいる……はずなのに、どうしてだかその姿が無かった。

　全身をチャドルに包んでいて目立つから、パッと見でもすぐに分かる。厳しい戒かい律りつの多いアーフラム教という宗教の信徒だから、自分の他ほかに何人も男がいるこの場には現れ難くて、どこかに隠かくれているのかもしれない。

　近くの物陰にはいないみたいだけど、余計に罠わなの可能性が──と警けい戒かいを深める秋晴の耳に、やや醒さめたヘディエの声が届いた。

「アイシェお嬢じよう様をお捜さがしのようですが、残念ながらここにはおられません。今は自室で瞑めい想そうのお時間です」

「え……じゃ、本当にあんた一人なのか？」

「ええその通りです、ようやく理解して頂いたところで──このヘディエと一いつ緒しよに来て貰もらえますか？」

「いや、来て貰えますかって言われても、これから昼飯を食いに……」

「すぐに済みます、それとも器が小さすぎて年長の女性が頭を下げて頼んでいるのに僅わずかな時間すら融ゆう通ずう利かないとでも仰おつしやるつもりですか？」

　……明らかに頼んでるって態度じゃないし。それに全然頭なんて下げてなかった。せめて言動くらいは一致させる努力して貰もらえないだろーか？

　相変わらずなヘディエに、秋あき晴はるはガリガリと後頭部を掻かいて、諦あきらめの吐と息いきを吐つく。ここで断ったら拉ら致ちまで有り得る。なら、大人おとなしくついて行くのが得策だろう。

　ちゃんと昼飯が食える時間までに解放されるかどうかが不安だけど、仕方ない。選択の余地なんてほぼゼロみたいだし。

「……なんか用があるみたいだから、お前等は先に行っててくれ。ついでに何か俺おれの分も注文しといてくれると助かる」

「ああ。……気を付けろよ」

　深刻そうに大だい地ちが言うけど、秋晴はそれを笑い飛ばせない。どうして女に用があると言われてそこまで心配されなきゃならないんだって普通は思うが、相手はマーダー侍じ女じよだ。本気で命の危機まであるから、油ゆ断だんなんて出来るはずがない。

　ただし本当の意味でヘディエの怖さを知っているのは大地だけらしく、轟とどろき達はひらひらと手を振って、

「おうおう、行って来いや。もしエロいことになるようなら、後でタバスコ一瓶びんを口の中に突っ込んだるから覚かく悟ごせぇや」

「それじゃ、また後でね」

　見送りの言葉に軽く手を挙げて応こたえていると、ヘディエはさっさと踵きびすを返して先に行ってしまう。

　一いつ瞬しゆん、今だとダッシュで逃げたい気持ちに駆かられはしたものの、そんなことをしたらたぶん刃は物ものが飛んで来る展開になるだろうから、秋晴は大人しく後に続いた。

　ヘディエは黙もく々もくと歩いて、通路を通って特別校舎の方へと行く。人ひと気けはゼロで廊ろう下かには足音だけが響ひびく……といっても、自分のだけで、目の前を歩いているはずの侍女の足下からは何の音もしない。深み閑かんも同じことが出来るが、プロの執しつ事じやメイドってこんな忍にん者じやスキルまで身につけておかないといけないものなんだろーか？

　だとしたら道みち程のりはとんでもなく長いなぁ……と秋晴が遠い目をしていると、不意にヘディエが立ち止まり、

「ここです、どうぞお入り下さい」

　そう言って、プレートのついていない教室のドアを開けた。

　素直に中へ入った秋あき晴はるは、どう考えても空あき教室としか思えないガランとした内装に、言われるがままに侵入して良かったのだろうかと不安になる──が、すぐにどことなく見覚えがあることに気付く。

　使われていない教室なんてどれも似たようなものかもしれないけど、良く見れば綺き麗れいに掃そう除じされているし……たぶん間違いない。

「ここって、アイシェが着替えに使っていた部屋か？」

「ご名答です旦那だんな様、少しは無い頭を使えるようになられたのですね、何よりです」

「…………まあ、いいんだけど……」

　今いま更さらこの侍じ女じよにスナック感覚でフランクに罵ば倒とうされたところで怒る気になんてならない。この人の発言に一々怒っていたら、頭の血管が破れてポックリいくような漫画でしか有り得なさそうな死に方を体験する羽は目めになるだろうし。

　それでも若じやつ干かん傷付きはするので、ややナイーブな気持ちになりながら秋晴は部屋の奥へと進む。今は窓際のカーテンが開けられているけど、初めて会った時にアイシェがこの辺りで着替えていたことを思い出した。

　よもや中で着替えている人がいるとは予想だにしなかったし……しかもその後、殺されかけるだなんて、誰が想像出来るんだ。名門校の学まなび舎やで殺人事件って、推理小説じゃあるまいし。

　鈍にぶく光る匕首あいくちを自分に向けてくれやがった張本人さんはどうしてここに案内したんだろうかと、秋晴は当然の疑問を抱いて振り返る。

　するとヘディエはドアを閉めたところで……何な故ぜか、カチャリと鍵かぎまで掛けた。

「…………ええと……どうして鍵を？」

「邪じや魔まが入るのは歓迎しませんので。有り得ないと思うような極小の可能性でも見過ごせば大惨さん事じになり得ると、どこかのチンピラ執しつ事じ候補生が実証して下さりましたし」

　うわストレートに貶けなされた。嫌いや々いやだとしても主人とくっつけようとしている人間がどうしてこんなことを言えるのか、とても不思議。

「……で、俺おれに何の用があるんだ？　わざわざこんな所に連れて来て」

　昼飯のこともあるので早めに済ませて貰もらおうと、秋晴はヘディエに問い掛ける。ただしいつでも動けるように気は抜かない。下へ手たすれば『やっぱりあの時の続きをしようと思いまして』と再び凶きよう刃じんを振るわれることだって考えられる。

　こちらの思おも惑わくを知ってか知らずか、ヘディエは玩具おもちやの武器を持って威い嚇かくする子供を見るような目をして……しかしすぐに、その瞳ひとみが柔やわらかく細められた。

　その意味がどういうことなのかと秋晴が考える前に、

「あの日──旦那様がアイシェお嬢じよう様さまの柔やわ肌はだを目もく撃げきしてからもう随ずい分ぶんと経たちますが、未いまだに心変わりはありませんか？」

「心変わりって、何のだ？」

「お嬢じよう様さまとの婚こん姻いんです、ご察し下さいませ」

　確かに、この侍じ女じよから話があるならピンポイントでその話題しか無いんだろうが、軽々しく口には出せない。内容が結婚関連じゃ、そりゃあ躊ちゆう躇ちよもするって。

　秋あき晴はるが適切な返しを考えていると、一いつ瞬しゆん視線を外している間に近付いていたヘディエがすぐ横に来て窓の鍵かぎもチェックし始めた。どうでもいいけど、目の前を横切った時に微かすかに柑かん橘きつ系けいの匂においがして、妙みようにドキドキする。
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　手を伸ばせば触ふれられる距離という近さに軽く戸と惑まどいながらも、秋晴は完全に主しゆ導どう権けんを渡してしまわないようにと、ハッキリ口にした。

「侍女のあんたには悪いが、俺おれは結婚するつもりなんて無いままだ。あと半年弱、何もなければいいんだろ？」

「まあ、それはつまりお嬢様の綺き麗れいなお体を汚よごしておきながら、責任は取らず時効を待つということですか？　流石さすがは外げ道どうですね、畜ちく生しよう以下の旦那だんな様」

「なんつー酷ひどい解釈してやがる?!」

「間違ったことは言っておりませんが、何か？」

「表現！　表現の仕方をもっと考えろよっ!?」

　しれっと普段とは別の角度から言葉の刃やいばで刺さされ、ちくちくと良心が痛むのを秋晴は堪こらえる。言い方はアレだけど事実無根という訳でもないから、罪悪感が疼うずいてしまう。

　この魔ま女じよはどれだけ多彩に攻せめてきやがるんだと、改めて秋あき晴はるは警けい戒かいを強める。

　でも、何な故ぜかヘディエの表情はこちらをからかう類たぐいのものではなくて……調子が狂うな、これは。何を考えているのか、ちっとも読めない。

　いつもはどれだけ嘲ちよう笑しようしていても一ひと滴しずくの敵てき意い……というか、もうそれ殺意の域だよねと言いたくなるレベルで見過ごせない圧力をかけてくるのに、今日に限ってそれは無し。しかもアイシェは置いてきているという異常事態だ。

　本当にこの女はどういうつもりなのか。雷かみなりに打たれて思考回かい路ろが妙みような具合に切り替わったとか、夢ゆめ枕まくらにどこぞの神様が立って改心を迫ったとか、それくらいのことが無いと納なつ得とく出来ない。もしくは、これ自体が何かの罠わなとか。

　秋晴が疑ぎ心しん暗あん鬼きに駆かられていると、そんな考えを一笑するようにヘディエが口元を緩ゆるめた。

「ただの確認です、過か剰じよう反応する程のことではありません。……個人的には残念ですが、ここに至ってはもう諦あきらめるべきでしょう」

「は……？　あんた、何を……？」

　これは本格的におかしいと、秋晴が怪け訝げんに眉まゆを顰ひそめた瞬しゆん間かん。




「あと数日でアイシェお嬢じよう様さまは本国にお帰りになられますので」




　──ここまでで最大の衝しよう撃げき発言に、自分の耳を疑った。

　だが、ヘディエはこちらの様子など気にすることなく、淡々と続ける。

「もう二度と会うことは無いでしょう、私としては感かん涙るいを流すに値します。非常に残念なことに、お嬢様は全く別のお気持ちでいらせられるようですが」

「ぁ、え？　二度とって……ぇ？」

「おやどうなさいました旦那だんな様、若年性の痴ち呆ほう症しようでしたら良い毒薬に心当たりがありますので調達しますが？」

「いや医者を紹しよう介かいしとけよ！　もしくは対たい症しよう療りよう法ほうを！」

「ですが後継人家族の世話になりたくないという旦那様の意思を尊重するのであれば、やはりここは一思いに」

「こんな時だけ尊重すんなよ!?　つーか痴呆じゃねぇ！」

　さらっと怖いことを言うのはいつも通りで、なんか逆に安心する。しかし、どこまでこっちの事情を調べていやがるんだ、このマーダー侍じ女じよは。

　ともあれ、聞き逃のがせない発言があったのは間違いない。

　一度深く息を吐はいてから、秋晴はゆっくりとヘディエの目を見み据すえて、口を開いた。

「……本国に帰るって、どういうことだ？　それに、二度と会うことは無いって……」

「言葉通りの意味です、それ以上の意味はありません。アイシェお嬢様と私は二学期の終わりと共に本国に戻ることになりました」

「や、でも……クリスマスの舞ぶ踏とう会かいは？」

　言ってから少し的外れかもしれないと思うけど、まだ混乱が続いているから上う手まく考えが纏まとまらない。内容が内容だし、おまけに突然過ぎる。

「異い教きようの祭りの際に行われる行事になどアイシェお嬢じよう様さまが参加するはずがないでしょう？　日本の文化や白はく麗れい陵りようの事情は了りよう承しよう済みですが、そこに付き合うつもりなどありませんので」

「まあ……そりゃあそうか。でも、それじゃ終業式が終わったら帰るのか？　いくらなんでも急すぎるんじゃ……」

「前々から決まっていた話です、昨日きのう今日湧わいた話ではありません。旦那様がアイシェお嬢様と婚こん姻いんを結ぶ意思があるというのであれば、また別の話になりましたが」

　そう言われるとこっちが悪いみたいな気分になるが、いくら秋晴でも『それなら』と結婚の約束なんて出来ない。自分の人生に大きく関わる問題だ。そう簡単に頷うなずけるはずがない。

　第一、これが急な話じゃないっていうのなら、訊ききたいこともある。

「……どうして今、そんな話を伝えるんだ？　アイシェなら自分の口から──は無理かもしれないけど、少なくとも同席して伝えて来そうなのに」

　宗教上の理由で滅めつ多たに喋しやべらないとはいえ夫候補の自分と二人きりの時は声を出すし、そうでなくても大事な話なんだから、代わりに喋るヘディエの横にいそうなもんだ。

　けど、現実にはヘディエ一人だけ。淑しとやかで礼れい儀ぎ正しいアイシェの性格を考えれば、首を捻ひねらざるを得ない。

　答えてくれるのを期待して毒どく舌ぜつ侍じ女じよを見つめると、あちらも逆に秋あき晴はるの目を真まっ直すぐに見み据すえて……ぽつりと、言った。

「……アイシェお嬢様がお止とめになられたからです」

「止めた？　えっと……話すのを？」

「ええそうです、今日のことはこのヘディエの独断です。お嬢様は旦那だんな様に伝えることなく、最後の日に挨あい拶さつだけをして帰国なさるつもりでした」

「どうしてあんたが、わざわざ……？」

　話を聞く内にどんどん混乱が酷ひどくなるけど、一番気になるのはそこだ。

　アイシェが国に帰らなきゃいけなくなった訳とか、帰国を自分に話さないと決めた理由とか、知りたいことはいくらでもあるが……主人思いというか、主人以外は地球の裏側に落ちている石ころ程度にしか認識していないはずのヘディエが、独断で裏切りとも取れる行動をするなんて。轟とどろきに美人で性格と趣味が普通な彼女が出来るよりも驚くべき事態だ。

　これまでアイシェの為ために自分を嵌はめようとしてきたのにどういうことなのか、秋晴は疑惑をたっぷり含んだ視線を送る。

　それに対してヘディエが見せた反応は──

「アイシェお嬢じよう様さまのことを思ってのことです、後で責められようとも構いません」

　これまでの嘲ちよう笑しよう混じりとも社交辞令的なものとも違う、さっぱりとした笑みを浮かべていた。主に敵てき意いばかり向けられていたから、こんな顔をされると調子が狂う。

　しかも、秋あき晴はるを困こん惑わくさせる発言はまだ終わりじゃなかった。

「こうなったら無理にでも夫婦の誓ちかいを──というのは、アイシェお嬢様が喜ばれません。ですから私が出来ることといえば、旦那だんな様へお伝えするくらいです」

「……それだけなのか？　いつもなら、もっとこう……」

「この期ごに及んで旦那様に頼むことなど微塵みじんもありません。ですが……そうですね、この話を旦那様にしたことをアイシェお嬢様には黙だまっていて頂けますか？　優しいお嬢様のことです、余計な心配をかけてしまったと心を痛めかねませんので」

「そりゃあ構わないが……」

　本当にそれだけでいいのか、とは思ってしまう。ヘディエの言うことは分かるし献けん身しんの姿勢は立派だけど、今までのパターンならもっと強引な手段を取ったはずなので、何か裏があるんじゃないかと勘かん繰ぐりそうになる。

　──しかし、だ。

「ありがとうございます、わざわざ訪ねた甲か斐いがありました」

　目の前でヘディエが、今度は本当に頭を下げているのを見ると、秋晴はもう何も言えない。この侍じ女じよには殺されかけたり罠わなに嵌はめられたりと、ろくな目に遭あわされてないけど……主人の為ために本気で動いているのは分かるし……

　俯うつむき加減になって指先で左眉まゆの傷きず痕あとを掻かきながら、秋晴は小さく息を吐はき……ややあってから顔を上げた。

　そしてまだ頭を下げているヘディエに、

「──何か俺おれに出来ることがあったら、やってもいいぞ」

　……自分からそんなことを言ってしまった。
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　その日の夜。寮りようの自室で秋晴は、寝る前にルームメイトの大だい地ちに一つ質問をしてみた。

「なあ。お前が白はく麗れい陵りように入学する前、地元の知り合いがお別れパーティーとか激げき励れい会とかやってくれたか？」

　適当な前振りをしてそれらしい筋道を整えて──とやるのが面めん倒どう臭くさかったので、直球で訊きいてみる。上う手まい段取りを踏めるような器き用ようさなんて持ち合わせてないし。

　だから向こうとしてはかなり唐とう突とつだったはずだが、ベッドに座り直した大地は僅わずかに眉を顰ひそめるだけで、ちゃんと答えてくれた。

「家族で簡単な食事をした以外には、特に何も無かった」

「ん……やっぱそんなもんなのかな」

「……何の参考にしたいのかは分からないが、僕の場合は全く参考にならないぞ。学校には僕しか生徒がいないような山奥で、身み内うち以外の知り合いなんて殆ほとんどいなかったからな」

「うぇ、マジで？　聞いてはいたが、そこまで田舎いなかなのか？」

　それって限界集落ってヤツなんじゃなかろーか？　というか、よく廃はい校こうにならないな、その学校。

　驚きと感心で秋あき晴はるが口をポカンと開けていると、大だい地ちはジロリとこちらを見て、

「日ひ野の、お前はどうなんだ？　編入してくる前に、送り出してくれた人は──」

「あー、一応あったな。寮りようだったから同室のヤツと、同じクラスだったのが何人か集まってくれて……って、大地？」

　懐なつかしいなー、と思い出しながら現在のルームメイトを見てみれば、初めてとんかつパフェの存在を目まの当たりにした人みたいに唖あ然ぜんとしていた。今の話に驚くポイントなんて無かったはずなのに、何だこの反応は。

「……そんな、まさか…………日野に、ちゃんとした友人がいただなんて……!?」

「お前、さらっと酷ひどいこと言ったな？」

「だって…………しかし……そんな素振りは……」

　小さな拳こぶしを震ふるわせて、信じられないと言わんばかりの大地だけど……そうかそうか、そんな風に思われていたか。部屋の隅すみで泣けばいいのかな、これは。

　まあでも、分からなくもないか。白はく麗れい陵りように来て以来、連絡なんて取ってないし。前の学校にいた時、携帯電話を持ってさえいれば今も連絡はついたんだが……残念ながら、手帳に寮の電話番号が控えてあるだけで、個人の連絡先は知らない。

　それに友人といってもそこまで仲が良かった訳じゃ無いから、集まってくれたのは騒さわぐ理由が欲しいとか元お嬢じよう様さま学校に編入することを羨うらやましがるとか、そんな風な感じだった。

　だからそう特別、大したものじゃない。

　……でも、嬉うれしかったし、励みになったのは確かだ。

「やっぱ、何もしないってのは、なぁ……」

　腕うで組ぐみして漏もらした呟つぶやきに、秋晴は改めて思う。

　あの時の自分とはまるで状況が違うし、大っぴらに送り出すことは黙だまっていると約束したから出来ないけど……知ってしまった以上、何かしてあげたかった。偶ぐう然ぜんの事故が切っ掛けで、色々と腑ふに落ちないところもあるとはいえ、好意を向けてくれた相手だし。

　ただし──昼に秋晴の『自分に出来ることがあれば』という発言を聞いたヘディエの応こたえは、『特に何も、私からはありません』と、にべもないものだった。

　ここぞとばかりに過度な要求をされても困ったが、まさか何も言われないとは。あの魔ま女じよめ、本格的にこっちの予想を裏切りやがる。

　だから秋あき晴はるは自分で考えて動くしかなくなり、どういう風に送り出されたら嬉うれしかったか大だい地ちに訊きいてみた訳だが……見事に失敗、得たものは無かった。

「………………むぅ……」

　こうなると思い出作りとかプレゼントを渡すとか、それくらいしか浮かばない。でも、何も知らないはずの自分がいきなりそんなことをしたら超不自然だし、悩みどころだ。

　お手上げと示すように両手を上げてベッドに倒れ込んだ秋晴は、大きくため息を吐ついて……それから、気付く。

　隣となりのベッドにいる大地が、じっと自分を見ていることに。

「──良く分からないが、誰かがどこか遠くへ行くのか？」

「え？　……あー、うん。そんなところだ」

　ヘディエの口止めは『アイシェには言うな』というものだったが、誰の耳に入るか分からなくなるから、なるべく黙だまっておいた方が良いだろう。

　そう思って言葉を濁にごした秋晴に、大地は何な故ぜか四つん這ばいになって、ベッドから落ちるギリギリのところまでこちらへと近付いて来て、

「…………その……白はく麗れい陵りようを、辞やめるのか……？」

「ぅえっ!?」

　深刻な面おも持もちで、ピンポイント発言をぶちかましてきやがった。

　これには秋晴も思わず体を起こして、まじまじと大地の顔を見る。まさか今の会話だけでそこまで悟さとられるだなんて、これっぽっちも考えていなかった。勘かんが良いってレベルじゃないだろ、どんな超能力だよ。

　驚きで速まった鼓こ動どうを落ち着かせるようにこっそり深呼吸をする秋晴に、大地は深刻な病状を告げる医者みたいな表情で、ちらちらと視線を外しながら口を開いた。

「……辛つらいこととか、問題があるなら…………あの……相談に乗る」

「や、別にそんな、俺おれも良く分からな………………？」

　焦あせって否定と言い訳を連呼しようとしていた秋晴は、ふと違和感に気付いて言葉を止める。

　今のは…………何か、おかしくなかったか？

「……大地？　お前、誰が白麗陵を辞めるって話をしてるんだ？」

「それは勿もち論ろん、日ひ野のが──」

「よし、そこでもう間違いだ。俺は別に辞めたりしない」

　そう言って、やっぱりかと秋晴は納なつ得とくする。どこか変だと思ったら、自分が辞めると勘かん違ちがいしていたらしい。普通、辞めようとする人間が自分から追い出しパーティーの話題を振ったりしないだろうに。

　大地らしくないうっかりだけど、こっちはホッとした。バレても口止めすれば黙っていてくれるヤツだとは分かっているが、それでもだ。

　ただし安あん堵どしたのは秋あき晴はるだけじゃないらしく、大だい地ちも険しかった面おも持もちを緩ゆるめて肩かたを落とし、大きく息を吐はいていた。

「…………そう、か……、あまり紛まぎらわしい発言はするな」

「や、悪い悪い。そんなつもりはなかったんだが、心配掛けたな」

「……………………別に、心配なんてしていない」

　ぷいっと顔を背けてそう言うと、大地はベッド周りのカーテンを閉めてしまった。

　らしくない反応を見られて恥ずかしいのかもしれないが……クールなヤツなのにこういうところは子供っぽくて、なんか微笑ほほえましい。

　声を殺して笑った後で、秋晴は明かりを消そうとベッド脇わきのスイッチに手を伸ばし、パチンと灯ひを落とす。

　そしてベッドに潜もぐり込み、頭の後ろで手を組んだまま目を閉じて──考える。

　大地があんな顔を見せてくれたように、やっぱり別れっていうのは重い出来事だ。同級生や、それなりに仲良くやっているみみなやピナ達に比べれば、アイシェ達と一いつ緒しよに過ごした時間は短いけど……インパクトはとんでもなく強くて、もしかしたら一生忘れないかも知れない。

　だからこそ改めて思うのは、最後に何かしてあげたいということで……とはいえ、大おお事ごとには出来ないし、ヘディエには袖そでにされたし……

「…………ううん……」

　悩みに悩んだ挙げ句、秋晴が出した答えは──
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「あーっと、偶ぐう然ぜんだな！」

「…………？」

　秋晴自身も少しわざとらしいと感じたその呼び掛けに、シクラメンの花か壇だんの前にいたアイシェはゆっくりとした動作で振り返った。同じく側そばに控えていたヘディエもこちらを向いて、あからさまに『何しに来やがった』と言わんばかりの視線をくれる。

　深み閑かんとは別種の怖い圧力に、秋晴はひるまず近付いて行く。側にアイシェがいるなら、流石さすがに突然の暴行は無いだろうし。

　敵てき意いは無い証しよう拠こに笑顔を浮かべて……どうして野生動物や言葉の通じない未開地の部族を相手にするような対応しなけりゃならないんだろうなぁ？　でもやらないで怪け我がしたり刃物を突き付けられたりするよりマシか。

　ともあれ、身の安全も考えて残り数歩の距離で秋晴は止まり、アイシェ──ではなくて、ヘディエの方を見た。

「ちょっとそこの侍じ女じよに用があるんだけど、借りていいか？」

「ハア？　何を仰おつしやっているのですか、この偏へん愛あい嗜し好こうの旦那だんな様さまは。不ふ肖しようながらこのヘディエ、主あるじたるアイシェお嬢じよう様以外の指さし図ずを受け入れるつもりなど毛け先さき程にも……」

　予想通りにヘディエから機関銃じゆうのような罵ば倒とうと拒否の言葉が飛んでくるが、それも唐とう突とつに終わる。

　理由は簡単、アイシェが止めたから……の、はず。視線は主人の方を向いているし、アイシェもじっと侍女を見ているから、たぶん服に付けている通信セットで何かしらの会話をしているんだろう。

　しばし秋あき晴はるが動向を見守っていると、ややあってからヘディエは、

「……それではアイシェお嬢様、この場にてしばしお待ち下さいませ。目の届かない位置には行きませんが、火か急きゆうの際と言わずとも小用でもお呼び頂ければすぐに駆かけつけますので」

　そう言ってアイシェへと頭を下げてから、秋晴の側そばへと寄って来た。これはつまり、要求が通ったってことだろうけど……顔が怖い、一切笑ってない顔が怖い。

「それでは旦那様、手早くお済ませ下さい。この場を離れるのは不可能ですが、少しばかりの移動は許容します」

「あ、ああ。それじゃ、こっちに」

　軽くビビリつつ、秋晴は適当な場所と辺りを見回し、アイシェに話が聞こえない程度に離れられれば十分と、噴ふん水すいの所まで移動する。

　すぐ後ろから、ちっともかしずく気配無くヘディエが付いて来て、

「……全くこの短たん慮りよな旦那様には困ったものです、お嬢様には秘密だと言いましたのにあの態度、自分から知っているとアピールするようなものです」

「それは悪いと思うが、あんた個人への連絡方法とか知らないし、直接訊ききたいことがあったからな。……っと、この辺りでいいか」

「まあ妥だ当とうというところでしょう、手短にお願いします」

　噴水をバックにして、こちらと主人を同時にチェック出来るよう位置取りをしたヘディエに、秋晴はやや緊きん張ちよう気味に切り出す。

「昨日きのうの話なんだが、一つ訊きたいことがあるんだ」

「どうぞ仰おつしやって下さいませ。答えるかどうかは別問題ですが、聞く耳は持ち合わせておりますので」

　一々引っかかる言い方をしてくれる。いつの日かこれもこの侍女の味として楽しめるように……はなりたくないが、まあそれも帰国されて会わなくなれば関係なくなるか。

　そう思うからこそ秋晴は、一晩悩んで紡つむぎだした質問を口にした。

「──アイシェは、帰国することに納なつ得とくしているのか？」

　ピクン、とほんの僅わずかだけど、ヘディエの眉まゆが反応し、

「……それはどのような意味でしょう？　質問の意図が不明確で、私には答えかねますが」

「だから、帰国して白はく麗れい陵りように戻って来ないことに、あの人は反対していないのかって話だよ。侍じ女じよなら知ってるだろ？」

　ちょっと挑ちよう発はつ的な言い方かもしれないが、聞きたい内容が内容だ。せめてこれくらい強気にいかないと口を割らない可能性もある。

　内心では多少ドキドキしつつ、秋あき晴はるは睨にらむようにヘディエを見つめて、改めて言った。

「アイシェが望んで帰るとか、それなりに納なつ得とくした上での帰国っていうんなら、俺おれは最後の別れの挨あい拶さつくらいしか出来ない。けど、そうじゃなくて、本人が乗り気じゃないのに仕方なく……っていうんなら、出来る限り残れるように協力したいんだよ」

「昨日きのうハッキリと申し上げたはずですが？　旦那だんな様さまに望むことなど、何一つとして──」

「それはあんたの意見だろ？　俺が勝手に動くだけだから、アイシェの気持ちを教えてくれって言ってるんだよ」

　かなり強引な言い分だとは理解しているし、話しながらどうして睨にらまれてまでやってるんだろうなぁ、とも思う。

　ヘディエも同じ意見なようで、怒るというよりは呆あきれを多分に含んだ声で訊きいてくる。

「ヘタレで奥手な旦那様がそこまでやる理由が分かりません。それにどうしてもというのであれば簡単です、旦那様がアイシェお嬢じよう様と沿い遂とげれば万事解決します」

「それは無理だ。少なくとも、今はそんな気になんてなれない」

「なのにお嬢様の手助けをしたいと？　随ずい分ぶんと虫のいい話をしますね、それで通じるとお思いですか？」

「都合のいいことを言っているのは分かってる……けど、頼む」

　遠巻きにアイシェが見ているから、頭は下げられない。だから秋晴は精一杯の誠意で言うしかなかった。

　形はどうあれ自分を好きだと言ってくれた人が、望まないのに帰国して二度と会えなくなるのは……やっぱり寂さびしいし、それ以上にやるせない。

　でも結けつ婚こんは嫌いやだって宣言しているんだから、かなり自分勝手なことを言っているとは十分に分かっているが、それでもだ。

　第一、文句があるなら、話を伝えたこの侍女が悪い。責任転てん嫁か上等だよ。

　腹を括くくって秋晴が見つめる中、ヘディエはじっと探るような目を向けてくる……が、ややあってから張り詰めていた糸が切れたように吐と息いきを吐ついた。

「──全く、我が儘ままな旦那様もいたものですね」

「それは自分でもそう思う」

「アイシェお嬢様の思い人でなければ、その口に刃やいばでも噛かませて何も言えなくさせているところです」

「……それはご免めん被こうむる」

　というか、ちょっと笑みを浮かべて言う台詞せりふがそれってどうよ。明らかに発想が尋じん問もんに長たけた人のものだし。

　覚かく悟ご決めるの早まったかなぁ……と秋あき晴はるが軽い後悔を覚えていると、ヘディエは主人の様子を確認してから、ゆっくりと唇くちびるを開いた。

「お嬢じよう様さまの帰国が望まれた最大の理由は、旦那だんな様──貴方あなたとの進展が無いからです」

「え？　お、俺おれが原因？」

　もしかして、というくらいにはその可能性も考えていたけど……よもやど直球でそうだとは。

　思わず動揺して自分を指差す秋晴に、ヘディエはにこりともせず頷うなずく。

「本国のご家族が心配になる理由は明確です、アイシェお嬢様のことを案じればこそでしょう。旦那様との関係が上う手まくいかないとなれば、心に傷を負うことになります。他ほかの男性に再び素す肌はだを見られてしまう危険性も絶対に無いとは限らない──となれば本国に戻し、万が一の事態など起こらぬようにと考えるのもやむを得ません」

「……それは分かる、けど……どうして今なんだ？」

　秋晴が事故でアイシェの着替えを見てしまったのは、一学期のこと。夏休みを挟はさんでいるんだから、その時に強制送そう還かん……っていうなら、まだ分かる。

　でももう二学期も終わりだ。このタイミングで帰らなくても、せめて二年生の間くらいは居てもいいと思う。

「夏に帰国した時は、まだ旦那様と出会ってからそう時間が経たっておりませんでした。しかしあれから半年経って、だというのに旦那様ときたらアイシェお嬢様以外の女性と遊び呆ほうけてばかり……」

「いや待てっ、そのわざと誇こ張ちようした言い方なんだよ?!」

「あらまあ事実と違うとでも仰おつしやいますか、でしたら断だん頭とう台だいにクビを差し出した状態で過去一ヶ月の女性関係を全すべて語った上で『そんなことはしていない』と断言して下さいませ。判断と執しつ行こう係はこのヘディエが務めさせて頂きます」

「何その有罪確定の処刑?!　俺はそんな、女遊びなんて本気でしてないぞ!?」

　ただの嫌いや味みな追及ならともかく、背筋に嫌な汗あせが流れるくらいマジな恐怖が含まれていて、秋晴は全力で否定をする。

　なのにヘディエは冷ややかな視線をくれて、

「では好意も下心も無く女性に接していると？　それとも全部本気だから遊びではないという戯ざれ言ごとですか？」

「だから、それは……」

　答えようとして、言葉に詰まる。後者は全否定出来るけど、前者に関しては無いとは言い切れない。轟とどろきみたいに下心満まん載さいってことは無いが、一いつ緒しよに居て楽しかったり頼られて嬉うれしかったりするのは、少なからず好意があるってことだし……これが普通に問い詰められただけなら強気に『ねぇよ！』と言えるのに、プレッシャーが酷ひどくてそれは無理。

　そんなこちらの心境を見み透すかすように、ヘディエはすっとこちらに身を寄せてきて、

「さあさあどうなんですか旦那だんな様さま？　答えられないようであればこの柔やわらかな部分を責め立てて差し上げても宜よろしいですが？」

　聞きようによってはちょいとエロく聞こえなくもないが、手袋に包まれた細い指先で撫なでているのはこちらの喉のどだ。秋あき晴はるには死の予感の方が強く感じられて、泣きたくなる。責め立てるって、くすぐるとか絞しめるとかじゃなくて、一思いにスパッといく気だろこのマーダー侍じ女じよは。

　喉を触ふれるか触れないかって絶ぜつ妙みような指遣づかいにぞわぞわくるし、薄うすい笑みはなんだか怖いしで、秋晴は一秒でも早く逃のがれたいと、

「少なくともあんたの言うように遊び倒してないし、誰かと付き合おうとか思ってねぇ！　友達の範囲内か、従育科生としての仕事の延長線でやってることに文句つけられてもどうにも出来ないっての！」

「あらあら、それは本音ですか？　もし一ひと撮つまみでも嘘うそ偽いつわりが混ざっているのであれば、その時は『早く止とどめを刺さしてくれ』と希こいねがう事態になりますが？」

「誓ちかって本音だから怖い発言するなっ！」

　叫ぶようにそう言うと、喉仏ぼとけを引っ掻かくように指を這はわせ……それからようやく、ヘディエは手を引っ込めてくれた。

「そこまで仰おつしやるのであれば信じましょう、他ほかならぬ旦那様が命を賭として誓うのですし」

「……分かって貰もらえて何よりだ」

　安あん堵どと共に、秋晴は心の底からそう思う。だってリアルに命の危機を感じたから。冤えん罪ざいなのに罪を認めてしまいそうになる無実の人の気持ちがちょっとだけ分かってしまって、かなり危なかった。

　大きく息を吐はいた秋晴が、首元に手をやり撫でられたところをさすっていると、ようやくでヘディエが話を再開し始める。

「私は誤解と信じることにしましたが、傍はた目めから見ればどうかという問題に変わりはありません。白はく麗れい陵りようには何人もの協力者がおり、彼女達の印象が同じであればそれは事実のように本国に伝えられるのです。結果、此この度たびの帰国が決まりました」

「…………それで、アイシェはどう思ってるんだ？」

「お嬢じよう様は一いち途ずな方です。ですが誰かに迷めい惑わくを掛けてまで我がを通す方ではありませんので、本国のご家族に命令か懇こん願がんでもされれば本音は伏せて頷うなずかれるでしょう。尤もつとも──このままいけば、の話ですが」

　わざと含みを持たせた言い方の後、主人の方へと視線を走らせたヘディエは、

「まだ、間に合います。要はアイシェお嬢様と旦那様が結ばれる可能性が少なからず残されていることを証明出来れば済むのです、大して難しいことではありません」

「証明って……どうするつもりだ？」

「簡単です、お二人が仲なか睦むつまじく過ごしている場面を第三者に見せつけるだけで、後は自然と噂うわさが広まるでしょう」

　即答された内容に、秋あき晴はるは右耳の安全ピンに手をやりながら眉まゆを顰ひそめる。

　それはつまり、

「……付き合っているフリみたいなもんか？」

「強しいて言うならばそれくらいの親密度が望ましいと思われます。あくまでも希望、ただしラインを低く見積もれば効果は無く終わりかねますが。終業式は二日後──となれば、恐らく今日中が勝負でしょう」

　つらつらと並べられた言葉に、秋晴は小さく頷うなずく。

　実際、それをやってアイシェが日本に残ることが出来る可能性がどれだけあるのか分からないが、効果はありそうに思えた。自分の首を絞しめる結果になりかねないけど、事故とはいえ原因の半分はこちらにあるんだから、多少は覚かく悟ごの上で臨まないと。

　……ただ、今日中が勝負っていうのが、ちょっと問題だ。

　外の空気で冷えた安全ピンを包むように耳に手をやりながら秋晴は考え、言葉を選んでからヘディエに問い掛ける。

「今日中って言っても、もう四時前だぞ？　人前でアピールするって言っても、あと一時間かそこらで日が暮れるし、上育科の寮りようは男子禁制だし……どうするんだ？」

　前にセルニアの看かん病びようをしに入ったことはあったけど、あれは試験の一環で、特例の許可が出ていたからだ。いくらなんでも、個人的な用件でそれが認められるとは思えない。たぶん申しん請せいに行っただけで深み閑かんに捕つかまり、正座から畳たたみかけるように再教育を食らうはず。

　それに本格的に寒くなりだしてからカフェやら食堂やらを使う生徒は減っているし、それなりに大勢いるところでやらないと無意味に終わる可能性が高い。

　この侍じ女じよはそこのところをどう攻略するつもりだろうと視線をやれば、ヘディエは不ふ敵てきに口元に笑みを浮かべ、

「心配無用です、ハディム家に情報提供している生徒や教員はほんの数名ですが、彼女達に繋つながる交友ルートは全すべて把は握あくしておりますので。該がい当とうする人物が見ずともその友人が目もく撃げきさえすれば、一昼夜あれば確実に噂うわさは広まるでしょう」

「……あんまり確実とは思えないんだが、大丈夫か？」

「ご安心下さいませ、お二人の急きゆう接せつ近きんの場に居合わせた無関係な目もく撃げき者しやも上う手まく利用し、このヘディエが見事成なし遂とげてみせますので。お嬢じよう様さまの為ためとあらば、多少の無理も可能にしてご覧らんにして見せましょう。ええ、全力を尽くさせて頂きます」

「ならいいが……なんか、随ずい分ぶんと準備良くないか？」

　ここまですらすらと対応策さくを答えられると、もしかして嵌はめられたんじゃないかって疑念も出る。腹黒幼おさな馴な染じみとはまた別の意味で用意周しゆう到とうな侍じ女じよだから、その線も無くはない。

　ただしそうだとすると、昨日きのうこっちから協力を申し出た時に断る理由が無いはずで……

　何が正しいのか分からず眉間みけんに皺しわを寄せる秋あき晴はるに対し、ヘディエは澄すました表情で、

「侍女たるもの主人の為ために万全を心掛けるのは当然のことです。……尤もつとも、この準備は無む駄だに終わるとばかり思っていましたが」

「……あー、そうかよ。少しはあんたの予想を裏切れたってことか？」

「ええ、未熟で根性無しの旦那だんな様さまにしては上々です、リサイクルも出来ない壊こわれた不燃物よりはマシといったところでしょうか」

　……褒ほめられるどころか喧けん嘩か売られたとしか思えないセリフを吐はくこの女が協力者って、どうしようもなく絶望的な気がするんだけど……まあ、やると決めたからにはやるしかないか。

　微び妙みようにスッキリしないまま、秋晴は諦あきらめるように吐と息いきを吐ついて、

「……んじゃ、とりあえずあんたの主人を連れて、人ひと気けのある所へ移動するぞ」

「了りよう解かいです、ですがアイシェお嬢じよう様には内密にお願いします、気け取どられるような真ま似ねも控えて下さい」

　それは言われるまでもないので、秋晴は手を挙げて応こたえ、

「分かった。だけど上う手まくやれるかどうかまでは保証出来ないからな」

「ええ、さほど期待はしておりませんが、最善を尽くさなければ串くし刺ざしになりかねませんのでご注意を」

「…………」

　──ひょっとして、アイシェの帰国に賛成する方が自分には安全かつ幸せな未来が待っていたんじゃないだろーか……？

　作戦開始の前にそんな後悔をしてしまい、秋晴はどこで間違ったのかを真剣に悩みながら、アイシェの待つ花か壇だんの所へと歩き出した。




　　　　◆　　　　　　　　　　　　　◇




『少し話でもしないか？』というこちらの誘さそいに、アイシェは何の疑いもなく頷うなずいてくれたので、簡単に移動は出来たものの……

　問題はここからだと、秋晴は固唾かたずを飲んで着席する。

　放課後もやや遅めの時間帯とはいえ、カフェテラスにはまだ何人かの客がいた。その中には鳳フオウと、見覚えはあるけど名前は知らない上育科生もいて、ちょっと気まずい。

　知人に出会でくわすこともあるだろうとは思ったが、実際に見られると……やっぱり背中がむず痒がゆくなる。あと、確定コースであのドリルさんにも伝わるだろうから、後で何か言われそうなのも憂ゆう鬱うつの元だ。

　でも、アイシェに寄り添うように立っているヘディエが目配せしてくるので、カフェの中にはどうやらターゲットがいるらしい。それが誰だれなのかまでは分からないが、計画通りとなると……何もせずに場所を変えるっていうのは、どうやら無理っぽい。

　仕方ないと秋あき晴はるは観念し、興味津しん々しんといった感じで注文を受けに来た従育科仲間のメイドに適当に紅茶を頼んで、改めてアイシェと向かい合う。

　チラチラと視線は感じるし、カフェに入って来た時に比べて他ほかのテーブルの会話は静かになっているから、予定通り注目は浴びている。

　あとはアイシェと、恋人同士みたいに──とまではいかなくても、それなりに仲の良い男女だと思わせれば勝ちだ。

　……問題は、どんな会話をすればそういう風に見られるのか、ちっとも分からないってことだけど。

　いきなり話題に困ってしまい、秋晴はアイシェの顔色を窺うかがおうとして、

「…………」

　見事に、失敗。チャドルで目以外は隠かくれているんだから、とんでもなく情報が少ないっていうのは先刻承しよう知ちのはずだったのに。ヤバい、自覚している以上にテンパッてるっぽい。

　助け船を求めてヘディエに視線を送ってみるが……うん、やっぱり無視か。予想出来たから別にいいけど、何という協力態勢の無さだよ。

　孤立無む援えん状態に秋晴は嫌いやな汗あせを掻かきながら、唯一覗のぞいているアイシェの茶色がかった瞳ひとみを見つめて、

「あーっと……その、そろそろ二学期も終わりだな」

　とりあえず何でも良いから話をしようと、当たり障さわりのない話題を上げてみた。時間繋つなぎにしかならないかもだが、無言で向き合っているよりずっとマシなはず。

　会話の中で新たな光明を見つけられないだろうかと仄ほのかに期待しつつ、秋晴は周りからの視線を意識して笑みを造り、

「期末テストの結果はどうだった？　俺おれは平均を何とかクリアしたくらいだったけど」

「…………」

「アイシェは勉強出来そうなイメージあるし、ひょっとして学年でも上位だったりするのか？　それとも、日本語でのテストは苦手とか？」

「…………」

「……えーっと…………テスト休みは、何をしていたのかなー、なんて……」

「…………」

「……………………」

「……………………」

　……どうしよう、早くも心が折れそうなんだけど……！

　こっちが何を言っても当然のように返事無し。ちょっぴり首を傾かしげたり、良く見れば微び妙みように目が細くなったり丸くなったりと形を変えているから、反応はしている、が……

　この事態に秋あき晴はるはジロリと半はん眼がんでヘディエを睨にらむも、やっぱり無視される。確かに『二人だけで話したいから余計な口を挟はさむな』と言ったのはこっちだけど、通訳まで止められるとは。あんたら主従みたいに目と目で通じ合う以い心しん伝でん心しんな仲じゃないんだから、そこは汲くんでくれてもいいのに。

　今いま更さら会話に参加しろとは言いづらいし、目的が目的だから、何とかアイシェの反応を読み取るしかない。

　これは新あら手ての試練だと思うことにした秋晴は、性しよう根ねを据すえて挑いどもうと、決意を新たにしてアイシェを見る。敵てきは手強てごわいが、立ち向かわないとどうにもならない……！

　笑顔、せめてフレンドリーに見える笑顔でと強く意識して、戦闘再開。

「や、俺おれはテスト休みに知り合いの付き添いでグアム行ったんだが、向こうって本当に南国なのな。一泊二日とはいえ、戻って来たら日本が寒くてびっくりだった」

「…………」

「そういや今の時期って、中東……だと範囲が広すぎるから……アイシェの国も寒いのか？　それともこっちとは違う感じか？」

「…………」

「……あと、えーっと、あれだ。ちょっとくらい寒い方がいいかもな。その格好だと暑いのはキツい……だろう、し……」

「…………」

「………………その……」

「…………………………」

「……………………………………………………部屋に帰らせて頂きます……」

　何というか、無理。超無理。心が折れました。

　色々と耐えきれなくなってのろのろと立ち上がる秋晴に、アイシェはきょとんとした目を向けてくる。無む垢くで澄すんだ瞳ひとみだけど、今はそれが逆効果で更さらに心を抉えぐってくれて……ああもう、本気で泣きたい。

「あらあらどうなさいました旦那だんな様さま、飲み物も届いていないのに席を立つなんて行ぎよう儀ぎの悪い真ま似ねをされるだなんて体たい罰ばつがお望みですか？」

　……しかも黙だんまりを決め込んでいた毒どく舌ぜつ侍じ女じよが、このタイミングでわざわざ近付いて来て話しかけてくるし……！

　キッ、と秋晴は涙なみだを堪こらえてヘディエを睨みつけ、精せい一いつ杯ぱいに抑おさえた声で、

「行ぎよう儀ぎ云うん々ぬん以前に孤独感で死にそうになったわ！　人の多い場所でアイシェが喋しやべれないのは分かってるけど、通訳無しはやっぱ無理だ！」

「全く、何を甘あまえているのです。これだから夜よ這ばいの一つもかけられない不ふ甲が斐いない生き物に成り下がるのですよ、精しよう進じんして下さいませ」

「無む茶ちや言って犯罪の勧めをするなっ！」

「態度には気をつけて下さいませ、ターゲットに不ふ仲なかだと思われてしまいますよ」

　やれやれと言わんばかりに首を横に振るヘディエに、秋あき晴はるは今日こそ半殺しになるのを覚かく悟ごで逆らってやろうと意気込み──

「会話が成立しないのであれば筆談すればいいだけでしょう。以前もそうなさっていたはずですが？」

「………………………………………………ぁ」

　そんなこと、すっかり忘れていた。

　思わず間抜けな声を出して、そのままストンとイスに腰こしを下ろす。正確に言えば、力が抜けて膝ひざから崩くずれ落ちた結果だ。

　……いやだって、仲良く会話とかいうから、そんなミスリードするからいけないんであって、さっさとそれを言わないヘディエにも責任は………………駄だ目めだ、どれだけ自己弁護しようとしても、自分が間抜けって事実はどうにも変えられそうにない。

　長いため息の後で、秋晴は顔を上げ、こちらを心配そうに見つめているアイシェに力なく笑いかけた。

「……あー……悪いけど、筆談頼めるか？　まだ従者レベルが低くて、アイコンタクトだけじゃ何も分からないんだ」

「…………」

　そう言っても、相変わらずアイシェからの返事は無い。

　ただし微かすかに身動みじろぎしたかと思ったら、懐ふところから革かわの手帳と万年筆を取り出してテーブルに置いてくれた。

　良かったこれでコミュニケーションが取れると、とても小さなことに秋晴が喜んでいるところに従育科生が紅茶を運んで来てくれたので、心からの笑みを浮かべて小さく頭を下げる。相手が若じやつ干かん引き吊つり笑顔で去って行ったのは、気分がいいので見なかったことにしよう。

　ともあれ、ここから仕切り直しだ。

　少しだけ元気を取り戻し、秋晴は『それらしい会話』を心掛け、再度口を開く。

「じゃあ改めて訊きくけど、テスト休みはどうしてたんだ？」

『──普段の休日と特に変わりなく過ごしていました。強しいて話すことがあるとすれば、ヘディエに髪かみを切って貰もらったことくらいです』

「へぇ、髪を……いやまあ、隠かくれてて見えないけど……そんなことも出来るんだな」

『──ヘディエに出来ないことは有ありません。いつも助けて貰もらい、とても感謝しています』

「…………そうか」

　やや力ない返事になったのは、アイシェの後ろに控ひかえている侍じ女じよが声を出さずに嬉うれし泣きし始めたのを見て、ちょっと引いたからだ。こっちには心無いというか、嗜し虐ぎやく趣味に富んだ言葉ばかりぶつけてくる癖くせに、本当に主人だけは特別らしい。

　……とりあえず、シルクのハンカチを出して涙なみだを拭ぬぐうヘディエは無視。意思の疎そ通つうがようやく可能になったんだから、もっと頑がん張ばらないと。

「じゃあ、休みの間は白はく麗れい陵りようの外には出なかったのか？」

『──はい。公開中の見たい映画があったので、観みに行こうとしたのですが……』

「行けなかったのか？」

『──ヘディエがフィルムを取り寄せ、多目的ホールを使わせて頂き、そこで観ました』

「…………なんつー力ちから業わざを……いや、ひょっとして映画館を貸し切るのとどっちがマシかって話になるのか……？」

　どちらにしても庶しよ民みん感覚じゃ考えられないことで、秋あき晴はるは感心すればいいのか呆あきれればいいのか分からない。どんな反応をすれば正解なのか。

　それに、傍はたから見てこのやり取りがカップルの交わすものとして相応ふさわしいのかも気になる。ターゲットの注目は集められていそうだけど、果たして上う手まくやれているのだろうかと少し不安になって…………ふと、気付く。

　──カフェテラスから、話し声が消えている。

　周りを見回せば、自分達が来た時と客の入りは変わっていない。なのに誰も会話せず、しかも慌あわてて視線を逸そらすように顔を背そむける女生徒が何人かいて……

　唯一、鳳フオウだけは秋晴が見ても極端な反応をしなかった。やっぱりこっちを見ていたけど、それを隠かくそうとはしない。

　……ただ、かなり気まずそうに、もしくは心配そうに表情を曇らせている……というか、これはもしや、合わせ技で気の毒に思われているのでは……？

　そこまで考えたところで──ようやく、秋晴は理解した。

　確かにアイシェとコミュニケーションは成立するようになった。さっきとは全然違う。

　……でもそれは自分視点でのことで……端はたからは、やっぱりひたすら独り言を続けているか、まるで相手にされていないのに話しかけまくっている空気の読めないヤツに見えているという、そんな可能性も……！

　しかもその考えを肯定するように、あちらこちらからひそひそと「……やはり警備の方に連れん絡らくを」とか「……ああ、お労いたわしい……！」とか言い出し始めて──

「……これは、駄だ目めだ。最も早はや取り繕つくろってどうにかなるレベルじゃない……！」

『──秋晴様？　どうかしま、』

　こちらの呟つぶやきを聞いて、不思議そうにアイシェが尋ねてくるが、最後まで書かせている余よ裕ゆうなんてどこにも無かった。

　どうやっても傷口は広がるばかりと諦あきらめた秋あき晴はるはすぐに立ち上がり、万年筆を握にぎっているアイシェの手を取り──その瞬しゆん間かん、『ついに最悪の展開に！』と言わんばかりに他ほかの客がざわめいたけど、もう無視する以外にどうにも出来ない。

　それでも乱暴にならないように気を付けながらアイシェの手を引くと、秋晴は逃げるようにカフェテラスから抜け出して……

　後ろから聞こえて来たヘディエのため息に、このままでは終われないと強く思った。




「…………次は……次はしくじらないからな……」

　カフェテラスから離れ、校舎の方へと歩いて来た秋晴は口の中でそう呟つぶやいて、ちらりと後ろを見る。

　三歩離れて付いて来るアイシェからは突然の逃亡に関して何も訊きかれていないが、更さらにその後ろに控えているヘディエの目は『役立たずな旦那だんな様さまですね』と語っていて、本格的に退ひけない空気を醸かもし出していた。

　大おお本もとはアイシェの為ためだけど、こうなったら意地の問題もある。あのマーダー侍じ女じよの、初めから期待していませんでしたと言わんばかりの態度を見て、黙だまっていられるかって話だよ。

　なので秋晴は、もう相手を選んでいる場合じゃないと、特別校舎を目指して歩いていたのだが……運良く、ターゲットが向こうからやって来るのが見えた。

　まだ遠いっていうこともあるけど、かなり小さめの人影が二つ、何やら話しながら歩いている。もう日が暮れ始めたから、たぶん寮りように戻る途と中ちゆうだろう。行き違いにならなくて良かったし、気力が萎なえる前に実行出来るのも素す晴ばらしい。

　これは流れ的にもやるしかないと、秋晴は進路を微び妙みように修正して向こうから来る二人──桜おう沢さわみみなとピナ＝スフォルムクラン＝エストーの見た目お子様コンビと鉢はち合あわせるよう図った。

　ちなみにターゲットはピナじゃなくてみみなの方だ。アイシェ達とみみなは同じクラスで、ハディム家への情報提供者もクラスメイトにいるらしい。上う手まくやれば明日あしたの昼には教室中の話題になるし、みみな自身が有名な画家だからそこらの一般お嬢じよう様よりも情報源の価値は高くなるとか何とか、そうヘディエが言っていた。

　なのに秋晴が初めからみみなの元を目指さなかったのは、それなり以上に仲が良い相手の前で恋人らしく振る舞うことが恥ずかしいし罪悪感もあったからだが……もうそんなこと関係無い。相手を選んでいられる場合じゃないし、残り時間もあと僅わずかだ。

　今度こそやってやる──と秋晴が意気込んでいると、どうやら二人がこちらの存在に気付いたようで、ピタリと足を止める。

　何やら窺うかがうような目つきのみみな達を意識し過ぎないよう気を付けながら、程ほど良い所まで近付いて、

「……お？　二人共、こんな時間まで遊んでたのか？」

　出来るだけ白しら々じらしくないようにと心掛け、軽く手を挙げて挨あい拶さつすると……何な故ぜかみみなもピナも、眉まゆを顰ひそめてこちらを見てくる。

　その目は親しい相手を見るというより、どちらかといえば不ふ審しん者しやを見るそれで──おかしい、まだミスを犯すどころか、挨拶の段階なのに。

　どういうことだろうと内心でドキドキし始めた秋あき晴はるに、代表するようにピナが小さな口を開いて訊たずねてくる。

「アキハル、そなた何をしているのじゃ？　その……珍めずらしい組み合わせじゃが」

「何をって、単にアイシェとだな……」

　話していただけだぜ、実は仲良しなんだぜ──とさりげないアピールをしようとして、秋晴は固まってしまう。

　ゆっくりと後ろを振り返れば、三歩離れた位置をキープしてアイシェがいて……これで会話とか仲良しとか、かなり見た目に無理がある。

　完かん璧ぺきに見落としていたこの罠わなに、秋晴は一気に慌あわててしまいそうになり、落ち着けと繰り返し自分に言い聞かせた。まだ、まだいける、フォロー出来る範囲内のはずだ。疑り深い朋とも美みならいざ知らず、この二人相手ならここからの展開次第でどうにかいける……！

　動どう揺ようを悟さとられないよう、多少引き吊つっているかもしれないけど笑みを浮かべて、秋晴はとりあえずアイシェへ手招きした。

　素直に隣となりまで近寄って来てくれたので、多少は悪いイメージが取れたはず。

　畳たたみ込むように攻せめようと考えた秋晴は、みみな達の方を向いて、

「や、実はな。さっきカフェテラスでアイシェと話してたんだけど、盛り上がり過ぎて周りに迷めい惑わくだから場所を変えることにしたんだ」

「……盛り上がる、じゃと……？」

「……ハディムさんと……？」

　思いっきり疑惑の目を向けられた。しかも互いの顔を見合わせて、何やらひそひそと話し出す始末。いや言った後で自分でも無理あるかもと思いはしたけど、そこまでか。

　ともあれ、多少強引にでも『らしく』見せないと。

　二人の目がこちらを向いているのをちゃんと確認し、秋晴はアイシェの手を……握にぎろうとして、思い止まる。

　……手を握るって、さっきもやったけど……手を握ったまま一いつ緒しよに歩くのならともかく、止まっている時にいきなりやるって、どうなんだ？　付き合っている、もしくはそれに近いカップルらしく見えるのだろーか……？

　というか、手を握るくらいなら、目の前にいる二人ともやったことがあるし。自分が経験済みなことをされても、深い仲だなんて思わないかもだ。

　そうすると、もっと過激に……いやでも、抱だき付くとかキスとか、流石さすがに無理過ぎる。二人きりでも出来ないのに、人前でやったら恥はずかしくて悶もん死ししかねない。

　秋あき晴はるが悩んでいる間にも、ちびっ子コンビの疑いの視線は外れない。むしろどんどん何らかの嫌けん疑ぎは深まっているようで、表情が深刻になっていた。

　こうなったらグズグスしてはいられないと、秋晴は意を決して、

「あんまり立ち話していると冷えるし、俺おれ達は向こうへ……」

　行こうか、とアイシェの肩かたを抱こうと手を伸ばし。

　すっ──と避さけられて、秋晴は見事に空振った。
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「……………………」

「……………………」

「……………………」

　当然、それはみみな達に目もく撃げきされていて、とんでもなく気まずい沈ちん黙もくが流れる。

　ただし秋晴は気まずいだけじゃなくて、恥ずかしい上にショックで、正直軽く死にたい。……仮にも好きだと言ってくれている相手に、肩を抱こうとして拒きよ否ひられるって……！　それも下心があるんじゃなくて、やむを得ずやろうとしたのに。

　ああもう今すぐ落らく雷らいか何かの直ちよく撃げき受けて記き憶おくが消えてくれないかなぁ……と辛つらい現実に目を背そむける秋晴に、いつの間にやら近付いて来ていたピナが二の腕うで辺りをポンと叩たたいて、

「……その……妾わらわで良ければ、いつでも相談に乗るのじゃ」

「…………」

　慈いつくしみに溢あふれた言葉をかけて、寮りようの方へと歩いて行ってしまった。

　その背中に、秋晴は何も言えない。……どうしよう、優しくされたら余計に泣きたくなったんだけど。あと胸が痛い、ちくちく痛い。

　どうにか涙なみだを堪こらえて横を見れば、アイシェが微かすかに頭を下げていて、

「──『申し訳有りません。人前で淫みだらな行為をするのは戒かい律りつで禁止されていて……それに私個人としても、恥ずかしくて……』、とお嬢じよう様さまが仰おつしやっています」

　後ろに控ひかえたヘディエが通つう訳やくしてくれるけど、意い図とが分かってもダメージはそのままだ。

「………………そうっすか……」

「大丈夫ですよお嬢様、お気にせずとも何の問題もありません。旦那だんな様は心が広く底抜けな器うつわの持ち主ですし、貞てい淑しゆくな女性の方がいざという時に燃えるとも心の中では叫んでおられるはずですから」

「そんなこと誰も言ってねぇよ?!」

　主人のフォローはしてもこっちには欠片かけらも労いたわりの気持ちを向けてくれないヘディエを怒ど鳴なり……秋晴は、大きなため息を吐つく。なんかもう疲れて、やる気メーターが殆ほとんどゼロに近くなっている。

　それでもアイシェの為ために頑がん張ばらなければならないと、なけなしの気力を奮ふるい起こして、まだ残っているみみなを見る。やっぱり哀あわれみの目を向けていて、心に追加ダメージが入るけど極力無視。

　でも、会話も直接的な手段も無理ならどうすりゃいいんだと秋あき晴はるは悩み……そこに、みみなの声が聞こえて来た。

「あの……ええっと……」

　ただし向けられているのは自分じゃなくて、意外にもアイシェへだ。

　まあ、ちっとも同じ学年には見えないが、それでもクラスメイトには違いないし、何か話があってもおかしくはないか。

　もじもじと胸の前で両手を組んでいる小さな先せん輩ぱいを見ながら、秋晴は今の内に打開策を考えようと顎あごへと手をやり……




「みみな、明日あしたからお家うちの用事があって……その、もう二学期は会えなくなると思うから、今の内にお別れを言っておこうと思って」




　──あまりにクリティカルな内容に、思考が強制停止した。

　アイシェが国に帰ってしまうことを全く知らないらしいみみなは地じ雷らいの存在にも、うっかりそれを自分が踏んでいることにも気付いていないようだが、秋あき晴はるとしては冷や汗あせものだ。

　……どうしよう、これは無む理り矢や理りにでも会話に入って話題を変えるべきなんだろーか……!?　でも、それで自分が帰国することを知っていたと悟さとられるのはまずいし……かといって、このまま放ほう置ちしておくとヤバい気もするし……

　固唾かたずを呑のんで秋晴が眺ながめていると、アイシェはチャドルの隙すき間まから覗のぞかせた目を優しく細めて、

「──『ご丁てい寧ねいに有り難うございます』、とアイシェお嬢じよう様さまが仰おつしやっています」

「あっ、そ、そんな、大したことじゃないから。でも……来年も、よろしくね？」

　ややはにかんだみみなの言葉にこれはもう限界だと思い、秋晴は今すぐ会話を止めに入ろうとして──




「──『はい、こちらこそよろしくお願いします。来年会える日を楽しみにしていますね』、とのことです」




　……………………………………………………………………おや？

　今、何か…………普通に……？

　さらりと交わされた会話にとんでもない事実が織り込まれていた、ような……？

「それじゃ、また三学期にね？」

「──『はい、三学期の始業式の日にお会いしましょう。どうかお元気で』」

　愕がく然ぜんとする秋晴を他よ所そに、女性陣じんは別れの挨あい拶さつを済ませて、みみなは小走りにピナと同じ方へと行ってしまった。

　残ったのは、アイシェとヘディエ──それと、生まれたての疑問だけ。

　とても踏み込みにくい疑問だけど、そこに触ふれないと訳が分からない。

　だから秋晴は、恐る恐るその質問を口にした。

「えーっと……アイシェ達は、二学期が終わったら国に帰るんだよな？」

「──『はい。ご存じだったのですか？』」

「ああ、まあ、うん…………それで今、みみなに『また来年』って言ったのは？」

「──『言葉通りですが？』」

　チャドルから覗いた目をきょとんさせているアイシェの言葉に、更さらに混乱が深まった秋晴は待ったをするように手を前に出して、

「や、でも、言葉通りだと……え？　また来年も会う？」

「──『その予定です』」

「……あれか、どっかのパーティーの席でとか、家に招くとか？」

「──『いいえ。その予定は、今のところありません』」

「それじゃ…………えーっと………………もう日本に戻らないっていうのは……？」

「──『戻らない？』」

　小さく首を傾かしげるアイシェの、その心情と声こわ音ねを真ま似ねているのか、通訳するヘディエは本当に不思議そうに、




「──『終業式が終われば帰国しますが、三学期が始まる前には戻って来るつもりです』、とアイシェお嬢じよう様さまは仰おつしやっています」




　最後は素すの声に戻し、堂どう々どうと言い切った。

　それを聞いて、秋あき晴はるは何となく空を見上げ……沈み行く夕日とオレンジ色に染まる山やま間あいへと視線を移し……

　たっぷり一分近くかけて、状況を呑のみ込んだ。

「……ちょっとそこの侍じ女じよ、こっちに来い。大事な話がある」

「あら何でしょう旦那だんな様、アイシェお嬢様に袖そでにされた代わりにこのヘディエを慰なぐさみ者にしようという魂こん胆たんですか？　流石さすがは外げ道どうな旦那様、恐れ入ります」

「…………いいから、ちょっと来い」

　毒どく舌ぜつに突っ込みを入れる気力もなく、少しだけアイシェから距離を取った場所にヘディエを誘ゆう導どうする。

　そしてたっぷりと怨嗟えんさの籠こもった目で、澄すまし顔の侍女を睨にらみ付け、

「…………話がおかしいだろ。帰国して、白はく麗れい陵りようを辞やめさせられるんじゃなかったのか？」

「そのような発言はした覚えなどありませんが。ええ、神に誓ちかってもいいですよ？」

「……二度と戻って来ないっていう、あれは……!?」

「ああ、それはつまり──『今年はもう日本に戻らない』という意味です。どうやら多少の誤ご解かいを生んでしまったようですが」

　誤解なんてしていない、と秋晴は断言出来る。

　これはつまり、ただ単にこの侍女が、

「……あんたがわざと誤解するような発言したんだろーが!?」

「まあまあ旦那だんな様、証しよう拠こも無しに人を疑うような発言をするのは褒ほめられたものではありませんよ？」

「物ぶつ証しようは無くてもここまでの状況全すべてが証拠になるだろっ?!　『本国の家族の意い向こうで帰れなくなる』とか言ってたのはどこに行った!?」

「幻げん聴ちようという説もありますが。もしくは病的に思い込みが激しい旦那様の勘かん違ちがいということも有り得る話です」

「どこにもねぇよ！」

　思い切り睨にらみ付けてそう言うが、ヘディエは涼しい顔をしたままで……その反応に、秋あき晴はるは脱だつ力りよくしてしまう。なんだか興こう奮ふんしている自分が馬鹿らしくなるよ。

　大きくため息を吐ついて、それからじろりと目の前の侍じ女じよを半はん眼がんで見み据すえ、

「あんた、一体何がしたいんだよ？　本格的に意味不明だぞ、これは……」

　怒りは殆ほとんど無く、むしろ虚きよ脱だつ感かんと戸と惑まどいが強くて、そんな質問をぶつける。自分とアイシェをくっつける為ために色々と企たくらんではいたが、今回のは意図が分からない。

　まさかこっちが情に絆ほだされて『じゃあ結けつ婚こんでも何でもしてやる！』なんて言うとは思っていないだろうし、もしみみなの発言が無くてバレなかったとしても、プラスになる要素なんて殆ほとんど無いはず。

　それに他ほかの生徒に『あいつら付き合ってるんだなー』と思わせようという作戦なら、ヘディエの態度はおかしい。もっとフォローして、それらしい雰ふん囲い気き作りに気を利かせるのが筋だと思う。

　何が目的か分からない秋晴に、ヘディエは楽しげに微笑を零こぼし、

「本来の目的はとっくに済んでいましたので、余よ興きようとして旦那だんな様さまの男ぶりを試してみた訳ですが……予想より悪いとは、流石さすがに驚きました」

「……一応訊きくが、余興ってどれのことだ？」

「お嬢じよう様と恋人のように振る舞って頂いたことです。流石さすがは旦那様、お嬢様と釣り合わないと初めから分かってはいましたが、ここまでとは」

　つまり、ずっと遊ばれていただけと。なんだろうこれ、泣いていい場面なのかな？

「………………で、その本来の目的ってのは何だよ？」

　これ以上無む駄だ口ぐちに付き合う気力は無いのでストレートに問い質ただす。

　するとヘディエは正面から体を寄せてきて、そっと耳打ちするように囁ささやいた。

「旦那様の方から、アイシェお嬢様に何らかのアプローチをかけて貰もらう予定でした」

「なん……アプローチ？」

　いくら相手が殺し屋くらい危険な存在でも美人な女性であることに変わりなくて、近すぎる距離にどぎまぎしながら秋晴は聞き返す。香こう水すいの甘あまい香りが鼻をくすぐるし、服越しにとはいえ足と足が触ふれているし……何だこの状況……！

　動どう揺ようだけは悟さとられまいと必死なところに、ヘディエは続けて、

「いくら朴ぼく念ねん仁じんで冷れい血けつ漢かんな旦那様でも、お嬢様が帰国、会えなくなるともなれば自分から何かして差し上げようと思うと踏みました。ですから、自分の意思で動くという意味を強調する為に初めの申し出を断った訳ですが……まさかここまで積極的に動かれるとは、少し予想外でした」

「予想外って、何がだよ？」

「ヘタレな旦那だんな様さまのなさることですから、精せい々ぜい終業式までに思い出作りにとアイシェお嬢じよう様をどこかに誘さそい、無ぶ様ざまに断られる結果になるとばかり思っていましたので」

　日本での思い出作りにデートに誘うっていうのはともかく、断られるのが前ぜん提ていなのか。本当に、どれだけこの侍じ女じよの中で自分の評価は低くなっているんだろう。

　しかしこれで少しは納なつ得とく出来た。

　そしてやっぱり、アイシェは何も悪くないと。ヘディエがどれだけやらかしてくれても、あの人を責めることは出来ないし……結局、痛い記き憶おくを抱かかえて泣き寝入るしか、自分に出来ることは無さそうだ。

　ため息を吐つくのと殆ほとんど同時にヘディエは身を離し、そして秋あき晴はるに向けて、深々と頭を下げるというらしからぬ仕種しぐさを見せる。

「なかなかに興味深い結果になりました、その点についてはお礼申し上げます。付け上がられても困りますが」

「……何だよ、その興味深い結果ってのは？」

　妙みように含みを持たせた言い方をするので、反射的に訊きいてしまう。

　まあ、この侍女が素直に答えるだなんて思ってないし、どうせ毒を吐はかれて終わりだ。

　そう考えていた秋晴の前で、ヘディエは蠱こ惑わく的な笑みを浮かべ、




「まだどなたも旦那様の意中で特別な存在となられていないようで、安心しました。妻や愛あい妾しようが何人いようと構いませんが、やはり初めの一人に相応ふさわしいのはアイシェお嬢様の他ほかにおりませんので」




　──不意打ちで落とされた爆ばく弾だんに、秋晴は思わず目を見開いた。

「残念ながら旦那様自じ身しんがお嬢様に相応ふさわしいとは言い難いですが、今後に期待しつつ矯きよう正せいしていくことでどうにかするとしましょう。まだ時間はたっぷりと残っておりますし」

　けど、ヘディエはそんなこっちの反応なんか気にせずつらつらと喋しやべってから背を向け、

「それでは旦那様、また後日、もしくはまた来年にお会い致しましょう。再会の時には今よりも正当にアイシェお嬢様を評価し、愛を育はぐくんで頂くことを願っています」

「……っ、だ、待てっ！　俺おれがいつ、そんな……!?」

「まあまあ、ほんの一時間も経たっていないのに自分の発言をお忘れですか？　健けん忘ぼう症しようになられるのは別に構いませんが、お嬢様のことを忘れた場合は……お分かりですね？」

　わざわざ刺さすような視線をくれるが、秋晴はそこに恐怖を感じる余よ裕ゆうすらない。

　さっきのヘディエの発言は、花園で詰め寄られた時の……だというのは分かるけど、どうしてわざわざそんなことを言うのか。

　それに──いや、それよりもっと問題なのは、




『好きな人はいない』という己おのれの発言に、どうしてここまで動どう揺ようしているのかってことだ。




　視界の中で、アイシェが丁てい寧ねいに頭を下げて、ヘディエと二人でどこかへ歩いて行くのが見える。けど、それに反応して手を挙げて送ることさえ出来ない。

　事故と渋じゆう滞たいでぐちゃぐちゃになったような思考に、秋あき晴はるはしばらく立ち尽くし……

　結局、激しく心を揺さぶった原因が何なのかを自じ覚かく出来ないまま夜になり、ぼんやりとした覚おぼ束つかない足取りで寮りようへと戻った。







あとがき




　一月に十巻が発売されてから中一ヶ月。よもやの隔かく月げつでの新刊となりました、上月こうづきです。

　やー、隔月刊ってデビューの時以来かも。知り合いの作家さんが当然のように隔月刊行とか連続刊行とかしてますが、今なら胸を張って言えます。こんなの毎回やったら軽く死ねる。少なくとも僕なら死ぬ。




　弱音はさておき、『れでぃ×ばと！』十一巻を手に取って頂き、ありがとうございますー。

　前の巻が出た時は始まったはかりだったアニメも、そろそろクライマックスに近付いている頃でしょうか？

　アフレコを見学させて貰もらった時は、なんというか……その……男女問わず、声優さんに謝りたい気持ちで一杯になって、ちょっと心が痛かったです。違うんだ、僕は原作者だけど、あんな風に演じろと言ったのは僕ではなくて監かん督とくさんやらプロデューサーさんやらで……！

　……収録が終わった時、打ち上げの際には土ど下げ座ざして謝ろう、と強く心に誓ちかいました。




　そしてこれを書いている現在は冬真まっ只ただ中なかな訳ですが、持病の神経痛がえらいことになっていて大変です。寒いと余計に痛くなるのです。修しゆ羅ら場ばと重なると、休むことも出来なくて更さらにとんでもないことに！

　痛みを堪こらえている時は、あまり人様に見せられる様子じゃありません。分かりやすく言うと……邪気眼の人が「くっ……暴れるな、鎮しずまれ……！」とやっているあのポーズをしています。指差されて笑われるか、「ママー、あの人なにやってるの？」「あのお兄ちゃんはね、深刻な病気なの。可哀かわい想そうだから見たら駄だ目めよ」と囁ささやかれるかの二に択たくになるので、心まで折れる事態になりかねません。

　痛むのは左腕うでの小指側を通っている神経なので、仕方なく右手だけでタイプして誤ご魔ま化かし誤魔化しやるのですが……どうにも効率が悪いです。

　そこで、治療はするとして、急場を凌しのぐにはどうするかという相談を知り合いにしてみたところ、「音声入力ソフトを使ってみたら？」とアドバイスが。

　……かなり素す晴ばらしいアイデアだとは思うけど……つまりは文章を読み上げるのと同じで……むしろ試行錯さく誤ごする分、更さらに恥ずかしいことになるという諸もろ刃はの剣つるぎ。たぶん書き上げるより悶もん死しする方が早いので、泣く泣く諦あきらめました。

　まだそれを喜んでやるレベルには至れないなぁ……それが成長なのかどうなのかはともかく。




　さて、そろそろいつもの内容紹しよう介かいに入ります。ネタバレ注意。

　二十六話は棗なつめを起点とした、朋とも美みとセルニアにプレゼント選びに付き合って貰もらう話です。久しぶりに大だい吉きちが喋しやべった気がしますが、次の巻ではもう少し出番が増える予定。数少ない大吉ファンは心してお待ちください。

　あとこの話は雑誌に載のっていたので、もしかしたら読み飛ばしてしまった方もいるかもしれませんが、雑誌掲けい載さい時とは大きくある部分が違うので要注意。割と大事な部分が追加されていますのでー。

　二十七話は沙さ織おりのお仕事話。珍めずらしく妹は出て来ません。……というか、この巻は四し季き鏡かがみの出番無し。

　代わりに楓かえでと深閑みかんという年上グループで形成された訳ですが、肌はだ色いろ分の多い話なのに、理事長の色気の無さときたらびっくりです。もう少し深閑を見習えと言いたい。沙織の方は見習わなくていい。

　ラストの二十八話は、アイシェ＆ヘディエの中東コンビがメインの話です。どちらかというと、従者のヘディエ寄りな話だったかも。某ぼう腹黒さんと違い、アイシェは本当に何も知らない疑わないというキャラなので、裏で指示していたとかは有りません。

　そしていよいよ、秋あき晴はるの心境にも多少の変化が出て来たのですが──大きく動くのは、次の巻になってから。

　次はいよいよクリスマスの回です。あと載せる予定の番外編も、大変なことになる予定。




　だいぶ巻数が増えてきましたが、そろそろ派は手でに動く人が出て来るので、ご期待下さいませ。ちなみに次巻がいつ出るのかは、今のところ未定です。年内には出ると思いますが。

　ではでは、また次の巻で〜。
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上月こうづき 司つかさ

１９８２年生まれの豊島区民。本棚を買い損ねた結果、えらいことになり始めた漫画の山。早く対処しないと崩落確定のタワーになってしまうので、次の巻が出る頃までには何とかします！
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むにゅう

横浜市在住のイラストレーター。『朝まで授業chu!』（月刊コミックアライブ）で漫画家としても活動中。

公式ＨＰ http://munyu.neko.ne.jp/
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